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序

花輪北館は現在市民の憩の場として活用されておりますが,公園

整備に伴い。その基礎資料収集のため試掘調査を実施 したものであ

ります。

また,下沢田遺跡は東北縦貫自動車道花輪サービスエリア取り付

け道路建設により,遺跡の一部が消失するため,関係機関の協力を

得。発掘調査を実施 したものであります。

その結果,古代鹿角の生活や文化を知るうえでの貴重を考古資料

を得ることができました。

本書は,上記の 2遺跡の調査結果をまとめたものであり,今後本

書が埋蔵文化財保護及び研究に役立てば幸いです。

最後に,こ の調査に参加された調査員はじめ関係各位に厚くお礼

を申し上げます。

昭和59年 3月

鹿角市教育委員会

教育長 柳 沢 源 一
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鹿角市花輪字中花輪 他

昭和 58年 5月 16日 ～ 7月 13日
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発掘調査対象面積

試 掘 調 査 面 積
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跡 (直上より)



1.遺跡の位置と立地

花輪館跡は米代川 L流の鹿角市花輪に所在する。花輪地区の地形は,北 Lす る米代川に沿っ

て。東西の山地,盆地内の段丘地形及び沖積地に大別 されるが,本館跡は東岸の段丘から北西

方向に突 き出した舌状台地先端部に位置する。国鉄花輪線陸中花輪駅から北東方向に約 l kmの

距離である。

堀合坂や空堀等により区切 られた 7つ の郭から成る平山城で,郭上面の標高は約 175m,比

高は約30mを 計る。北東端に位置するゆるぎ館下には,東方の山地より流れ出る福士川が,西

南西端に位置する本館・南館の西下には,鹿角街道に沿って街村状に発達 した鹿角市街地が位

置する。

本館周辺には多数の中世の館跡が所在する。米代川両岸に発達 した舌状及び丘状台地先端に

位置する。福士川を隔て,花輪館の北方に位置する黒土館は,北端の郭 (北館)よ り,わずか

350m,北西方向に位置する花輪古館,孫右工門館は北西端の郭 (ゆ るぎ館)よ り,そ れぞれ

300m, 450mで ある。

(秋元信夫 )

第 1表  周辺の館跡一覧表

城 館 名 別   称 所  在  地 「 地 利 用 茂存状況 城    主 (伝 ) 考備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

高 尾 館

高 瀬 館

かいぬま館

茶 臼 館

LI口 館

小 平 館

新 斗 米 館

高 市 向 館

高 市 館

万 谷 野 館

地 羅 野 館

柴 内 館

乳 井 館

黒 土 館

花 輸 古 館

花 輪 館

孫右工門館

玉 内 館

前館 熊館
浦館

館 こ

中柴内館

南館.北館
木館 下モ館

下館

鹿角市花輪字茶自館

鹿角市花輪字堪忍沢 .

字浦館

鹿角市尾去沢字 [沢

鹿角市尾去沢字新堀

鹿角市尾去沢字西道 11

字 L山

鹿角市花輪字 F館

鹿角市花輪字新斗米、
字大坊沢

鹿角市花輪字高市向

鹿角市花輪字高沢

鹿角市花輪字万谷野

鹿角市花輪字地羅野

鹿角市花輪字西町

肇曇房幕
輸字

=L牛
平 ,

鹿角市花輪字陳場

鹿角市花輪字古館

鹿角市花輪字中花輪

罷
角市花輸字孫右工門

鹿角市八幡平字王内

畑 原野

山林 畑

畑 宅地

原野 宅地

宅地 山林 原
野 畑

畑 宅地

畑  1林

畑 学校敷地

畑 寺社境内

畑 原野

畑 原野

畑 寺社境内
宅地

彊1鼎 詔
車

畑 原野 宅地

畑 宅地

山林 畑・宅地
学校敷地 公園

原野 水田

山林 畑

やや良

やや良

やや良

不 良

不 良

やや良

不 良

不 良

やや良

不 良

不 良

不 良

消 滅

不 良

不 良

不 良

不 良

不 良

高屋筑前 (秋元 )

高瀬 |:佐 (秋元 )

小平彦次郎 (奈 良 )

新斗米左近 (奈良 )

高市玄蕃 (成 田 )

中柴内人郎 (安保 )

柴内弥次郎 (安保 )

乳牛六郎 (安保 )

黒 十丹後 (秋元 )

(伝 )花輪次郎

玉内大炊助 (安 保 )

Π召和58年 館跡航空写真濃1量調査
「鹿角の館 (3し 鹿角市教委 1984年 2月

岬麗習芳鶴切
た
窪言尋製暴

調£84年 2月

l学嘱 :踪ξ「1軸 書」
1980 1981年 3月

昭和56年 鹿角市教委発掘調査
「高市向館跡発掘調査報告書」1982年 3月

昭和56年 秋田県教委発掘調査
「東北縦貫 自動車道発掘調査報告書Ⅷ
Ⅸ」          1984年 3月

昭和58年鹿角市教委発掘調査
本 報 告 書

昭和56年 館 lll航空写真測量調査
「鹿角の館 (1月 鹿角市教委 1982年 3月
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2.歴史的背景

現在桜山公園となっている区域は,か って花輪館のうち北館とよばれていた一郭である。

北館の築造は,いつの時代まで遡ることができるか明かでないが,北館をふくむ総称花輪館

そのものが,戦国期以前の中世城館とみられることから.北館もまたその関連のなかで考えな

ければならない。

花輪館は,現花輪市街地の東裏に追る標高 175メ ー トル前後の上野,弓 場台地の,北側突端部

に位置する。この台地は,西側に花輪市街地と米代川の盆地床を見おろし,北側は福士川の谷.

南側は黒沢川の谷によって限られている。東傾1だ けが山地の裾野に連なるが,そ れも,花輪館

一部の樋口 (と いのくち)館から字荒屋敷.字中ノ崎にわたる台地1し東部を,福士川にそそぐ

小流沢田川によって浸食された谷間で区切られており,丘続きの南部を除いては,ほ とんど舌

状台地のように四囲から分離 している。

また花輪館の周辺は,中世の館跡が密に分布 している地域でもある。北倶1の ,福士川対岸に

は黒土館があり,北館との間,わずか 350メ ー トルを隔てるだけにすぎない。北東には,黒土

館に隣接 して花輸古館がその跡をとどめている。その花輸古館の南佃1に あたる福士川左岸には,

第 2図 花輪館跡周辺地形図
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孫右工門館がある。孫右工門館の南倶1.下沢田台地の西縁部にも古い館遺構の面影を残 してい

る。このような館群の存在をみると,古代から中世へかけての花輪の古村は,福士川に沿う台

地一帯に発達 していたと思われる。なお,花輪館につづ く上野馬場台地の南縁は,黒沢川の浸

食谷をはさんで,玉内館に相対 している。

花輪館の概略を述べると,本 (も と)館 を中心に,南館,北館,ゆ るぎ館,樋口館,条子館

などの連続郭からなる総面積およそ 125,000平方メー トルの,堂々たる規模の平山城である。

館上面部の標高 175メ ー トル,本館の,眼下に見おろされる花輪市街地との比高40メ ー トルと,

台地先端部の要害を占め,答えている。

主郭の本館は,お よそ東西 200メ ー トル,南北 120メ ー トルで,段差 4メ ー トルほどの上下

三面に分かれている。西側の上位面には,近世中野南部氏の陣屋 (御仮屋)と 武具蔵,館内八

幡神社があって,本丸とよばれていた。その北西隅の突出部はもっとも眺望がよく,お物見と

称されている。東償1下位面はニノ丸とよばれ,花輪通代官所.御蔵入米収納の御蔵三棟と文章

蔵が建っていた。現在,本丸に小学校々合が並び,ニ ノ丸はその運動場となっている。この本

館は,明治37年小学校々地となって以来,数次にわたる増改築により上面の原形は徐々に失わ

れた。とくに本丸の上面は,大正11年冬から翌春へかけて秋田鉄道花輪駅敷地造成のため表土

が運び出され,か なり低平となったからである。かって館内八幡神社社地のあった南端部から

西側へかけては,い ま高い土手となって残 り,そ の上に一部分土塁の跡が認められる。ニノ丸

の周縁には,往昔の威容を失ったとはいえ。 まだ土塁が低 くとりまいて名残りをとどめている。

館の北斜面,西斜面ともに急峻で,そ の中腹部に幅 5～ 10メ ー トルの腰郭状の段築が二段設け

られ,お物見の下に,墾壕跡の一部が残る。西斜面の中段には,大町の鎮守愛宕神社がlTEら れ,

北斜面の中段,横町側にも愛宕神社が祀られ古 くは文珠堂もあった。

本館の南に,大手口である盆坂とよばれる堀合坂を隔てて。南館がある。南館は東西 170メ

ー トル南北40メ ー トルと細長く,上位面には本館と同じく上下三面に分かれていたと思われる

痕跡を残している。南側から外側へかけて腰郭幅 5～ 40メ ー トルがめぐり,牛頭天三社がTEら

れ,そ の急な斜面は火山灰層が露出し,断崖状 となっている。

本館の北に。揚ら手日の通称館坂を隔てて,北館がある。すなわち現在の桜山公園である。北

館は,お よそ東西90メ ー トル・ 南北 100メ ー トルの方形に近 く,そ の南側に,狭い堀合状の小

径を間に東西60メ ー トル,南北50メ ー トルほどの小郭が附属 している。この小郭が北館に連続

した一部であったのか,あ るいは独立した一郭であったのかは,判然としていない。明治30年
,

北館の北隅にTEら れていた若宮八幡社を遷 し,盛岡桜山神社の分社を建立したことによって,

以来桜山公園とよばれてきた。北館の西傾1,館坂に面して腰郭状の中段幅 4～ 7メ ー トルが残

り,つづ く西北側斜面には上位面からloメ ー トル下って幅約13メ ー トル,長 さ50メ ー トルにわ
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たる典型的な月要享るが設けられている。 この月要事陪5か らさらに東側の』三場跡ンヘ、かけ複雑に
`菫

堀が

めぐっており,途中北端突出部に顕著な重壕状の防塁遺構がみられる。その構造は,前記の本

館お物見下の奎壕状遺構と同様であり,腰郭状段築とともに,こ の館の特色の一つであろうと

思われる。

北館の東側には,上幅約10メ ー トルの空堀を隔てて,ゆ るぎ館 (中 ノ郭)東西50メ ー トル
,

南北30メ ー トルがあり,そ の上位面もわずかな段差ながら上下三面に分かれている。北館東縁

に添 う空堀の北側は,か なり広い窪地となっており,鉄胞星場が設けられていた。またゆるぎ

館中ノ郭の北側山際との間に,深い空堀上幅約10メ ー トル深さ6メ ー トルがほぼ東西に入って

いる。この空堀によって分離されたゆるぎ館北端部は,細長く東へのびる,馬 ノ背状の一郭と,

間におよそ下幅 4メ ー トル,長 さ35メ ー トルの空堀をおいて,東端の高地 (ゆ るぎ館東 ノ郭),

上位面の面積約 1,200平方メー トル,福士川沿い低地との比高25メ ー トルの峰火 (の ろヒ́)台

様の郭に分かれていた。この東端の蜂火台状郭は,福士川の流れが激 しくその山脚にぶつかる

ところから揺るぎ館とよばれたという伝承をもっていたが, シラスの急崖が崩壊する危険にあ

るとの理由で,昭和55年 に堀 り崩され。まったく消滅 してしまった。

ゆるぎ館の南よりに,か っての堀合道すなわち福士川添から,お蔵の下,盆坂へ至る市道を

へだて,さ らに大きな郭がある。ほぼ台形をなし,東西を長軸としておよそ200メ ー トル・ 南

北 100メ ー トル,そ の南西先端部において長さ約45メ ー トルの空堀を設け,小郭を分離 してい

る。今はこの郭の確かな館名を伝えていないが,近世の花輸通絵図に載る樋口館であろう。

またこの郭の南は,幅20～ 25メ ー トルの堀合を隔て,荒屋敷の台地へとつづいている。

花輪本館と荒屋敷台地との間にっかって八幡・薬師・稲荷三社の鎮座する一郭があったが,

近年の宅地造成によって大きく変貌し,現在は八幡神社をのせる小丘のみが残っている。藩政

期の絵図面に散見する条子館は,そ の東よりに隣接 してあったと思われるが,今ではその正確

な位置も定かでなくなった。

花輪館は,古 くから花輪氏の居館と伝えられる。寛文年代成立という『鹿角由来記』に

○鹿角郡四天侍之事

都より阿保氏壱人鹿角へ御下り御子二人是有 一男は大里領知大里上総先祖 二男は花

輪村領知花輸次郎先祖 三男は柴内領知にて柴内弥次郎先祖也 其後秋元成田奈良氏御下

り被成 奈良氏は大湯村領知也 時の人阿保秋元奈良成田四天士と申也

○鹿角郡四十二館に侍四十二人居候事

一、花輪村 花輪次郎領知 本名阿保 大里上総先祖と兄弟也 花輪臥牛本館へ移 其子

孫村替にて九戸の円子へ知行三百石にて被遣 後に天正八年大光寺左工門佐正親を信直公
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より知行三千石にて被遣也 村数花輪・尾去・石鳥屋・三ケ田・夏井右五ケ村領知 花輪村は大館

也

と記されて いる。

花輪氏は,い わゆる鹿角四天士,鹿角四頭安保・成田・奈良・秋元四氏のうちの安保姓であ

る。安保氏は武蔵国賀美都安保郷を本貫地とする関東御家人で,鎌倉期に鹿角郡の内にも所領

を得ている。その関係文書としては,鹿角郡の初見でもある信濃安保文書文保二年十二月二十

四日関東下知状 (安保行員に鹿角郡内柴内村の領知を命じている).京都八坂神社文書正中二

年十二月六日安保行員譲状案,同文書暦応二年九月二十日成田基員譲状案等が知られている。

有力御家人安保氏の所領は全国に散在しているので,鹿角郡へは関東の惣領家から一族郎党の

うちの然るべき者が,地頭代として送りこまれてきたのであろう。その間の事情は明らかでな

いが,室町・戦国期においてもその後裔たちは鹿角安保氏として結束を固めていた。前記 『鹿

角由来記』には,鹿角四十二館のうち三 ヶ田館,夏井館.石鳥谷館,松館.尾去館,大里館 ,

玉内館,花輪館,柴内館,孝し牛館, 中柴内館,折力Π内館にそれぞれ安保氏一族が拠っていたこ

とを伝えている。なかでも特に大里氏,花輪氏・ 柴内氏は安保二人衆と称され, しばしば三戸

南部氏に反抗 した。

永緑の初め,花輪伯者守親行ら安保二人衆は秋田桧山の安東愛季と款を通じ,同八年に始ま

る安東勢の鹿角侵攻に当たり反南部氏の立場から長牛城を包囲攻撃した。同十一年,南部氏の

大挙鹿角出兵によって安東勢が撤退 し,親行為は一時郡外に退去 したが,そ の後南部氏に晴政

・信直父子の相剋が起こり,親行は南部晴政 に仕 えたと『奥南落穂集』に記されている。元秋

田子爵家蔵の 『湊合戦覚書Jの一項に

愛季ノ日寺 南音5領 ノ内
 意,7 

シ
4gシ 12/華 り等

ウ ナ
(I裏 )イ

ラヲシタガエネしニキタリ 仙北ハヨトカハヲ切取

殿
毛

シラ コ レ

の記載がある。 『岩手県史』にしたがえば,こ の覚書は安東愛季老後の口述書と推定される。

愛季は天正十五年九月まで存世しているので,そ れ以前のものであろうけれども実年代は明ら

かでない。花輪ハウキノ守は伯者守親行のことで,一時的には南部一門である毛,馬 内靭負佐信

次をも誘いぅ安東方と気脈を通じ,鎌倉以来の故地を守ろうとした焦燥感が発発としてくる。

天正十年正月,南部晴政と世子晴継が相次いで死去 し,田子城主信直が南部太守となる政変

のなかで,花輪氏は再び離散を余儀され九戸郡円子村へ移った。 『奥南落穂集』花輪帯刀延親

(親行の子)の譜に

延親  花輪帯刀 後号円子

従先祖数十代花輪居住之処 天正年中領知被滅却 一族離散 其後 大膳大夫信直

公御代被召出 糠部郡九戸之内 円子村 二而二百石余被下 依後改円子
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とあり,そ の後代々円子氏を唱えている。天正十九年,奥州再仕置軍六万 (十万ともいう)の

大軍と戦い。主将九戸政実をはじめ大里修理親基,大湯四郎左衛門昌次などと共に一味の頭人

として栗原郡三迫へ送られ処刑された円子右`尋
允光種は,おそらく三戸南部氏の鹿角横奪に抗

し続けた鹿角国人花輪氏の最後の光亡であったのであろう。

天正十八年,花輪城主として大光寺左衛門佐光親 (の ち正親)が入った。その前年,南部勢

を鹿角郡から比内へ導き大館城を攻略せじめた軍功によるものであった。従って前記 『由来記』

花輪村の項に,「天正八年大光寺云々」とあるのは天正十八年の誤りである。 『参考諸家系図』

大光寺系図正親の譜に

天正中鹿角郡花輪城代 トナリテ之二居 利直公慶長六年十月同郡花輪村 尾去村 石鳥

谷村 三 ヶ田村 谷内村 神田村 夏井村二三千八百石ラ賜フ

とある。正親は勇将を以て聞え,天二十九年九戸争乱に際しては,九戸方の大湯鹿倉城を猛攻

し陥落せ じめた。慶長六年十月には,岩崎合戦に出陣し右先手一番隊侍大将として活躍 した功

により加増されている。

大光寺氏は,花輪へ移ってまもない慶長元年に,南館の南麓現在の長年寺寺域に菩提所長福

寺を建立 した。この位置を選んだのは,攻城戦における防衛陣を想定 したものであろう。また

同じく七年,本丸坤 (ひつじさる 。南西)の位置に八幡宮を造営 した。天保十二年『御用留幅

に,別当1幡坂直郷の書上として

花輪御館御本丸

一、八幡宮

慶長七年大光寺左ェ門佐正親為城主御造営 其後慶長九年 利直公より御絵像左ェ門佐

江被下置 裏二慶長九年甲辰八月十五日信心之大檀那 卜御記 夫より二月二日御祭礼被

仰付御的御座候

一、正親造営之後 慶安三年修覆 延宝三年再興 元藤十二年八月十七日中野吉兵衛廣康
(マ マ )

再営 卜御座候

と記されている。これらのことから,従来通説的に流布されてきた例えば「大光寺正親の花輪

城とは勿論花輪臥牛本館である」「臥牛本館とは現在村山氏所有の本館であって」「中野氏と

なりはじめて樋口館に居を構 え北館,南館,揺 ぎ館等之に付属 して郡内第一の城郭を形成する

に至った」 (以上 『花輪町史』)と いう説は,完全に否定されねばならない。大光寺正親の入

った花輪城は紛れもなく現在の花輪城であり,そ れまで花輪氏の経営 してきた規模を更に強化

し整備 したものであったろう。なお「中野氏となりはじめて樋口館に居を構え」云々の誤解を

受け易い表現は,内藤十湾 『鹿角志』の「中野伊織,花輪へ来り樋口館二居住御境御預 り南館

北館之二附属セリ」とした膠説をそのまま踏襲 し,樋口館と花輪本館とを同一とみたもので,
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この点も訂正されるべきである。

花輪城代大光寺正親は,は じめ郡代とも称せられたという (『郷村古実見聞記』)。 当時,

鹿角郡の一般庶政を委任されていたためであろうとされる。元和二年正親卒去のあと弟義太夫

正徳の相続となったが,そ の際二千五百石に減T象 された。のち寛永八年に正徳が死去 し、跡を

子義太夫正邦が継いだが,幼少のため軍役を勤め得ずとして家隷の大部分が没収され,そ の家

臣の殆どが帰農 している。

大光寺家中小高面附

一、五拾石 日沼右近

一、同   関長右衛門

一、同   □田主膳

一、五拾石

一、同

一、四拾石 ゴL郷 采女   一、四拾石

一、三拾石 森山甚之丞  一、三拾石

一、同   乳井吉右衛門 一、同

一、同   川井長兵衛  一、同

一、弐拾石 手塚孫右衛門 一、弐拾石

一、同   原庄兵衛   一、同

一、同   館山専助   一、同

一、同   石井半右衛門 一、同

一、拾五石 黒沢停助   一、拾五石

一、同   黒沢七右衛門 一、同

一、同   斎藤清左衛門 一、同

一、同   斎藤十郎左衛門一、同

一、同   奈良源助

一、拾 石 小沼内記   一、拾 石

一、同   赤坂伊助   一、同

下、同   赤坂善右衛門 一、同

一、五拾石 吉岡東膳

一、同   一戸孫兵衛

一、三拾石 小沼織部

一、同   小沼小兵衛

一、弐拾石 奈良万右衛門

一、同   奈良助兵衛

一、同   冬中忠兵衛

一、同   福士勘之丞

一、拾五石 神田新右衛門

一、同   浅野伝右衛門

一、同   西館治兵衛

一、同   西館勘兵衛

一、拾 石 沢口才兵衛

一、同   手塚武兵衛

一、同   冬中右 ,馬 助

一、拾八石 徳生寺

一、五 石 薬師別営

倉館右,馬 助

沖館小右衛門

松山四郎兵衛

町井茂右衛門

原十右衛門

館山伊右衛門

工藤勘右衛門

杉沢小左衛門

井中館中務

石井助右衛門

安保左近

木村庄助

川又太郎兵衛

次藤半左衛門

黒沢土佐

工藤角兵衛

工藤理右衛門

一、同   奈良久兵衛

〆 五拾式人   高〆 千百九拾五石

寺 社

一、三拾石 長福寺    一、式拾石 恩徳寺

一、五 石 八幡別営   一、五 石 稲荷別嘗

〆八拾三石
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その後の花輪城の城代勤番については,詳 しい記録を欠いている。もともと花輪城は郡政枢

要の地を占め,かつ折柄争論の絶えない津軽領・秋田領境と相接する要衝なので,大光寺氏の

あと城主を欠いて城代のみを置くことは,甚だ不安定な推移 というべきであった。この事態を

憂慮した重臣石井伊賀守直弥は,そ の末期の年にあたる慶安三年六月藩老に宛てた建白書の中

で次のように述べている (『続奥南盛風記』)。

一、近年花輪於御境 御六ヶ敷事出候 愚案を以て存候得ハ 大光寺義太夫相果申候以後

花輪城代代リニ被仰付候ヘハ 花輪譜代之侍共 只今ハ百姓二罷有候 御城代不相定候得

ハ 古来之境不案内故 地内より何かと懸申候 願ハ営義太夫'陣 二候へ共 少々御加恩を

も被遣 花輪城二被成置 譜代之侍共 右義太夫手作分ブ出シ 召仕申者分 右之如く知

行被下 大光寺被仰付候か 誰御城主御定 右之侍共寄騎二被仰付置 自然鹿角中二何事

茂御座候時分ハ 毛,馬 内花輪其外一郡二て相談仕候ハ  ヽ 御境目別而出入御座有間敷候也

その文意は,花輪譜代の家中が帰農 しているので古来の領境に精通する者がなく不案内であ

るから,義太夫の子か他の誰かを花輪城主に定め,譜代の者共を寄騎に召仕うことにすれば領

境の争論に不安がなくなるであろう。 というのである。

花輪城代について, F南部藩雑書』から摘記すれば

正保三年四月 晦日 一、鹿角花輪為目時勘太輔代大田縫殿助被遣同心十五人連参。

慶安三年二月廿一日 一、日時勘太夫花輸城代被 仰 付候所今日花輪境目之儀二付而 江

戸へ上 り被 仰付ル。

一、下田覚左衛門花輪城代今日被 仰付。

同 年六月 五日 一、今二日比内領十二所塩谷民部より花輪境はつかい沢之小川二付

状一通 花輪城代衆下田覚左衛門波岡勘解由左衛門方へ参 (略 )。

慶安四年七月 晦日 一、波岡勘解由左衛門目時勘太夫花輪御城代二如例之被遣 下田覚

左衛門此方へ可罷帰候。

同 年七月廿三日 一、花輪御城代目時勘太夫同心三拾人之雑事仕事所御百姓共難儀仕

候間右三拾人之御同心家作申度と花輪肝煎廣助大里惣右工門小豆

沢掃部助柴内善右工門小平甚右工門小枝指多兵衛右何れも肝煎御

百姓訴状一通上候付今日披露候ヘハ百姓望之通可申付由被 仰付。

慶安五年二月十二日 一、花輪御城代儀俄八郎兵儀俄八郎 仰付波岡勘解由左衛門代目時

勘太夫相手也。

承応元年十一月廿日 一、花輪御城代儀俄八郎兵衛相手二下田覚左衛門遣目時勘太夫下

(末尾欠字)。

承応三年二月十二日 一、目時勘太夫右之ことく花輪御城代今日被 仰付。
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明暦二年二月十九日 一、花輪御城代安田覚太夫被 仰付儀俄八郎兵衛相手。

などの記事が見える。

明暦三年八月.花輪城主に毛,馬 内九左衛門長次が命ぜ られて,城代制は廃止された。長次は,

慶長初期から藩家老職に連り元和年中遠野横田城代を動めるなどした三左衛門直次の継嗣で,

毛,馬 内氏嫡家の三代目権之介政氏とは従兄弟に当たる。承応元年父直次の死去とともに跡を継

ぎ,明暦三年は藩家老として在職中であった。秋田境の争論はなお係争中であったので,郡内

の事情に明るい毛,弓 内氏の起用となったものであろう。長次の花輪治政は十七年間と短 く,そ

の治績はあまり知られていない。花輪神明社別当家記録に「一、万治二己亥歳 本堂井芹殿奉

修覆僕 願主毛馬内九左衛門様御寄進被下候」とあることや。寛文七年 『花輪御町酒屋定事』

に大町五軒新町二軒計七軒の酒屋が公許されている状況などから,花輸の町並みも漸 く整えら

れたことが想像される。なお毛,馬 内氏香幸院宝珠寺は,現在の長福寺境内に建立されたとも伝

えられる。長次はむしろ藩政に敏腕を振るい。万治三年夏の藩主お墨引による家士四十二人高

六千四百六十三石の人員整理断行,山城守重直の嗣子を定めず逝去したあとの七戸隼人 (後の

重信)擁立推進者として名高い。

寛文十三年 (九月延宝と改元),九左衛問長次は歿 した。末期に自らの命数を知った長次は

最後の決断を行ない,花輪城預 り御免を願い出ていた。時あたかも南部秋田藩境における論地

侵犯事件が続発 し,双方厳重抗議の応酬が相次いでいた。長次の嗣子三左衛門定次は病弱で臥

床することが多く。その子もまだ幼なかった。幕府評定所の召喚も予期される重要局面を迎え,

藩境預りの重責を存分に果たすことのできないことを1鬼 じた長次は,意 を決してその辞任を申

しでたのであった。願いは聞き届けられ,毛馬内氏は二戸郡の内曲田村へ知行替となり,代 わ

って花輪城代には中野吉兵衛康敬が任命された。延宝二年二月のことである。その経緯を『秘

記』は,次のように述べている。

一、二月十四日毛,馬 内九左衛門存命之時分預被申候花輪ノ城三左衛門義病気弥次郎幼少ニ

付而九左衛門願之通御免 今日弥次郎二申渡之

一、同日中野伊折江花輪ノ城御預被成段 伊折へ申渡之

一、四月十一日花輪御城引渡候ため下田党左衛門望月文平被遣 城相改之 伊折家来二渡

候由御城道具井城内屋敷改書付 両人今日上之

伊折は伊織,中野氏第四代吉兵衛康敬の幼名である。なお毛,弓 内三左衛門定次は,延宝四年五

十三歳で死去 している。

新たに花輪城に入った中野氏は南部家の一門で,寛文四年まで続いた江戸證人番を八戸 。中

野・北の三家で勤め世に御三家と称された。花輪本館本丸に陣屋を築き,家中六十余名は横町

・袋丁を中心に居住,預 り御同心三十名は組丁に住んだ。入部と同時に長福寺を堰向の現在地
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に移し,そ の跡に中野氏の香華院長年寺を建立 した。 「御境古実録Jに 「康敬公御幼名伊織 ト

申上候 此君始而花輪御城代井御境御預被仰蒙 此君文武之道二英達被遊武勇二長し給ふ故御

境御司被仰付と申伝候 尤花/m― 二而御知行千五百石被給右御役御蒙被成候は延宝二年五月御蒙

同七月花輪江御入部此節大守従 行信公御腰物御弄領 右御腰物二延宝二年七月四日入部 卜御

彫付有之候 卜伝御座候」と記されている。

正徳元年,第五代吉兵衛広康は「志和彦部村稗貫郡太田村千五百石花輪御替地被 仰付 依

之而花輪千五百石指上御城代御免也」 (『花輪御城伝記』)と いう事態を招いた。元隷八年か

ら家老席に連なり行信・信恩・利幹三代に仕え,宝永五年幕府の普請手伝を命ぜられた際の江

戸家老であったが,同七年九月藩家老御役御免となっている。中野氏の第一次花輪治政は,延

宝二年から正徳元年までの三十八年間であった。

中野氏替地から再び花輪支配に復する二十年間の空白期間を,『花輪御城伝記』は次のよう

に伝えている。

一、川守田弥五兵衛 伊藤所左衛門 横浜金重郎 川島杢左衛間 中山平兵衛

中村武左衛門  織笠庄助   岩間杢兵衛 矢幅八右衛門

正徳元年より右人数御郡代 卜申而御本丸二罷居 卜 又ニノ九江居候事有之正徳元

年より享保十五年迄十年ノ間相勤 卜云 其頃

御境奉行

遠山伝左衛門 栃内与五左衛門 石井勝左衛門 小枝指伝兵衛 小野五兵衛

沢田助二郎  八木橋茂右衛門 築田平右衛門

右人数も御境奉行御郡代兼帯力又御境而己力不詳

享保十五年,第六代吉兵衛光康は「御父君広康公御代花輪千五百石指上候処尚又此度旧地ニ

依而花輪之内千四百八十石余被下 花輪御館請取之為川村儀右衛F5川村利左衛門罷越 御境奉

行栃内与五左衛F]と のより御館井御境御用筋請取相勤 卜云 同五月十日花輪江御入部二而御出

立也御上下九十五人 同七月古人山見共二御手前御宗門附二被成様被仰付」 (『前掲書』)と

いうごとく,再び花輪支配を命ぜられた。光康,初め対,馬 ,筑後を名のり享保二年から藩家老

を勤め利幹のもと同八年倹約総司となって財政再建に当たった。然し利幹卒去 し弱年の利視が

藩主となるや,光康は緊縮政策を喜ばず財政家沖弥二右衛門勘定頭長嶺茂右衛門を追放 して専

横の名を得るに至った。

第七代筑後康定は,鹿角郡花輪村二百五十石,川部村三十石,岩手郡寄本村百五十石,二戸

都嚢部村七十石,あ わせて新田五百石を開墾 し,増隷を許された。

第八代吉兵衛康致の時,明和二年尾去沢銅山が藩の直営 (御手山)と なるに及んで,中野氏

知行支配町であった花輪町は「御代官支配」を仰せ付けられ,すべて引渡されることになった。
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『花輸町御代官所江引渡候書留帳写」によると

十月廿九日

一、沢口より関向通御町通不残見分沢口屋敷長年寺門前家三軒大光寺屋敷相除相渡

恩徳寺の下夕長年寺門前相除外相渡ス 関向与兵衛屋敷御田地之内故相除 小上清水五

郎介家右同断外相渡 袋丁工藤久右衛門屋敷より弥之介屋敷町屋敷故相渡 横町元廻了

周右同断 右引渡立合人数之替表之通外肝入伴右衛門横丁通見分二付罷出ル ロ明し勝

右衛門小走り仁右衛門罷出ル

ー、       覚

此度銀山御手山二就被仰付候花輪町不残御引渡申上候様被仰渡候 然所横丁中小路今

泉川原町共二御引請可被成之由被仰渡候得共相分不申二付相伺候所 右四丁不残御引渡

申候様被仰渡二付 去三日各様井御下役両人清水喜左衛門宿老両人検断両人肝入伴右衛

門右之通立合御見分之通右四丁御引渡申候 人別家数等ハ別紙を以御引渡申候所相違無

御座候以上

明和二年酉十一月四日 川村理右衛門

清水喜左衛門

服部七左衛門 殿

黒沢新左衛門 殿

一、家数 九十八軒

人数  (欠)           ヽ

と記録されている。吉兵衛康致は,明和七年二月家老席詰に挙げられたが翌八年六月二十五歳

で病死 した。

第九代筑後康房は寛政二年家老席詰となり,同五年から三年間江戸家老在勤。当時連年の凶

作にカロえ御用金等の過徴に反発する農民一_lkが 相次いだので,幕府の間えを憚 り施政宜 しきを

得ずとして家老中野筑後 らの職を免 じた。その後筑後は再び文化五年席詰となり,同十二年御

免 までその職にあった。

第十代出雲康孝は文化十三年カロ判役 (家老の別称)と なり,の ち筑後を名乗る。文政元年十

月中野氏は八戸・北 。南・東各氏とともに南部氏を称することと無輪双鶴紋の使用を許 され ,

以後南部筑後康孝を称するが,同四年病を得て家老職を辞 している。

中野南部氏第十一代の吉兵衛済徳 (の ち済愛)は,幕末の風雲のなかに身を置 き戊辰の敗戦

に直面した最後の花輪館主であった。大里寿稿 『花輪南部家略系図』は次のように略譜をまと

めている。

済愛  初メ康久 次二済徳 南部吉兵衛
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天保十二年正月罪アリ 身帯 ノ内千石余隷 トナリ二千石ハ地ヲ換ラレ 且南部土佐 ノ次

席 トナリ家来ノ者直臣 卜縁組スルヲ禁セラル 十一月鹿角境警衛ヲ免セラレ十二月花輪館

武倉武具並同心 トモ代官へ引渡ス 十四年八月茨島大演習ノ時浮勢別手備 トナリ騎士六名

惣勢三百余名ナリ 九月定火消 トナリ 嘉永元年二月近習頭 トナリニ月藩主利済 ノー字ヲ

賜 ヒ済徳 卜称 シ後済愛 卜改ム 十一月加判役兼近習頭 トナル 同五年四月二家二命セラレ

テ公用人ヲ置ク 同六年十一月休職 七年正月海岸備頭 トナリ 安政二年四月カロ判役再勤

五月身帯地所旧ノ如ク賜ハ リ且座席及鹿角境警衛花輪館及ヒ同心預 り等旧ノ如 シ 文久二

年八月旧ノ如ク直臣へ諸養子縁組許サル 同十二月休職 トナル 慶応四年四月花輪住居ヲ

命セラレ花輪館二居ル 戊辰役手勢ヲ以テー方 ノ守衛ヲ命セラレ藩 ノロ付小枝指隆五郎コ

レニ監 タリ 戦止ムノ後復 夕盛岡二帰ル 長男康彊早ク死 シニ男康直ヲ以テ嗣 トナシ明治

十年六月十六日済愛病死 寿六十三歳

譜の冒頭にある「罪アリJと は、どんな罪であったのかよくわからない。花輪南部家御用人

所天保十二年 『御用留帳』に

、                    清水喜左工門江被仰渡

其方儀去ル亥十月勤番中御処務写書上之節 御家来井寺社給高御免地等相除 御蔵入之

分斗二而御高不相当候出米銭之書上致候段 不吟味之調方御役儀二不似合之動方二付

御役御取上追而御沙汰迄 慎被 仰付

例月為伺御機嫌登城之儀者 追而御沙汰迄不及出仕候

閏正月

一、    演 説

替地場所之儀者 追而被 仰出候事

闇正月

一、    演 説

家来之者以後御直参 卜縁組不相成事

関正月十七日

〇

党

当春 御沙汰被成置候通知行替場所二就被

通二而高二千石分替場所被下置旨被 仰出

南部吉兵衛

仰出此度伝法寺通雫石通沢内通福岡通五戸

同 人

此度知行替場所御沙汰被成候二付兼而御預ケ被置候花輪御館御武蔵御武具井御同心共ニ
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同通御代官江引渡可申候

十一月廿 日

○

一、旦那様御登城之硼御境御警衛之義御勤被成候二不及候旨大日付達之趣御沙汰御座候

月 日

などとあることからも,こ の一件を推測することができる。なお清水喜左衛門 よ被仰渡のあっ

た直後正月十四日,責任 を負って自裁 した。

文化元年二月,幕府に対 して盛岡藩は領内城館 を次のように書上げている。

御居城並抱城要害屋敷御書上之事

文化元年甲子二月朔日 郡村仮名付帳 御書上之節 初而御書左之通

一、居 城  岩手郡 E晃瀾盛岡

一、抱 城  稗貫都花巻

一、要害屋敷 鹿角郡花輪

一、要害屋敷 同 郡毛馬内

(ほ かに要害屋敷 として遠野・七戸・野辺地三 ヶ所を書上げ)

要害屋敷之下 ヶ礼 此要害屋敷之儀 御注文には無之候得共 領分場広にも御座候間

城下之収納物等相納候ては 其土地之者共 甚迷惑仕候 其外検別之義は 従城下之差

図をも得候へ とも 差定候儀は 古来より右場所々々へ差置候家来之者 取扱申候故

書上仕候

(『 郷村古実見聞記』 )

藩政初期において花輪館 (城)は,毛 ,馬 内館 とともに秋田藩境警備の拠点として大 きな存在

価値をもっていた。 しかし封建社会の成熟 とともに,上記書上げのように地方行政上の。とく

に御蔵米 (年貢)を 1薄内する藩庫 を置 く藩庁 の出先機関としての機能に重点が移ってきた。こ

の内政移行の傾向は,御銅山との関係 とはいえ,明和二年中野氏預 りの花輪町が一部家中屋敷

町を残 し,大部分を代官所へ引渡 されたことにもあらわれている。

現存する天保二年以降の花輪南部家御用人所 『諸御用留帳』にみる限りでは,花輪館は「御

館」 とよばれ,「御本丸」「北館」 「南館」「的場」「御蔵 ノ下」などの名称も散見する。

北館等に関するおもな事項 を,そ の 『諸御用留帳』のなかから摘記 してみる。

一、  乍恐奉願上候

拙者儀弄領屋敷北館 と申処御座候得共 無調法不如意之拙者殊二手殊二手遠作仕兼居
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候付 武者溜 卜申御約処表口九間裏行十七間 御先代様之湖願上永寿借家被 仰付家

作仕罷有候 右御約所拙者弄領被 仰付下置度奉15_上候 御憐慈を以願之通被 仰付

被下置候ハバ難有仕合奉存候 此旨御家老中迄宜御執成被仰上被下度奉願候以上

天保三年辰 川村 右学印

(『天保三年諸御用留帳』 )

御用人中

一、   口上之覚

私拝領屋敷北館入ロニ而南式拾間三尺北弐拾弐間五尺五寸東八間四尺西拾弐間御座候

然処北並垣境より東五間三尺西五間三尺五寸南式拾三間五尺北弐拾四間式尺之屋敷地

文政年中愛許御給人川口勇左衛門より相調家作住居罷在候 其北並 別当屋敷東拾問西

同所南式拾五間四尺北弐拾八間五尺之場所 此度三倉山別当沢井良助分相調申候 右

三ヶ所間数合而南弐拾間三尺北弐拾八間五尺東弐拾四間壱尺西弐拾七間三尺五寸 一

円二拝領屋敷被 仰付被下置度奉願上候 御憐慇ヲ以願之通被 仰付被下置候ハバ難

有仕合奉存 此旨御序之湖御家老中迄宜執成被仰上被下度奉願候以上

成九月 川村九市郎

(『天保九年諸御用留帳』 )

御用人衆中

一、八月四日

北館覚兵衛居宅油石地之内兼而拝領仕罷在候処 此度川村直右衛門江双方勝手二付相

対 ヲ以譲地二致候旨 双方より申出候旨川村左平治申出ル

(『天保九年日記』 )

一、九月廿五日

川村直右衛門先年拝領仕住居罷有候居屋敷 親類川守田文蔵井領北館油穀地 と双方勝

手之節有之 取替屋敷仕度奉願上候旨願出取次申上候処 直右衛門屋敷之儀者御用有

之趣被 仰付旨御沙汰二付双方申達口_L書相下ル 尚又御沙汰者右屋敷地御用有之候

間御用屋敷二被 仰付 依之直右衛門右為御趣意金子二而被下置候旨御沙汰二付申渡

候処 奉畏難有仕合奉存候旨御請申出申上ル

(『 同 前 』 )

一、二月二日

御館通御本九ニ ノ丸横町袋丁御引渡 し二付 (中 略 )

追手御門江御同心二人 揚る手御門同二人 御出迎追手御門江り|1守田文蔵 御本丸御門

下夕関六蔵 同御門両落江川村左平治殿工藤要右衛門殿御出迎 御玄関御用人川村数
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右衛門菅生伴右衛門小田島秀左衛門川村快蔵 御代官衆御出被成候処二而御用人先立

ス

(『天保十三年諸御用留帳』 )

一、十月十 日

右之通御官所より御沙汰書申来ル

ー廿四日根市源吾ニ ノ丸下川村左学北御館之内以前之通屋敷地二被成下候旨 御沙汰

之趣御用人を以申達候処難有に合奉存候旨御請申出ル

(ほかの項は略す)

(『安政二年諸御用留帳』 )

一、 (十一月)十一 日北館元喜左衛門油石地 うち屋敷同断館坂 ノ上壱 ヶ所 右三 ヶ所壱

両二て勇左衛門より買戻 し 弐 ヶ所ハ岩館菊次郎へ館 ノ下 ノ坂上ハ佐々木平七江被下

趣十三日沙汰致 尤右壱両ハ喜左衛門内二而内借先年上納故此度ハ本人共より右壱両

出金

(『 同 前 』 )

一、二月廿六 日

来月御館八幡宮御神事之義ハ営年より己前之通手前二而相勤申候此段申上候 随而射

場処 しつ らい等之義ハ前々之通向々江御沙汰被成下 (下略 )

一、二月十七日

下役藤村勘左衛門殿より御談申度義御座候手紙二付罷出候処 三御館並ゆるき館迄絵

図面認差出可申御代官申候 卜被申候二付 承知仕候旨挨拶 して帰る

一、二月廿九日

此間御官所御達 し三御館絵図面出来 橋本瀬左衛門を以差出候処宜出来候旨二而納ル

(『安政三年諸御用留帳』 )

一、六月十七 日

袋丁稽古場坂 ノ脇屋敷へ配 り方普請懸 り関村六左衛門被 仰付申達

一、六月廿 日

鉄胞星打稽古見分 として直右衛門六兵衛同道二人星場へ罷越昼迄済帰る御同心共 も

(以下欠)

一、十二月九日

御官処 より差紙二付罷出候処 南御館之間数相改遣候様其節より御達之旨申来候間

此間之間数為見候間左様御心得可被成旨御達なり 尤東西南北之間数御心得候哉 卜被

申候得共心得居不申候 昨年三御館共御通行二付絵図面差上候筈 右ハ間数付 にも有
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之哉何 レ吟味之上可申上 卜挨拶いたし罷下る 後吟味仕候処曲り曲り之小間数斗 り有

之竪横之惣間数無之二付右之趣申上る

一、十二月十九日

演 説

花輪御館御武具蔵江以前御預被成候御鉄施之内 此節拾三挺御下 ヶ被成置弄借致居候

趣 上納之節ハ暫以前之通御預可被成哉

八 挺  吉田新六

五 挺  御預御同心共

(後略 )

(『安政四年諸御用留帳』 )

一、六月廿二 日

御館御官所御普請ホ今出来栄ハ申スニも無之候得共今日引移御用向取計候旨申来ル

ー、十月廿二 日

胞術小屋:仕舞星打出席出る

(『安政五年諸御用留帳』 )

一、五月中

武芸稽古人数より山口流剣術一火流胞術諸賞流和出席帳差出候二付御用人出之

(『安政六年諸御用留帳』 )

一、二月中

御粗蔵大破二付御繕御普請被 仰付候旨申来ル 随而御普請奉行小田嶋権八被 仰付

候旨申達

一、七月六日

武芸為見分工藤要右衛門川守田織右衛門橋本瀬左衛門罷越 星場二而鉄施弓見分 横

町稽古場二而和鎚剣術見分罷帰る

一、八月七 日 (藩主利剛巡見の途次 )

朝五ツ時大守様御館江被為入御庭前迄織右衛門御先立申上ル 御武具蔵之脇二而下通

被遊御覧 夫より西 ノ御物見江御先立申上候処 遠御 目鏡■而向ひ山井毛 ,馬 内ノ方被

遊御覧候由 (後略)

一、八月八日

(前略)南御館被遊御覧御帰 り (御官処前にて武芸上覧の後)直々北御館被遊御覧

織右衛門御官処前より御先立申上要右衛門伴右衛門北館上り口脇手相下座仕御送迎申

上 其節ゆるぎ館も御覧被遊候趣二付 急二苅捕為致居候処早や暮二成 り御灯ちんも
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付候処不被遊御覧候趣二而御帰 り被遊 (後略 )

(『安政七年諸御用留幅 )

一、六月四日

武芸定日二付川村俊平坂之脇稽古場江出席

一、六月廿六日

御家老衆武芸御見分二付出席 尤昼前和剣鈴術坂之脇稽古場二而 夫過鉄胞星場 二而

御見分相済

一、九月廿七 日

坂之脇稽古場大破二付 稽古人数―統申合手入可致 兼而相談之処 (後略 )

一、十月十八日

坂之脇稽古場繕ひ普請出来配候趣川村善太郎申出 依之御月番へ申上候

(『文久三年諸御用留帳』 )

一、二月十三日

諸武稽 今 日御家老衆御用人御見分被成候二付 坂 ノ脇稽古場へ相詰ル

ー、七月廿九日

朔日諸武芸御家老御見分二付 坂之脇稽古場井北館星場江出席

(『元治二年諸御用留帳』 )

一、一月十九日

御本丸御普請手針建御祝義:二付大工井木挽共迄出候 (後略)

一、二月廿 日

御本丸古家御解済

一、十一月廿九日

御本丸江御番処建候二付己前之通相心得可申旨小頭江申達

一、十二月

御本丸御普請無御滞被為済 (後略 )

(『慶応二年諸御用留帳』 )

一、十月朔日

川村左学兼々心願御座候坂 ノ脇稽古場足継仕 文武場 と号 し建立仕候ハハ ー統若者

之為二相成申 右積書絵図差出書 (後略 )

(『慶応三年諸御用留幅 )

一、四月十三日 (南部吉兵衛花輪館に入るに際 し)

御館通並横町袋丁中ノ坂沢口屋敷持之御家士江門並垣等損候処 手入可致旨呼出申達
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一、聞四月九日

旦那様胞術為御見分星場江被為入 御供 (後略 )

一、同 月十七日

若旦那様御初メ御子様方 坂 ノ脇稽古場二而御稽古被遊候二付 稽古人数江毎朝出席

致候様御沙汰二付文武懸 り江申達

一、六月廿一 日

旦那様御佛詣被遊御帰 直々御官所之稽古場江被為入候処 稽古無之二付坂 ノ脇稽古

場へ被為入 若旦那様御子様方御跡 より被為入 御供 (後略 )

一、七月二 日

明三日於大久保平御備調練被 仰付候二付 御本丸江六ッ半時相詰可申旨 一統江刻

付廻紙二而達

(『慶応四年諸御用留帳』 )

次の絵図 『花輪館之図』は,万延元年 (安政七年二月十八日改元)八月藩主利岡」の巡見に従

って鹿角入 りした中奥御小性上山守古の 『両鹿角屈従 日記』に載るものである。安政三年二月

十七日花輪通代官所の達 しによって認めたのは,「三御館並ゆるき館迄」の絵図面であったの

で,こ れはおそらくその写 しであろう。この時点において花輪館の諸機能はこの「三御館並ゆ

るき館迄」に集約 され,古 くからの樋口館・条子館 などの郭はすでに廃 され,悉 く畑地に転換

していたものと思われる。
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3.遺跡の現況

花輪館の現況は,概ね近世の構成と規模そのままを残 しているとはいえ,本館は明治三十七

年以来小学校校地としての変遷を経,北館には盛岡桜山神社の分iEに ともなう公園化が行われ

てきた。とくに戦後,一部段築や堀合道あるいは小郭を低平にしての住宅地造成が進められた

ため,か なり原形を失うに至った。カロえて昭和四十年代の後半から五十年代の初めにかけ.北

館の南郭が大きく掘削され,ゆ るぎ館東端の郭が災害防止の名目で一挙に崩され跡かたなく消

滅 したことにより。典型的な平山城としての威容は著しく損なわれてしまった。

花輪館は,連続する5乃至 6の郭からなり,中世の国人花輪氏以来の経営であろうといわれ

る。近世初期花輪城または花輸館 といわれ,文化元年から要害屋敷と公称されるようになった

この館は,お もに三御館 (御館・北館 。南館)ゆ るぎ館の各郭 をもって構成 されていた。こ

れらの郭は,標高ほぼ 175メ ー トル,比高30～ 40メ ー トルで,自 然の段丘地形を巧みに利用し

たものである。それぞれの郭の,低地に落ちる斜面は火山灰層特有の切り立った急崖で讐え立

ち,各郭間は空堀を穿って隔てられている。本館の周縁には,今も土塁の遺構を残 している。

本館と南館の間の堀合坂は大手口に通じっ盆坂または中の坂とよぶ。本館と北館の間の堀合坂

を揚ら手口とし,館坂または下 (し も)の坂という。南館と花輪南部氏の香華院長年寺の間の坂

を沢口といい。上 (か み)の坂とよばれた。本館.北館・ 南館はその外佃1斜面に 1～ 2段の幅

5～ 10メ ー トルの腰郭状段築をそなえる。北館の東側には,

ゆるぎ館が福士川曲流点までの間に複雑な地形を示 していた。

このゆるぎ館東端から,樋口館 を隔てる堀底道を南西にたど

ると,約 400メ ー トルで盆坂の頂部,大手口に達する。

以下,そ の現況 について北館,ゆ るぎ館.本館,南館,樋

口館の順に述べる。

(1)北 館

本丸・ニ ノ丸ののる本館の1ヒ東側に接続する郭なので,北

館 とよばれる。

この郭の上部平坦面 は,南北 を長軸とし 130メ ー トル,東

西 100メ ー トルで,面積約12,000平方メー トル,北端がやや

突出している。 l日 藩時代。若宮八幡神社が鎮座 し家中屋敷 も

あったが,明治三十年盛岡桜山神社の分社が遷 され,次いで

忠魂碑,慰霊塔,郷土先覚者の顕彰碑などが建てられるに及

んで,史跡公園の雰囲気が濃 くなってきた。小田島由義「桜

に
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じ
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第 5図 北館地引図
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山分社由来記」には,「北館 ノ畑地ヲ買求メ、廿八年十一月十日ヨリ地平均二着手、数十ノ人

夫ヲ督シ、畑全部ノ上ハ土ヲ取除キ地堅メヲ為サシメ」として,第 5図の図面を附している。

北館と本館との間に,楊手口の館坂とよばれる狭 く急な堀合坂が通 じ,こ の堀合坂の上り口

と北館との比高36メ ー トル,こ の館坂を上りつめ,左折 して北館に入る。また館坂の中腹近 く

旧坂ノ脇稽古場跡 (現りII村 アパー ト)の上方からも,北館へ上る小径が通じている。この小径

の中ほどの南側に,上面からほぼ 8メ ー トル下に幅 7メ ー トルの段築がめぐり,同 じく小径の

北側すなわち北館西側にそい,上面から10メ ー トル下 り幅13メ ー トル,長さ50メ ー トルの広い

腰郭部が付設されている。この腰郭部真下の山裾に,明治初年廃寺となった真言宗妙 (明 )蓮

寺跡がある。

西側腰郭の北端部には,小丘状の防塁と壕跡が残っており,こ こから北側斜面の空堀の堀底

をたどると,北館東側の鉄胞星場跡とゆるぎ館に通じる。

北館の南縁に接し,面積 3,500平方メー トル前後の小郭が付属している。畑地と住宅のある

この郭は,上面が段差 2メ ー トルほどで北館より低い。北館との間は,両郭の人口となる狭い

堀合状通路と,そ の延長の堀合坂によって隔てられている。近年拡幅された堀合坂はゆるぎ館

と樋口館の間の堀底道へ通じる。この小郭は,惜 しくも昭和五十年頃に,宅地造成のためか東

寄り部分が大きく削りとられてしまった。あるいは北館とは,桜山神社のある郭を北郭,こ の

小郭を南郭として,そ の両郭を総称する名であったかも知れない。

(2)ゆ るぎ館

北館の東側に接する,面積約 9,000平方メー トルにおよぶ区域で,三つの小郭をあわせて総

称 したもののようである。安政三年川村俊平作成絵図面には,東端にあって裾が福士り|1畔へ落

ちる郭 (便宜上東ノ郭とする)にユルキ館と名を入れ,万延元年 『両鹿角層従日記』記載絵図

および宮城一杉 『花輪町史』付録絵図面には,北館南部と空堀を隔てて接する郭 (同 じく中ノ

郭とする)にユルキ館と書き入れている。なお北縁部,沢小路側に東西に細長 く延びている長

根状の小郭 (同 じくJヒ ノ郭とする)があるので,こ れらの 3小郭が,そ れぞれの間を空堀で隔

てながら設けられていたことになる。

i)中ノ郭

北館と空堀をへだてて相接する郭で,上位面は標高 147メ ー トル,お よそ東西50メ ー トル
,

南北30メ ー トルと狭い。上面の中ほど,ほぼ南北方向に設けられた段差の痕跡が残 り,東側が

やや低い。郭の西側,北館に続 く部分に空堀が設けられ,概ね上幅10メ ー トル・ 下幅 6メ ー ト

ル,深 さ8メ ー トル, 長さ25メ ー トルを測る。

この郭北側に,北館上面より10メ ー トルほど低 く,三角形,大で高低の不規則な窪地が広がり,
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いわゆる鉄胞星場である。星打とは,標的をうつ鉄胞の射撃訓練のことをいう。安政三年絵図

面をみると,こ の星場には星場小屋が建てられていた。

中の郭の北東側は,北 ノ郭.東 ノ郭との間に深い空堀が裁 られている。空堀の下幅約10メ ー

トル・ 北 ノ郭上面からの深さ8～ 12メ ー トル。この堀合は,樋口館との間の堀底道に通じてい

る。

2)東ノ享「

昭和五十五・六年,火山灰層急崖の二部崩潰をみたことから,災害防止のため全郭を堀 り崩

してしまい。いま全く旧態をとどめていない。ユルキ館の語源として。この館の真下に福士川

の水勢がぶつかり館全体が揺らいだという伝承があることからすれば,本来この郭がゆるぎ館

であったと思われる。郭の上部平坦面は標高 176メ ー トル.比高およそ25メ ー トル.面積は南

北50メ ー トル.東西30メ ー トルを沢1っ た。郭の西傾1を 除く三方は,火山灰層特有の切り立った

急崖をなし,東傾1間近く福士川が迫 り方向をかえている。郭西側は,そ の中位面で北 ノ郭につ

ながり,接続部には空堀が設けられていた。空堀の下幅 5メ ー トル.深さは東ノ郭上面から8

メー トル.北 ノ郭佃12メ ー トル前後である。空堀の北端は急崖 となって下へ落ちこみ,同 じく

南端の急崖は中ノ郭との間の堀合に落ちこんでいた。

この郭は,高さ.形状から推 して,お そらく古 くから峰火台が置かれていたと思われ・ 精査

すればその遺構がみられたかもしれない。

3)北ノ郭

北ノ郭は,こ の区域の北縁を画するごとく東西に細長く横たわっている。標高165～ 170メ ー

トル,西 に下るほど上位面の幅が狭まり,東側東 ノ郭へ寄るほど幅広く高さを増す。東西を長

軸とし85メ ー トル・ 東ノ郭接続部で35メ ー トル.東から西へゆるく傾斜する。西端近 く中ノ郭

との間に,三角形状の窪地が広がり,前述の鉄胞星場である。この星場に添 うごとく窪地内に

数ヶ所の土盛 りがあって今も残 る。窪地 には,北館北側傾斜面の空堀 を通 る,沢小路から

上る小径が通 じていた。第二次大戦時,空襲想定の防空訓練に,花輪小学校児童はこの窪地に

退避するを例としたという。

(3)本 館

本 (も と)館は,花輪館連郭のうちの主郭をなす。その上部平坦面は東西を長軸とし200メ

ー トル.南北100～ 130メ ー トルの,ほぼ方形につ くる。その東西が,やや東よりに段差 4メ ー

トルをもって上下三面に分かれ,西側現′
Jヽ学校校舎の建つ上面を本丸とし,東側校庭の下面を二

ノ丸とよぶ。本丸の上位面は。かって西縁の標高 180メ ー トルから東へかなり傾斜 していたが,

大正十一 。二年秋田鉄道陸中花輪駅造成のため,上層表土が搬出されたことと,そ の後相次ぐ
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校舎建築により,現状のごとく低平となった。削土の際残された館内八幡宮の跡地の並びはい

ま土塁状となって西縁を画し,そ の一部に古い土塁遺構も確認できる。

第 6図の絵図面 (年代不詳)を みると,花輪南部氏の御仮屋や御武具蔵ののる上面は,南 Jヒ

を縦断する土手とそれにそうて穿たれた直線状空堀によって区切られていた。また西縁部の,

おそらく土塁内側にも同様に空堀のあったことが知られる。

本丸の北西隅の突出部は御物見とよばれっ城下市街地は勿論,広 く尾去沢・西山方面.毛 ,馬

内 。小坂方面まで見渡される。

本丸南側斜面は,南館との問,大手口とも中ノ坂 とも名のある盆坂の堀合坂へ急崖となって

落ちこむ。西側斜面には,中段・下段と二段の腰郭状段築がめぐり,そ の中段南端の位置に愛

宕神社が鎮座 し,近年小公園化された。同じく中段の北端御物見の下に当たる個処に,小丘状

の防塁と壕跡が残 り,前記北館腰郭北端のそれと同一構造であることを示している。下位段築

の跡は,市街化進行とともに,殆 ど消失した。

北側斜面にも同様二段の段築が施されており。中位段は御物見東下夕の崩崖で断たれ,下位

段西寄りに愛宕神社が載っている。安政三年絵図面には,こ の愛宕社の東に文珠堂社地が記さ
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れている。

二の丸において,そ の外周を縁 どるJl塁遺構が。今なお低 く跡 をとどめている。正問わきの

二宮尊徳像に近い老松の東側に,昭和初期まで古い堀井戸が残っていた。絵図面によると,彬

手11の 坂 L南イ員1を 占める一画に花輪代官所 (御役屋)が置かれ,そ のまわりに御蔵 ,御蔵役所 ,

文章蔵,稽古所が並んでいた。鹿角郡南半をplど る行政の府にふさわしい威容であったろう。

この館下夕をめぐる堀底道を,今なお「御蔵 ノ下」 とよぶ。

ニ ノ丸の大手口両側の斜面中位 に段築がみられ, とくに東佃1中段はほぼ 800平方メー トルの

平場 をなしていた。往時における城門の位置は不明だが,あ る時期武者溜 り的機能をもってい

たとも考えられる。この中段 も。今は消滅 して無い。

(4)南 館

本館の南側に,大手回の盆坂をへだてて南館が横たわっている。

上部平坦面の標高 176メ ー トル.長軸 を東西にとり180メ ー トル、南北10～ 50メ ー トルの不

整形をなす。この郭の L位面にも,東よりにかって段差 を設け L下二面を分けたとおもわれる

痕跡が認められる。このように,郭 卜位面を段差 をもって L下 に画することは,こ の館の本館 ,

北館,ゆ るぎ館中 ノ郭,南館各郭に共通する特色であるようにみられ,あ るいはこの地域にお

ける中世館の構造を考える上に重要な視点となるかも知れない。

L位面西端に,か って春 日社,住吉社が千Eら れ,今は長年寺時鐘の鐘撞堂が建てられている。

鐘撞堂の真下には,南側から延びる腰郭が幅15メ ー トル余西へつきでて,そ の下の斜面は急産

となって市街地へ落ちている。南側腰郭部には,東よりに牛頭天三社のお堂と別当屋敷がおか

れている。その西端近 く花輪南部氏家中の的場が設けられていた。

南館の沢口上 ノ坂に面する斜面も,他の郭と同様火山灰層特有の急崖 をなしてけわしく切 り

立っている。

(5)樋口館

元文四年「花輪通代官所御絵図」 (第 7図 )に 明瞭に記されている樋口 (と いの くち)館は,

藩政後期書上の図面から,多 くその姿を消 している。中世末まではおそらく重要な存在価値を

もっていた樋口館も,近世の成熟 した社会にはその役目を終 えてしまったといえる。

樋口館は,本館,北館・ ゆるぎ館 と続 く連続郭の南東部 に,下幅およそ15メ ー トルの堀底道

を隔てて横たわる。上位面の標高 174メ ー トルで,東から西へゆるく傾斜 している。東側水田

との比高約25メ ー トル。その規模は,北西の堀底道倶1縁辺がもっとも長 く210メ ー トル,東南

傾1縁辺は 120メ ー トル,そ の両辺をへだてる距離は 100メ ー トル.面積ほぼ17,000平方 メー ト
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第 7図 花輪通代官所御絵図 〔天文四年(1739)〕 (盛岡市中央公民館所蔵 花輪通図より)

ルで,概ね台形に近い。

東側から南佃1へ めぐる幅20～ 30メ ー トルの狭間田は,か っての水堀の堀合であろう。この堀

合をへだてて,対岸に荒屋敷台地が広がる。

この郭東端の突出区域は一段低 く,かつ浅い空堀によって区切 られている。その西に約50メ

ー トルヘだてて八幡神社ののる残丘があり,周 囲の地形は,近年の宅地造成によって乱雑とな

っている。安政三年絵図面には,こ の八幡神社の小丘の西に薬師神社,東 に稲荷神社と,三社

が並んで記載 されている。なお元文四年絵図にみえる「条子館」とは,どの地点に当たるもの

かよくわからない。 (安村二郎)

4.調査に至るまでの経過

花輪館の一郭である北館は,市街地に近接すること,約 100本の桜が植栽されていることか

ら,桜山公園として市民に親 しまれてきた。 しか し,公園部分の面積が狭いこと,諸施設の不

備から,公園整備の声がにわかに高まってきていた。

昭和57年秋,市当局より桜山公園を対象に,歴史広場,冒険広場,テ ニスコー トを主体 とし

た公園整備計画が打出され,市教育委員会では埋蔵文化財保護の立場からこれに対応すること

となった。
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整備計画については1本地域が中～近世の館跡の一部であることを再認識 し,館跡 としての

諸形態を極力保存すること,郭上面への構造物 も下部遺構への影響の少ない地点,工法 とする

こと等.埋蔵文化財保護に留意するよう要請,こ れらの基礎資料を作成するため,市教育委員

会が,翌 58年 5月 早々に試堀調査 を実施することになった。          の「沢悦郎 )

5.調査要項

1.遺跡名    花輪館跡

2.所在地    鹿角市花輪字中花輪他

3.調査期間   昭和58年 5月 16日 ～ 7月 13日

4.調査対象面積 約 7,650ぽ

5.試堀調査面積 約 920ぽ

6.調査主体者  鹿角市教育委員会

7.調査担当者  秋元信夫 (鹿角市教育委員会 社会教育課 )

8.事業主体者  鹿角市都市計画課

9.調査参カロ者

調査指導員 富樫泰時 (秋田県教育庁文化課 学芸主事 )

調 査 員 安村二郎 (鹿角市史編 さん委員 )

鎌田健一 (秋田県立十和田高校 教諭 )

大里勝蔵 (秋田県立十和田高校 教諭 )

藤井安正 (鹿角市教育委員会 発掘調査員 )

調査補助員 佐藤 樹  菊池 明  藤井富久子  三 ケ田睦子

作 業 員 石本田クラ  石井ユキ  相川タマ  佐々木ヒサ  泉谷サナ

本村テル  川又ソヨ  根本キワ  兎沢松江  村本雅子

10.社会教育課

課   長 工藤次郎

課 長 補 佐 安田孝司

文化財係長 柳沢悦郎 (庶務担当)

主   事 秋元信夫 (調査担当)

臨   職 目時キミ子

11.調査協力機関 秋田県教育委員会  秋田県埋蔵文化財センター
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6.調査の方法と経過

ア)調査の方法

桜山公園整備事業に先だち,試堀調査を実施 し,遺跡保存のための基礎資料を得ることが,

この度の調査の主日的であった。このため,対象地ほぼ全域への均一な縦横の トレンチの設置 ,

各地点の堆積層の厚さ,遺物の出 11状況,遺構の有無の確認が必要であったが,神社,民家 ,

テニスコー ト等が点在するため。第 9図のような変則的な トレンチの配置となった。

グリッドの設定には,本郭の形状 を考慮 し,N-10｀ Eを 基準線とし,1()m四方を 1単位 と

した。さらに南北方向をアルファベ ット,東西方向を算用数字 とし,ア ルファベ ットと算用数

字の組み合わせで,各々のグリッドを呼ぶこととした。 トレンチは,こ のグリッドを利用 し,

縦横に設定 した。なお, トレンチの幅は 2mを 原則 としたが,遺構の検出部分等必要に応 じて

一部拡張 した。

検出された遺構 は, 2～ 4分法で精査,簡易遣 り方測量を用い。竪穴遺構,建物跡等は1/26・

配石遺構等は1/10の縮尺で図化 した。

遺物の取 り上げは,遺構外のものは層ごと・グリッドー括で取 り上げ,遺構内のものは 1点

づつの図化・レベル実測の後,取 り上げた。 また写真記録については,全ての遺構 とそれに伴

う遺物 をモノクロ,カ ラー・スライ ドで撮影 した。

イ)調査経過

試堀調査は, 5月 16日 より7月 13日 までの約 9週間を費や して実施 された。調査 日誌 を基に

その経過を簡単に記述すると次のようになる。

5月 16日 , グリッド, トレンチ設定の後,試堀調査に取 りかかる。試堀調査は,民有地の畑

作物の収穫時期,公園及びテニスコー トの使用を考慮 し,A→ B→ D→ C→ E→ F→ H→ I→

Dト レンチの順序で行なわれた。

6月 上旬にはCト レンチまでの粗掘 りを終了, Bト レンチ南部から遺構が密集 して検出され

たため,同地区 (A区)の拡張 を行なうとともに, E, Fト レンチの粗掘 リヘ と進んだ。また,

粗掘 を終了した トレンチ内の遺構精査,基本層序の図化 を合わせて実施 した。

6月 中旬には,予定 した トレンチの粗掘を終了し,多数のビットが検出されたDト レンチ中

央の一部 (B区)の拡張を行なう。

6月 下旬には, Fト レンチまでの調査を終了,H・ I・ Dト レンチの遺構精査 を残すのみと

なる。Dト レンチ中央部からは3基の竪穴遺構,拡張部からは数軒の建物跡が想定される多数の柱

穴が検出された。また南側か らは, 6基 の竪穴遺構 と 6基の配石遺構,南端からは 1条の溝

が検出され,遺構の集中する地区として注目された。

7月 には,こ れらの遺構の精査と併行 して,調査の終了した部分の埋めもどしを行なう。

-29-



7月 6日 には試掘調査を終了.13日 には埋めもどしを全て終了する。発掘用品の整理及び.

次の発掘現場である下沢田遺跡への運搬を行ない,最終的に花輪館 (北館)を後にする。

7.遺跡の層序

調査対象区の現況は,南傾」が緩斜面となっている他は,ほぼ平坦となっている。これは中央

部から北西側が公園として,南東部がテニスコー トとして利用されていることにもよると考え

られ,A・ Fト レンチでは低地部への埋め土,DoEト レンチでは削土の痕跡がみられた。ま

た各地点の利用状況の相異によるものか。中央部から北西傾1の 公園部,南東側のテニスコー ト

部及び南側の民有地 (畑地)部では異なった堆積メ犬況を示している。

公園部の層序は基本的に I～ V層 に区分できる。 I層は,そ の土色・ 混入物及び堆積状況よ

り。人為的な埋め土.整地土と考えられる土層である。Ⅱ層は黒褐色土であり,大湯浮石層堆

積後の堆積土である。ややしまりがあり,若干粘性のある土質である。Ⅲ層は黄褐色を呈する

大湯浮石層であり,Aト レンテゴヒ側からD卜 ,レ ンチ南側へと続 く小沢状凹地において確認され

た。最も顕著であるAト レンチゴヒ側の地表下64cmで 7 cmの 厚さの大湯浮石層の堆積があった。

Ⅳ層は大湯浮石層下から地山直上までの暗褐色を呈する土層,V層は地山 (下位火山灰層)直

上の層で暗褐色を呈し,若千粘性があり, しまりのある層である。

南東部のテニスコー ト部分は,テ ニスコー ト建設によるものか整地の痕跡を有する。 Fト レ

ンチ北端部では遺構確認面直上まで肖」土が行なわれ,逆に南側には数次にわたる埋め土の痕跡

が確認された。基本的には I～Ⅵ層に区分でき, I～ Ⅳ層が埋め土,整地土,V・ Ⅵ層が公園

部のⅡ・Ⅳ層に対比できると考えられる。

南側の民有地は:畑地として利用されており,表上の浅い地点では,そ の攪乱が地山にまで

及んでいる。 I層 は耕作土。 Ⅱ・Ⅲ層が公園部のⅣ・V層 に対比できる。   (秋 元信夫)
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8.検出遺構と出土遺物

竪穴遺構

第 i号竪穴遺構 (sTl) 第10図

A区北東部の H-7・ 8グ リッドに位置する。第 2号竪穴遺構 と重複関係にあり,本遺構が

古い。3.5× 3.omの 方形 を呈 し,長軸方向はN-55喧W,面 積は8.88ぽ を計る。壁はやや緩や

かな立ち上がりを呈 し,壁高は北東壁10.4cm,南東壁18.6cm.南西壁 9.9 cmを 計る。北西壁は

2号竪穴遺構構築により。 また北東壁の一部は攪乱により消失 している。床面は地山より成 り,

若干凹凸があり,軟弱である。南東,南西壁際より3個のビット (Pit 33～30が 検出された

が,配置及び規模より柱穴と考えられる。これらに対応する柱穴は,攪乱及び重複により確認

できなかった。本遺構からの遺物の出土はなかった。

第 2号竪穴遺構 (ST2) 第10図

A区北部のH-7グ リッドに位置する。第 1・ 4号竪穴遺構, 2号土墳 と重複,本遺構 は 2

号土墳より古 く, 1・ 4号竪穴遺構 より新 しい。3.2× 2.8mの 方形を呈 し,長軸方向はN-62°

一W,面積は7.92ぽ を計る。壁はほぼ垂直に立ち上がり,壁高は東壁47.6cm,西壁18.9cm,南

壁29.lcm,北 壁36.9cmを 計る。床面はほぼ平坦で,堅 くしまりがある。本遺構内より19個のピ

ットが検出されたが,各壁隅及び壁際中間に位置するPit l～ 8の 8個が本遺構の主柱穴 と考

えられる。中央 より若干西寄 りの床面において,46× 40cmの 範囲で,最大厚さ 2 cmの焼土が確

認 された。地床炉 と考えられる。東壁際北寄 りの床直より13点の古銭 (洪武通宝 3点,淳熙元

宝 1点 ,元 (祐)通宝 1点 ,天聖元宝 1点 ,判読不可 7点),覆土中より1点の陶磁器碗口縁

部片を出土 した。

第 3号竪穴遺構 (ST3) 第11図
:

A区東部の H・ I-7・ 8グ リッドに位置する。本遺構北側に第 1・ 2号竪穴遺構が近接 し

ている。5.02× (4.88)mの方形 を呈 し,長軸方向はN-34=E,面 積は(21.84)ぽ を計る。壁

はやや急な立ち上がりを呈 し,壁高は東壁26.7cm。 南壁39.6cm。 北壁 9.O cmを 計る。なお西壁

は攪乱のため検出できなかった。床面は地山より成 り,若千凹凸があり,一様にしまりがある。

本遺構内より48個 のピットが検出されたが,Pit 2ま たは 3・ 5,7・ 8ま たは 9・ 10・ 13・

14・ 18・ 19・ 21・ 22・ 34・ 40・ 47を 主柱穴 とする各壁隅 とその間に並ぶ 4本 から成る柱配置と

考えられる。また北壁及び東壁に平行に位置するPit 42・ 35。 23等 も,そ の規模及び酉こ置から

間仕切り等上屋構造と関連ある柱穴と考えられる。西壁際からのピットの検出が少ないが,こ

れは攪乱によるものである。南壁際及び東壁際寄 り床直より,そ れぞれ 1点の古銭 (○○元宝・

判読不可)。 東壁際覆土中位より。鉄状鉄製品 1点 ,覆土中より4点の鉄滓を出土した。また

南壁寄り床直より少量の炭化米が検出された。
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:層 黒謁色土 (loYR 2/2)責需鷹土を多量混入,SK2覆 土

2層 黒謁色土 (OYR 2/2)炭 化粒、暗褐色土混入,ST2覆 土

3層 黒謁色土 (10YR 2/3)2層 より色彩が若干暗い,ST4覆 土
4層 黒謁色土 (10YR 2/3)STI覆土

第 10図 A区検出遺構実浸1図 (1)

第 4号竪穴遺構 (ST4)第 10図

A区北部のH-7グ リッドに位置する。第 2号竪穴遺構, 2号土獲と重複 し,本遺構はいず

れよりも古い。3.07× 2.50mの方形を呈 し,長軸方向はN-60=W,面 積は6.24ぽ を計る。壁

は急な立ち上がりを呈 し,壁高は北壁25。 7cm,西壁20.8cmを 計る。北壁・ 西壁の一部は 2号土

渡,東壁及び南壁の大部分は 2号竪穴遺構構築により消失 している。床面は地山より成 り,ほ

ぼ平坦で,堅 くしまりがある。Pit 9～ 18を 主柱穴 とする各壁隅とその間の等間隔な柱列 (短
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ピットー覧表 (単位 :cm)

p it No. 2

規 32)く 29 24× 22

果  さ 22 3 34.7

Pit No. 4 7 8 11 14

槙 18)〈 17 19)く 14 34× 28 25X23 24X23 1301)〈 29 27× 20 41× 31 15)〈 14 19X18 45)く 34 24× 23 ×

深   さ 48 4 10.7 b9.6 52.2 53.8 56.3 50 6 19.5 77 50.2

Pit No. 17

規 29× 23 18)く 17 25)〈 22 29)く 23 32× 25 30× 26 22X21 32)〈 28 21× () 31× 29 28)く 26 24)く 22 22)く 17

深   さ 52.1 23 1 b8 3 b7 6 29.3

“

3 49.9 67.6 31 5 20 0 Z3 0

No. 雛

規 31× () 29X30 20× 27 42X34 23× 9〕 35)〈 35 35× ( 32X( 30X27 24)く 23 24)〈 18 lX28 26X20
深   さ 96.0 56.8 59.8 68 0 23.9 73.7 50 1 24.5 45 2 38 7 78 3 63.4

it No. 2 44 45 48 勢

39)〈 29 30)く 29 48× ( 45X( 24× 22 41)く 30 25X18 31× ( 31× { 26X21 27)く 27 36× 29 60× ()
深   さ 72.5 42 4 91.8 79 4 20 5

“

.4 20.6 47.6 61.6 31.9 716 48 8 70.0
Pit No. 64

36〉くは0 36〉くZ3〕 31× 28 1381X33 30〉〈ゼ3 38)く レ8 ×ツ0 ×30 22× 21 48)く 32 6111× 291 38X03
77 8 58.3 70 5 33.8 名 4

“

56 4 60.6

Pit No. Z 7 η

規 39X OЫ 29X28 60× 28 1461)(34 27× ( 26× 26 14り×27 47〉くも5) 56X49 28〉〈26 20〉〈19

深   さ 53.7 14.3 53 4 72.7 39.2 111 72.8 97.4 76.5 28.8 68 1 39.9 26.9
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第 2表 A区 ビットー覧表 (単位 :cm)

Pit No. 5 6 7 8 9 l

規  模 24× 22 31X26 22X22 16× ( 25)く 24 23X18 23X18 29)く 18 26× () 32X30 35X30 35)く 20 40X32
深   さ 36.3 M.4 40.4 38.2 30.8 25.6

Pit No. Z 25

規  模 36× 30 23X18 34X31 25〉く20 24〉く20 37X25 20X16 24)く 23 22X( 23× ( ) 30× ( 40)く 35 25)く 23

深  さ 29.6 11.0 10.2 29.2 37.8 35.2

Pit No. 28 34

規  模 25)く 24 32× ( ) 26X( ) 26)く 25 22X20 33〉(28 26〉〈25 28)く 25 50X40 30X25 22)く 20 20)く t 28× 28

深   さ 35 3 22 46.0 31.2 427 32.0 35.7 19 7 59 8

Pit No. 2 43 44

規  模 22)く 20 30〉く26 27)く 25 35)く 35 27× t 35× ( 35× 31 26)く 21 30× ( 30× ( ) 30X25 37X33 30× 24

深  さ Z34 346 43.9 27.2 28.0 27.0 20.9 13 5 15 2 36.4

Pit No. И 64

規  模 31× 28 26)く ( 27)く 18 25× ( 35× 30 35× 25 32〉(26 33X25 32X27 26)〈 21 22)く 18 20× ( 15× (

深   さ 39.6 33.9 24.3 35 0 29.5

Pit No. 74 77

規  模 40× 30 40)く 36 30X26 30X29 28X23 瀦 ×20 32)〈 29 35)く 30 22× ( 24X20 33X30 30× 25 21X20
深   さ 26.4 20 7 28.2 25.2 34.9 28 9 49.3 10

Pit No. 別

規  模 50X43 33× ( 33X28 25X22 20× ( 25× 55)く 40 46X ( 欠  番 26× ( 30)く ( 20Xt 30× 25

深  さ 633 鉾 .6 33.0 33 3 20.9 22 5 46 9 33 7 32 6 28 4

Pit No. 92 99 100

規  模 28X25 20〉く19 26× 25 45× 40 50)く 33 50X40 33× 28 30× 24 25Xt 30× ()

“

×( 28× ()
深   さ 71 3 69 3 53.4 17 0 30.0 14 7

Pit No 106 107 108 109 110

規  模 40× ( 22× 22 32X25 32〉く29 24× ( 32)〈 24 24× ( 24× ( 25)く 23 24)く 18 17× 1 /X(

深   さ 12.8 4 22.9

Pit No. 119 123 125 127 128

規  模 26)く 25 29X27 28)く 25 20)く 18 23)く 18 33X28 17X17 27X26 30)く 27 32X19 25X21 14× 14 37X30
マ朱  さ 21 4 25 0 12.0 32 2 24 9 24.5 54.0

Pit NQ 132 134 138 140

規  模 22X( 25× ( 30)〈 23 36× 26 26)〈 24 20X10 30X27 25× 21 22× ( 23× ( ) 27)く 24 22× 19 55Ж 50

深   さ 20 5 45.0 40 0 39 7 16.5

it No 147 148 152

規  模 23X23 21X( 30)く 22 40〉く33 30)く ( 24)く 21 36× ( 30× ( 45X33
深   さ 49 6 48 3 34.5 23.6 24.5

軸 1本,長軸 2本)よ りなる柱配置と考えられる。本遺構からの遺物の出土はなかった。

第 5号竪穴遺構 (ST5) 第14図

Bト レンチ北部のE-8グ リッドに位置する。第 6号竪穴遺構 と重複 し,本遺構が新しい。

全掘に至らず,全容は不明であるが,一辺を3.06mと する方形 と考えられる。壁は急な立ち上

がりを呈し,壁高は西壁27.Ocmを 計る。床面は若千凹凸があり,堅 くしまりがある。本遺構内

より3個のピットが検出されたが,東壁際わずかの発掘であり,柱配置は知り得なかった。本

遺構からの遺物の出土はなかった。

第 6号竪穴遺構 (ST6) 第14図

Bト レンチ北部のE-8グ リッドに位置する。第 5号竪穴遺構 と重複 し,本遺構が古い。一

辺 2.5m前後の方形プランと推測される。壁は急な立ち上がりを呈 し、壁高は西壁24.lcm,南

壁18.3cmを 計る。床面のほとんどは第 5号竪穴遺構構築により消失しており,残存部は若干凹

凸があり,やや軟弱である。Pit 4・ 5が本遺構に伴 うピットと考えられるが,柱配置につい
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“

動×36 60× 43 58)く 46 32)く 27 24× 22 30X28 26× 26 22)く 21 24)〈 22 20× ()

深  さ 42.0 58.9 75.8 29.4 32.6 42.7 53 7 39.5 35.2

Pit 17

規  模 32× 21 17)〈 16 26X22 01)× 23 00× 29 24)く 16 42X22 30× () 31× ()

深   さ 24.7 15.0 29 1 36 5 35 4 23 9 29 5
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ては不明である。遺物の出土はなかった。

第 7号竪穴遺構 (ST7) 第15図

Fト レンチ中央部の」・K-13グ リッドに位置 し,西壁側が第 8号竪穴遺構と接する。一辺

が5.44mの規模の方形を呈する。壁は緩やかな立ち上がりを呈し,壁高は西壁17.4cm,南壁6.4

cm,北壁15.lcmを 計る。南壁下から幅18cm,深 さ 7.9 cmの 周溝が検出された。床面は地山より

成り,ほぼ平坦で堅 くしまりがある。本遺構内より23個 のビットが検出されたが,各壁隅及び

1層 黒褐色土 (10YR 3/2)しまり強

2層 にぶい黄 需隆土 (10YR 6/4)し まり強

3層 橙色土 (7 5YR 6/6)し まり強

4層 黒色土 (7 5YR 2/1)地山粒多量混入 ,

しまり強

0            2m

第15図

Fト レンチ検出遺構実測図

熙

諷

憮

驀

1層 黒 78t土 (loYR 3/2)地山粒やや 多く混入

ピットー覧表 (単位 :cm)
Ｐｉｔ‐

１

１

¨ヽ一^̈
同）」̈″恥一　Ｐｉｔ２‐

馳　ＳＴ８　　Ｐｉｔ３‐〔同）

メlt No. Z

01

規 31X24 28× 25 24X641
深 さ 縫 6
Pit No.

規 模

4 5 6
28)〈 27 26X26 25X17

深   さ

Pit No 7 9

模 33)く 33 18× 14 24)く 21

深  さ 23.2

Pit No. l

規 模 27X26 24)く 22 38)く 34

深  さ

Pit No. 14

規 30× 28 19X14 13助×24

深 さ 55 0
Pit No. 17

模 UりX31 15X15 23X21
深  さ

一̈囃
37X27 22× 20 34X32 34〉(33 33X291 33)(17 24X24 25)く (19

深  さ 6/ 0 2.2 30.7
′lt No.

規 38× 33 Zl X 18 31X31 26× 20 33〉〈30 29X22 23)〈 20
深  さ 27.9
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壁際のPit 2,5,9,13,22等 が主柱穴と考えられる。南壁際の床直より25点の鉄滓を出土した。

第 8号竪穴遺構 (ST8) 第15図

Fト レンチ中央部のK-13グ リッドに位置する。一辺が4.02mの 規模の方形を呈すると考え

られる。壁は緩やかな立ち上がりを呈し,壁高は東壁11.3crn,南壁12.6cm,北壁18.Ocmを 計る。

床面は地山から成り,若干凹凸があり,ややしまりがある。東壁際より10個のビットが検出さ

れたが,こ のうちPit 27,29.32が 主柱穴と考えられる。東壁際床直より美濃灰釉皿底部 (16

C)1点,鉄滓 1点 を出土 した。

第 9号竪穴遺構 (ST9) 第15図

Fト レンチ北端の I・ J-13グ リッドに位置する。径 4.6m程度の円形または楕円形と考え

られる。壁は緩やかに立ち上がり,東壁14.9cm,南壁10.5cmを 計る。床面はほぼ平坦で堅くし

まりがある。南壁際より1個のピットが検出されたのみで,柱配置は不明である。遺物の出土

はなかった。

第 10号竪穴遺構 (S T10) 第16図

Dト レンチ中央部の J-9グ リッドに位置する。第17号竪穴遺構と重複 し,本遺構が古い。

一辺が2.02mの 規模で方形を呈する。壁はやや急な立ち上がりを呈し,壁高は西壁17.lcm,北

壁20.7cmを 計る。南壁のほとんどは17号竪穴遺構構築により消失している。床面は凹凸があり,

軟弱である。本遺構内より14個のビットが検出されたが,規模及び配置より,Pit l,4,10,

14ま たはPit 2, 4, 8,11を 主柱穴とする柱配置と考えられる。本遺構からの遺物の出土は

なかった。

第‖号竪穴遺構 (S Tll) 第17図

Dト レンチ中央部のL-8・ 9グ リッドに位置する。北側にB区柱穴群 (建物跡),南側に

第12～15号竪穴遺構が近接する。方形を呈すると考えられるが,北東壁隅を検出したのみで,

規模については不明である。北壁はやや急な立ち上がりを呈し,12.Ocmの 壁高を計る。本遺構

周辺が南方向への緩斜面のため,南佃1の 床面及び壁は確認できなかった。北東壁隅と北壁際よ

リピットが検出されたが,規模及び配置より,本遺構の柱穴 と考えられる。遺物の出土はなか

った。

第 12号竪穴遺構 (S T12) 第20図

Hト レンチ東部の L・ M-8グ リッドに位置する。第13・ 15号竪穴遺構 と重複 し,本遺構は

13号竪穴遺構より新 しい。15号竪穴遺構との新旧関係については,重複部分が未掘のため不明

である。本遺構は一辺5.57mの規模の方形を呈する。壁は急な立ち上がりを呈し,壁高は東壁

19.8cm,北壁34.7cmを 計る。発掘された部分の壁下には幅14～ 16cm,深 さ7～ 16mの 周溝が一

巡する。床面はほぼ平坦で,若干軟弱である。本遺構内外より多数のピットが検出されたが,
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1層 黒褐色 (10YR 3/2)浮 石若千混入
2層 黒器E(10YR 2/3)
3層 黒褐色 (:oYR ν3)浮石・ afL物看十混入
4■ 暗鶴邑 (loYR γ3)黄需色土・4緬を含む
5層 暗需色 (loYR γ4)

6層 調色(10YR 4/6)黄3a■多量に含む 下
雹
判

ST10

ST17

sT18

1cl

E

第 16図  Dト レンチ・ B区検出遺構実測図 (1)

PL8 1。

釉
鱗

Pit 14

Pit28

Pit29

馴
Pit30_

′o

g
Pit 16

◎円J7

Q

ピットー覧表 (単位 :cm)

Pit No. 1 2 3 5

0 2規  模 17)〈 15 22× 17 34)く 18 18)く 18 18× ()

深  さ 15.5 25,7 18 9 10.8

Pit No. 7 8 9

規  模 22X21 28)く 28 24)く 23 20)く 20 14〉〈14 31× 60 25)く 25 18× 17 24)く 16 22〉く17 20)く 17 24× 20

深  さ 30 4 14 8 30 4 39 0 15 8 19.6 13.0 13.0 3.7 18.2

Pit No、

規  模 20× () 19× 19 19)〈 17 18X18 35× 勢 23)〈 18 24)く 22 19)く 13 21× 19 18)く 16 16× 16 15× 14

深  さ 35 2 13.5 16.5 15 6 17.3 23 0 17 8 10.0 20.1

Pit No. 縫

規  模 22X17 32× () 23× () 33)く 30 22)〈 22 30)く 28 22)〈 21 24)〈 22 23)〈 20 16X14 33X32

深  さ 22.8 247 36.4 20 0 18 4 29.5 52.8 14 9 18.9 19 4
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第 5表  B区 ビットー覧表 (単位 :crl)

rit 3 4 6 7 8

模 36X35 37× 31 18X17 20)く 18 31× 24 38 X Z31 36× 29 27X24 20X19 26)く 16 41)<25 ,)く ZJl 15)〈 15
さ 32

Pit No.

模 8111× 26 30X28 22X17 34× 31 34× 1331 39)〈 38 31× ( 48〉〈44 32)く 31 勢×t 34× () 41X32 31)く 30
546 %7 43.0 42.2 62.7 60.2 38.6 33.2 30.7

Pit No. 7 34

規  模 ×28 38× 30 42〉く24 21)く 19 35X28 54× 53 43× 33 26)く 24 34〉(33 59X41 33〉〈27 39)く 251 43)く 41
,架  さ 51.0 85 6 78.2 51.2

t No. 4 42 襲

婦, 模 Z3)く Zl ツリ×22 もOIX 28 路 ×32 26X2L 38X26 42× 25〉(Z3 25X24 Z4X24 30X27 ×

“
深   さ 53.6 31.9 58.8 27.6 62 0 83.2 47.0 30 8 47.1 52.2 22 2
Pit No 54 64

規  模 48×43 17× は7 28)〈 28 22)く 21 26X19 33× 32 36× 39X38 lt16))〈 30 61× ( 19× () 1× (

深   さ 78 2 48 4
No 74

規  模 120× ( ) 31× 31 28)く 19 37)〈 24 22)く 22 33)く 28 51×

`'
6りXt 36)く 841 691× 37 48)く 34 32X29 2D× (

深   さ 26 0 56 2 67 9 38 9 42 8 35.0 20.2 66.8 67.3 26 5

28× ( 26)く 25 43× 36)く 29 35〉〈131 ×レカ 24X22 25)く 24 34X22 40× ( 981× 28〉く1241 28× ( )

61.6 24.4 43 8 22 2 44.0 48 2 59.0 52.2
Pit No. 100 108

規 21× (19 26X26 18X16 16X16 30X28 40X24 32Xツリ 29X28
`9×

G3) 13助×2助 34× ( 斑 Xt 24)く 22

深   さ 14 7 53 7 18 5 31 7 M2 75.0 60 0 62 0 /2 0
Pit No. 105 106 107 lk18 109 10

Z7× 25 28× t 38〉く137サ 23X2 34× ( 42X34 54〉く40 41× 38 39× 30 52× 43 1341× 26 22X19 b4X28
深   さ 35.3 29.0 48.5 25 3 22 0 62.0 33.4 24 6 60 3
Pit 120 125 127 129

24〉くツ41 38× 38 29)く ZZ 24)く 2 28X 33〉くZ″ 24X23 30X26 33)〈 23 26)く 231 25× 23 34× 31 30〉く16
深  さ 56 5 35.9 78 2 38.3 17 1 16.5 48.3 32.2 33 0 25 8 55.0
Pit No. 132 139 140

32× 38× 2 28× ( 30X29 40)く 39 29× ( 31)× 27 32)〈 23 28× 20 34× ( 32)く ( 25X22 34〉〈1311

深   さ 40.3 41 62 8 61 8 60.8 42.4 81.8 33 8 58.4
Pit No. 144 146 148

婦 42× 8D 89× 26 36X斑 54)く 43 32X30 43)〈 43 44× 80 35)く 28 60× 10 10× 16 42× 36 46X38
深   さ 25 1 52 5 21.5 67 1 64.0 21 2 43 9 447 55 4 64.0 29 7 47.0 62.0
Pit No. 157

64)く 31 13υ×( 9のく( 38)く 1 18× 1 33X24 28X17 21)く 21 じJ× 27 28X24 48× 44 23X20 34× 28

深   さ 46 Z 25.5 39 3 跡 .9

Pit No. 172 173 176

規  模 12υX18 25× 03 30X28 36× 30 38X( 140)× ( 42× 58× ( 譴×( 26 X Z0 30)く 25 67× 44 1351× 64
深   さ 29.5 41 41.8 77 2 16 2 37.8
it No. 183 184 1部

規  模 40)〈 37 30× 26 bO× 4to 40× 33 26 X Z3 2× 26 32)く 26 60× 47 35X30 38)く 34 28× 19 52)く 46 44× 35

深   さ 33.8 64.8 52 2 27.0 21.2 32 4 36.8 83 0 38.7 61 6
it No. 20Э 202 203 204 205 206 207 208

57X53 30〉く27 39)K 拠×2 22× 21 26X24 28× 26 40)く 36 31)く 29 33)〈 29 132)× 29 30X24 133× 30

彰ξ   さ 鋒 7 y.0 25 5 15 0 59 7 29 8 51 9 35.9 66.2
Pit N。 . 209 210 213 220

規 19× (10 40× 00 46X38 37〉(20 1321)く 23 38)く 35 26X18 39× 8η 38X38 26〉く19 32X24 33X29 26× 21

深   さ 16 3 36 6 23 5 22 0 30.5 21.9 44.7
Pit No. 222 223 225 226 227 232 233

規  模 47)く 36 51X46 34× 34 22X24 49× () 49× ( 24〉く20 28)く 26 31× 27 23)く 19 19〉くl161 26)く 26 48X38
深   さ 51 5 36.4 17.1 31.5 25 5 23.8 22 2 35 0 48.8 67.5
Pit 235 236 237 238 240 244

規  模 25X20 29× 26 28× 23 14× 11 24× 20 38X130 36X31 42× 40 44)〈 26 39)く 27)く 25 24× 24

深  さ

“

6 43.0 Z4 33 7 33.3 56 2 57.1 58_0 50.3 31 7 47 8 30 9 41.6
Pit 248 249 250 251 252 253 257

26X25 28× 25 43X01) 30〉〈20 26)く 24 30)〈 26 36X35 38)く 25 21× 2] 22)〈 22 僣ll× 14υ×4 ×ゼα

さ 31_3 21.0 32.0 33 1 23 5 34.0 2 24.0 32 8 46.8
Pit No. 263 264 266 268 270 272 273

27 X ZJ 26× ( 31)く 28 20)(18 31× 2 33X26 32X30 楔×23 20X20 褥J)〈 38 27〉〈25 32× () 44× 87
33.2 35 7 47 3 7.7 36.9 73 9

lJ it No. 275 276 277 278 279 281 282 284 285 286

ヌ扉 .
131,X22 40× 26 2X21 22 Xt ツリX14 36× 36 欠 30X28 33X27 32× 99 34)く 29 30× ( ) 30X(
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深   さ 27 9 25.5 26 0 30.3 40.8 30 4 44.4 48 7 49.0 447
it No. 287 288 289 290 291 292 295 296 298

規      模 30 X Z6 21J X 18 もZl〉くtZ4 20〉く20 28 Xt 28)く 26 45X43 00× 32 22〉く18 38× ( 35× [И 14a× 31 28)〈 26

深   さ 36.8 24 9 66.3 21 3 29 5 26.3 20 3 61.4

it No. 300 302 303 304 306 308 309 312

規  模 僣1)× & 30× 22 42× 33 281× 21 28× 25 26× 22 29× 26 26X26 28× 24 4× ( 38X32 24Xツ
`深   さ 36 4 36 8 31 0 24 0 31.3 22.0

Pit No. 315 322 323 325

規  模 36× 22 36〉〈18 解 ×解 32× 32 Zbl× (18) 2111× 18 38× 32 35× 31

深   さ 43 7 28.0 21 4 22 7 25.1 17 6 26.5 27 8

Pit No 327 328 329 331 332 333 334 336 337 338

規  模 20× ( Z8X18 22〉く20 Z8X26 は0× 襲 28× 24 20〉〈18 40X36 31 X Z6 48X4 17)く 14 31× 23 46〉〈ゼ8

深   さ 58.5 23 8 30 3 24 5 96 23 0 20.0 M8 70 6

it No. 339 341 344 346 348

規  模 46〉〈1261 29X24 28× 26 40X39 26)く 26 00× 26 42X40 28〉〈24 6D× 24 23× 21 38× 35 55X52 35× 24

深   さ 14 2 22 5 24 6 23 2 38.4 52 5 42 0

Pit No 352 353 355 356 357 358 360 362 363 364

規  模 鉾 ×鉢 28× 26 29〉〈24 26× 22 20× 13 32)く 26 22〉く17 25〉く24 28X28) 21× 19 26X24 26X25 36X30
深  さ 27 0 17 7 15 7 38 7 47 0 36 3 52 2 28 7 22.4

Pit 365 366 368 369 372 373 375 377

規  模 26X22 20× 20 16× 13 35)〈 32 26X23 80× 83) 32× 32 26× 22 27〉く86 24)く 22 131))く 21 22× () 36× 29

深  さ 35 4 12 0 22 1 58 7 65 5

Pit No 383 384 386 387 388 謎 9

規  模 26× 20 30× 29 20x19 20× 19 23)〈 19 37)く 32 28× ( ) 35× 33 00× () 24X22 36× 61 24)く 22 18X16
深   さ 40 3 17.6 30 5 謎 4 駐 0 20 0 30 2 4 31 0 85

Pit No 398 399 400

規  模 29× 19 16× ( 29〉く24 27)く 24 03)〉く22 30× 24 31× 22 99× 80 40)く 34 40X35 29〉〈22 16× () 24)く 17

深  さ 52.9 17 2 20 b 37 0 32 9 41 0 442 47 0

Pit No. 404 406 408 409 412

規  模 601× 26 28 X l 33)〈 32 16× 12 Z7り×24 26× ( 15× 1 32× 30 26× ( 28X( 26× 22 29)〈 28 27)く 22

深   さ 16 0 30 5 31 6 39 3 69 0 16 8 47 2

Pit 4 428

規  模 40)く 34 22)く 18 26× 22 28X19 30X30 44× 41 15〉〈14 21× 20 M× 31 28× 21 50)く 48 35X25 28〉〈25

深   さ 55 7 27.1 25 0 29 6 望 0 17 1 26 7 39 5 38 9 93
Pit No. 432 434 436 441 442

規  模 20〉(201 24× (lη 34〉〈20 42× () 53〉〈38 62〉〈140 26× ( ) 30)く 30 26)く 24 28)く 24 27〉〈26 33X28 37× ()

,朱  さ 15 0 38 0 28 6 35 0 12 8 17 9 78 8

Pit ll,22,35,41等 を主柱穴とする各壁隅と壁際中間の柱配置と考えられる。Pit 41内 より

古銭 (判読不可)1点 を出土 した。

第13号竪穴遺構 (S T13) 第20図

Hト レンチ東部の L・ M-8グ リッドに位置する。第12号竪穴遺構と重複 し,本遺構が古い。

方形を呈すると考えられるが,重複及び未掘部分が多いため,そ の規模については不明である。

壁はやや緩やかに立ち上がり,壁高は西壁27.6帥 ,北壁29.8cmを 計る。床面は壁から中央にか

け若千の傾斜をもち,やや軟弱である。北壁際に平行に並ぶPit 4,14,19,28,39等がほぼ

一直線上にあり,等間隔であることから主柱穴の一部と考えられる。本遺構からの遺物の出土

はなかった。

第 14号竪穴遺構 (S T14) 第18図

Dト レンチ南部のL-9グ リッドに位置する。第15号竪穴遺構 と重複 し,本遺構が古い。方

形を呈すると考えられるが,未掘部分.重複部分が多いため,そ の規模は不明である。壁は急
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な立ち上がり'を 呈 し,壁高は西壁49。 lcm,北壁M.Ocmを 計る。西壁際に等間隔に並ぶPit l,

3, 4が主柱穴 と考えられる。本遺構からの遺物の出土はなかった。

第 15号竪穴遺構 (S T15) 第18図

Dト レンチ南部の L・ M-9グ リッドに位置する。第14号竪穴遺構 と重複 し,本遺構が新 し

い。一辺が4.78mの 規模の方形を呈する。壁はやや急な立ち上がりを呈し,西壁29.2cm,南壁

18.6cln,北壁42,8cmを 計る。床面は地山より成り,ほぼ平坦で,堅 くしまりがある。本遺構内

より15個のピットが検出されたが,そ の規模及び配置より,Pit 5, 6,10,18,17等 が主柱

穴と考えられる。遺物の出土はなかった。

第16号竪穴遣構 (S T16) 第19図

Dト レンチ南部のN-8・ 9グ リッドに位置する。本遺構周囲より多数のピットが検出され,

数軒の建物跡が想定される。壁はやや急な立ち上がりを呈し,東壁 5.l cmを 計る。東壁下より

幅28cm,深 さ4～ 7 cmの 周濤が検出された。床面は凹凸があり,南方向に若干傾斜 している。

本遺構内より12個 のビットが検出されたが,東壁際のみの発掘であり,柱配置はつかめない。

遺物の出土はなかった。

第17号竪穴遣構 (S T17) 第16図

Dト レンチ中央部の J・ K-9グ リッドに位置する。第10・ 18号竪穴遺構 と重複 し,本遺構

がいずれよりも新しい。長軸6.04m,短 軸1.94mの楕円形を呈 し,長軸方
喫
N-12=E,面 積

8.52ぽ を計る。壁はやや急な立ち上がりを呈し,壁高は東壁22.7cm,西壁14.5cm,南壁24.4cm,

北壁39.5cmを 計る。床面は凹凸があり,やや軟弱である。また1ヒ側が一段 (8 cm程度)低 くな

っている。本遺構 に伴 うピットは10数個を数えるが,規模及び配置から柱穴と考えられるもの

は少ない。遺構内確認面から底直上まで, 200点弱の自然石が検出された。また床面より古銭

(寛永通宝)1点 ,覆土中より,陶磁器片16点 〔伊万里 (17C l点 ,17～ 18C3点,18C前半

2点 ,18C7点 ),唐津 (17～ 18C)2点 ,染付 1点〕,鋼製品 (煙管)2点 ,鉄製品

15点 (刀子 1点,小札 5点,鉄釘 9点),鉄滓 1点,硯 1点,砥石 1点 を出土 した。

第 i8号竪穴遺構 (S T18) 第16図

Dト レンチ中央部の J・ K-8・ 9グ リッドに位置する。第17号竪穴遺構と重複 し,本遺構

が古い。2.90× 2.56mの 不整方形を呈し,長軸方向N-8=W,床 面積は5.56ぽ を計る。壁は

やや急な立ち上がりを呈 し,壁高は東壁21.Ocm,西壁35.3cm,南壁28.3cmを 計る。床面は地山

より成り,若千 レンズ状で,軟弱である。本遺構内より18個 のピットが検出されたが,各壁隅

際のPit 30,33,35,40を主柱六とする柱配置と考えられる。本遺構からは 1点の銅製品 (煙

管)が出土した。
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Pit No. 5 6 8

規 21× 18 28× 27 22〉〈16 30× 28

深   さ 74 6 77.3 14 0 23 3

Pit 4 17

規  模 28× 25 26)〈 22 28〉〈20 25)く 18 26X24 24)〈 24 25)〈 20 30× 28 30)く 30 841× 20 欠 36× () 28)く 24

深  さ 21 0 53 7 60 3 13.9 37 7 35 2 62 7 22 4 29 4 35.1

Pit No 34

30× 27 22X20 29X22 48× 41 29X89 16〉く13 28× 21 20× 19 7)<21 18× 17 5× 2 19X17 23X20
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Pit No 44
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Pit No 64

規 僣υ× 31 45×40 25)〈 21 44× ( 43× ( 44× 43 51× 36 × ×23 ×22

深  さ ヌ 5 66 7 52 2 41.8 46 7 51 0 47 8

第 18図 Dト レンチ検出遺構実測図 (2)
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｀P■ 7フ       Pに 7,

Pit No 1 2 3 4 5 6 8

26X25 33× () 18× () 29X20 ZO× 22 2Xl 43〉くlSη 4× 1

32 7 18 0 13 8 10.8 32.3 21.6 23 0

Pit No 9

贅甲,  本算 59)く 37 40× ( 42× ( 34× ( 27)〈 26 21)〈 20 38)く 32 30)く 20

さ 29 6 43 1

“

1 28 1 20 2 216 75 2

Pit 17

規 1321× 28 36× × ×18 33X33 33× ×にD [)X(19

深  さ 7 51.0 18 2

it No.

42)く 36 39× 34 31× 30 6η×30 17〉く16 26× 24 34× 28 20× 18

深   さ 14.5 48.6

“

4 59 1 27 2 545 61 9 16.2

Pit No 尉

規  模 24× ×44 ×31 × × ( ×■9 生× 40)く はり

深  さ 7.0 61 4 20 , M4

Pit No. 4 44

19)〈 18 20X14 34〉〈33 騨×51 32)く 24 61× () 17× 16 42X30
22.5 29.3 50 5 47 6 47 0 41.7 32.2 36 6

Pit 別

×38 lzりX18 42X Oll 36)く 32 31× ( 32〉〈31 36× 27 28)〈 ( 31× ( υJ〉〈23) 18× Qη ×

19 9 14.3

“

0 6.8 29. 18

Pit 64

60× 25 631× 28 17× 13 31× 3 28X22 41× 36 45× 30 65× ( ツυ×22 59× 58 16)く 13 30× (

深   さ 2.1 22 0 25 0 6.4 18.2 13 0 51 4 20 0 26.8 16.3 15 8

Pit No. 74

規 23× ( 31)〈 24 (31)〉(20 31× (リ 31× ( 971X261 25〉く21 51X32 27× 19

深   さ 16 0 23 5 20 7 8 31.5 12.0 33 3 33 3 95

第 19図 Dト レンチ検出遺構実測図 (3)
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第20図  Hト レンチ検出遺構実測図

P960
Pit1 80  Pit1 77

itttP曖 4

◎
Pit29

ST12 Pに l

第 6表  Hト レンチピットー覧表 (単位 :cm)

Pit No. 1 3 5 7 8 9 12

規  模 24× 90 22× Oη 21× 19 (181× 17 30X28 49× 32 31〉〈29 30× 26 20X19 25× 21) 27× 24 25× 20 20〉〈18

深  さ 313 76 7 21 2

Pit No. 14 17

規  模 27X26 20X16 17× 15 28)く 20 38)く 22 34)〈 32 17× 14 47× 2' 31X30 29× 28 32× 29 23X23 28X21
深  さ 56 6 18 0 27 2 25.5
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Pit No. 34

規  模 16X15 23)く 23 22X17 18X18 5× 21 39)く 34 20× 19 48X42 45)く 35 18)く 18 欠 番 31)く 26 23)く 20

深  さ 28.1 33.7 49.9 30.0 44.5 66.9 44.6 42.5 49.2 24.5 49.5

Pit No. 42 曇 45 47

規  模 48)く 35 46× 36 18X17 34〉〈28 19× 17 25X24 Z× 17 25)く 22 37)(27 34× 29 24× () 31× () 32× ()

深   さ 67.8 61.4 2.0 26 0 15 5 41 0 32.2 21.1

Pit No. 53 54 64

規  模 16)く 13 22〉〈18 60)〈 39 16X10 2× 21 26)く 24 23)(21 22)く 16 23× () 25× () 23)(20 14)く 13 20× 10

深  さ 37.2 25.0 24.o 13.2 15 9 ll.5 5.5

Pit No. Z 7‐

規  模 18X17 17X16 09× 19 26)(24 21× 20 21× 20 00× 30 25)〈 24 24)く 22 Z81X25 32X26 20〉〈17 30X26

深  さ 12.2 23 6 18.5 31.4

Pit No.

規  模 26)く 24 33)く 26 33X91) 28〉〈22 33)〈 30 131)X25 31〉〈28 160)く 36 1431× 25 20)く 20 28X16 25X23 20)く 18

深  さ 譴 .3 50.3 14.1 342 30 5 28.3 27.6 35 3 24 1

Pit No. 10Э 104

規  模 欠 番 30)く 1261 30X30 30X28 30)く 26 1241〉 (24 231X20 22X21 24)〈 23 31X23 22X20 24× 20 32)〈 27

深  さ 31.4 35.9 59 9 35.8 32.2 23.5 40.0 65.2

Pit No. 106 1“ 112 117

規  模
1291× 261 30X28 26× 20 38〉〈32 27)〈 26 20X17 24X131 231× 20 38X291 36× 36 28X23 15)× 24 30)(29

深  さ 32.9 43.7 49.0 24.9 12.5 16.5 35.2 42.2 39 0 19 5 21.0

Pit No` 127

規  模 145))く 28 17× () 17)〈 15 20× 23 21× 15 43× ( 60× 22 30X28 21× 19 32)く 30 35X29 24)く ( )

深  さ 53.2 27.5 40.9 50 8 21 2 39.1 39.3 21.5 36.7 49 8 41.8 23.5

Pit No. 135 137

規  模 27)く 24 26× 2' 21× 21 鉾 × 譴 39)〈 31 23× 21) 32X22 33)く 28 43× ( ) 201X19 18× (19 37X34 35)く 34

深  さ 48.0 45.7 38.9 46.9 43 8 39.0 25 0 30.9 27 1 29.0

Pit No. 14 148

規  模 18)く 15 24× 20 36)く 33 33X981 27)く 24 21× 14 49× ( 42× () 24)く 24 20)〈 19 44× 34 28)く 26

深  さ 26.8 32.5 32.9 25 1 25 3 61 8 25 8 59 1 32.1 52.6 30.0

Pit No. 157 158 168

規  模 21× 21 21× 17 18X17 22)〈 21 21X21 35〉く34 26× ID 20× 21) 25)く 24 25× ( ) 20〉〈l15) 25)<23 27)く 16

深  さ 28.3 13.3 19 0 21.5 32 3 17.4 38.6 21.9 29.8

Pit No.

規  模 25X01 28)く 26

深  さ 62 0

第 7表  Iト レンチピットー覧表 (単位 :Cm)

Pit No 1 3 4 7 8

規  模 26X20 32)く 14 26)く 24 30〉(22 19× 18 15× () 1〉〈20 22X16 21× () 30)く 29 25)〈 20 28X20 20〉く19

深  さ 67.4 56.4 55.8 27.0 39.9 57 2 45 8 50.6 36 2 46 4

規  模 22)く ( ) 25× ( ) 42)〈 33 39× 29 28)く 20 21× 16 52× ( 24X20 30)く 19 26)く 22 26)く 25 35X20 25× 20

深  さ 34.5 40.6 35.0 40.2 29.0 26.3 38_8 35 3 43.6 58.0 52 3 44.7

Pit No 斜

規  模 32X28 54〉(46 28)く 20 30)く 28 24× () 32)〈 30 28× 28 23X23 30)〈 30 28X27 46)く 37 22× 22 22)く 20

深  さ 31.5 54.2 73.6 53.8 25.4 58.3 40 2 65.3 71.0 60.2 57 6 28 9 61.6

Pit No. 2 4Zl

規  模 30X( ) 32)く 32 24)〈 22 23X20 26)く 23 21× ( 24× ( 20〉く2( 30× (

"×
28 22)〈 21 30)(2〔 17× 1(

深  さ 35,7 61.2 62.1 76.3 61.7 51.8 58,7 43.0 63.5 49.0 41.5

Pit No. b4

規  模 26×2 29)く ( ) 38X( ) 36× ()

深  さ 40 4 47.6 58.2 52.0 48.9
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Pit2 1

0  1
0            2m

Ｃ

ｍ

配石遺構

第 l号配石遣構  (第 22図)

Dト レンチM-9グ リッドに位置す

る。91× 60clnの範囲に,12～38cm大の

自然石24個 を配する。配石下に,0.92

×0.89m,深さ65。 5clnの楕円形の土墳

を確認。長軸方向は,N-20=W。 壁

は,ほぼ垂直に立ち上る。底面は2段

になり,そ の差は14.2clnでぁる。上段

は東側から西側に, T段は南狽」からゴヒ

側に緩 く傾斜 し,底面は共に平坦で堅

くしまっている。覆土は4層 に区分で

き,人為堆積を呈する。出土遺物なし。

第 2号配石遺構  (第 22図 ,PL6-10・ 11)

Dト レンチM-9グ リッドに位置す

る。99× 61cmの 範囲に17個の自然石を

配する。西倶1が密となり,そ の下に土

墳を確認。土墳の規模は,0.4× 0.40

mの 円形を呈し,深さ66.3mを 計る。

長軸方向は,N-22=w。 壁はほぼ垂

直に立ち上がり,底面は平坦で堅 くし

まっている。覆土は 6層 に区分でき,

人為堆積を呈する。覆土中より,伊万

里破片 (17～ 18C)2点 ,鉄製品 (鉄

釘)2点出土。

第 3号配石造構  (第22図 )

Dト レンチM-9グ リッドに位置す

る。57× 55cmの 範囲に 133個 の自然石

を集積 し,そ の下に土墳を確認。土墳

底面に67×41× 23cmの 自然石を配し,

土獲口頸部付近には,6～ 12cm大の自然

石が密集する。土墳の規模は0.67× 0.55

帥
。

◎
Ｐｉｔ４

Ｓ
。

副

笏
（̈いヽ‐‐‐〕　　Ｐ

ｓ
Ｏ

ｉｔ‐‐０
Ｓ
Ｏ

Pit2

0
Plt「平lt6 8

Ｐｉｔ３‐Ｒ
諫

Ｑ
』

Pit 1 8

0

¨⑩
◎

it43        Pit42

6 Pt“

P t45,議
“

◎ Pに47

げ　　　　（口）̈

Ｐ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

コ

Pit56

ｉｔ２４
０

呻̈

嘘
〓

―

∞

第21図  Iト レンチ検出遺構実濱1図
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mの楕円形を呈し,深さ62.2cmを 計る。長軸方向は,N-66=W。 壁はほぼ垂直に立ち上り,

底面は平坦で堅 くしまっている。出土遺物なし。

第 4号配石遺構  (第 22図 )

Dト レンチM-9グ リッドに位置する。44× 37cmの 範囲に, 6～ 21cm大の自然石21個 を3～

4段に配し,そ の下に土渡を確認。土墳の規模は,0.64×0.45mの 不整方形を呈し,深 さ74.8

clnを 計る。長軸方向は,N-5LE。 南壁は若干外側に入 り込み直線的で、他はほぼ垂直に立

ち上る。底面は,南側から北側に緩やがに傾斜 し平坦で, さらに北側に最深部をもつ。出土遺

物なし。

B

第 1号配石造構
:層 黒掲色土 (10YR3/2)
2層 黒掲色土 (10YR2/3)

地山粒小量混入
3層 にぶい黄橙色 (10YR6/4)

第 2号配石遺構
I層 黒褐色土 (10YR3/2)
2層 黒 lll色 土 (10YR2/3)

地山粒少量混入

3層 にぶい黄橙色土 (10YR6/4)
4層 褐色土 (7 5YR4/6)
5層 褐色土 (10YR4/4)
6層 黄褐色土 (10YR5/6)

A

C

5配石

B

B

A

Ａ
一

Ａ
．

一
Ｂ
一

6配石

B

第 5号配石遺構
:層 黒掲色土 (OYR″ Э

地山粒若干混入
2層 暗褐色土 (10YRγ 0

地山粒 プロック混入、 しまり有 り

しまり有
3層 黄褐色土 (10YR5/0

地山ブロック混入、粘性有 り

第 6号配石遺構
:層 黒褐色土 (10YRγ a

地山粒若干混入
2層 黒褐色土 (10YR〃 oし まり有 り
3層 暗 llB色 土 (10YRγ 31

地山粒少量混入
4層

`こ

ぶい黄褐色土 (10YR7う
地山粒多量混入

5層 黄掲色土 (10YR5/0

第22図 Dト レンチ検出遺構実測図 (4)

2配石

8

4配石

A
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第 5号配石遺構  (第 22図 )

Dト レンチM-9グ リッドに位置する。49×37cmの 範囲に自然石を配し,そ の下に土墳を確

認。 7～ 23c“大の自然石を,土渡底面にリング状に5個 ,土壌口頸部に101固,計b個を配す。土

渡の規模は,0.61× 0.48cmの 方形を呈 し,深さ65.8cmを 計る。長軸方向は,N-39L Eo Jヒ 壁

は若干外側に入り込み直線的で,他はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦で堅 くしまっている。

出土遺物なし。

第 6号配石遺構  (第22図 )

Dト レンチM-9グ リッドに位置する。遺構西側は発掘区外のため,全貌は明らかでないが,

93× 55cmの範囲に, 8～23cm大の自然石12個 を配し,北側は密で 3段に積み,そ の下に土墳を

確認。土渡は,0.97mを 一つの径とし,深さ70.5cmを 計る。壁上部 は緩やかに,下部はほぼ垂直

に立ち上る。底面は平坦で堅 くしまっている。出土遺物なし。

第 7号配石遺構  (第 13図 )

A ttH-7グ リッドに位置する。89× 68cmの 範囲に, 9～ 19cm大 の自然石19個 を配し,そ の

下に土渡を確認。土獲の規模は,1.10×0.95mの楕円形を呈 し,深さ9.5 cmを 計る。長軸方向

は,N-52生 E。 壁はゆるやかに立ち上がり,底面はやや凹凸があり堅 くしまっている。覆土

は黒褐色土の単一層で,人為堆積と考えられる。出土遺物なし。

土 渡

第 1号土墳  (第 14図,24図 10)

Aト レンチF-7グ リッドに位置する。規模は,0.76× 0.64mの楕円形を呈し,深さ 8.O cm

を計る。長軸方向は,N-48=W。 壁は緩やかに立ち上がる。底面は南東側から北西偶1に緩 く

傾斜 し,か るいレンズ状を呈する。覆土は2層 に区分でき, 自然堆積を呈する。底面より1点

の鉄製品を出土。

第 2号土渡  (第 10図 ,23図20, PL7-20)

A ttH-7グ リッドに位置する。第 2・ 4号竪穴遺構 と重複し,本遺構はいずれより新しい。

規模は,2.60× 2.02mの楕円形を呈し,深さ24.7cmを 計る。長軸方向は,N-88生 W。 南・西

壁はほぼ垂直に,北・東壁は緩やかに立ち上がる。底面は北側から南側に緩 く傾斜 し,やや凹

凸があり堅くしまっている。覆土は黒褐色土の単一層で人為堆積を呈する。覆上下層より古銭

(判読不可)1点 を出土。

第 3号土塘  (第 18図 )

Dト レンチM-9グ リッドに位置する。口径0.72× 0.66m,底径0.76× 0.73mの 円形を呈 し,

深さ58.6cmを 計る。長軸方向は,N-34=E。 壁は,北東壁はほぼ垂直に立ち上がり,他は若
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干外側に入り込み直線的である。底面はほぼ平坦で堅 くしまっている。出土遺物なし。

第 4号土墳  (第 17図 )

B ttK-9グ リッドに位置する。第 5号土獲と重複 し,本遺構が新しい。規模は,1.18× 0.

55mの 方形を呈し,深 さ13.Ocmを 計る。長軸方向は,N-84=W。 壁はほぼ垂直に立ち上がる。

底面は東側から西側に緩 く傾斜 し,やや軟弱で平坦である。出土遺物なし。

第 5号土娠  (第 17図 )

B ttK-9グ リッドに位置する。第 4号土墳と重複 し,本遺構が古い。規模は,0.65mを 1

つの径とする楕円形を呈し,深さ13.Ocmを 計る。壁は,南壁は緩 く,他はほぼ垂直に立ち上が

る。覆土は 5層 に区分でき,最大厚20cmの焼土を確認。出土遺物なし。

溝状遺構  (第 19図 )

南端のDト レンチO-9グ リッドに位置する。最大巾2.59m,最 小巾1.73m,深 さ22～37cm

の溝が,東西方向に延びる。壁は緩やかで。底面は中央部がやや高く,やや凹凸があり堅くし

まっている。また1ヒ側より南側が若千低い。溝の壁に沿って, 6～28cm大の自然石が散在する。

柱穴群 (掘立柱建物跡)

Bト レンチゴヒ部,A区中央から1ヒ東部, B区全域, D区南部,H・ I両 トレンチ中央部から

東部にかけ多数のピットが検出され,掘立柱建物跡の存在が予想された。特にB区からは 442

個のピットが検出され,そ のうちの大部分が,規模,深 さから柱穴と考えられる。発掘区域外

まで柱列が延びるため,建物跡の形態,規模はつかめなかったが,柱穴の重複から3軒以上の

建物跡が予想される。B区柱穴群のPit 378よ り美濃灰釉皿 (16～ 17C)1点 ,Pit 422よ り

陶磁器碗口縁部 1点,P■  249よ り陶磁器片 1点 ,Pit 248よ り美濃灰釉皿口縁部片 1点 ,Pit

5よ り伊万里口縁部片 (17～ 18C),Pit 148・ 63よ りそれぞれ 1点の刀子,Pit 157よ り1

点,P■  368よ り2点の砥石を出土 した。

遺構外出土遺物

遺構外からは,染付,灰釉等舶載陶磁器数点,伊万里,美濃,唐津等20数点の陶磁器類,天

聖通宝,元祐通宝,洪武通宝,寛永通宝等10点 の古銭,銅製品 (煙管)1点,刀子,楔等鉄製

品 3点 ,硯,砥石等 4点の石器・石製品の出土があった。出土地点,計測値等は第 8表のとお

りである。
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第 8表 遺構外出土遺物一覧表

陶 磁 器

PLN∝ 名 称 器種・ 部位 出土地点・層位
計 測 値 (単位 :ctn)

時 期 登 熱 ∝

口 径 底 径 高 さ

中 国 灰 釉 皿 口縁割
`

M-9  表 土 15 ～ 16C 4

4-7 伊 万 里 底 部 -8   表  土 17 ～ 18C 5

4-8 明 染 付 皿 K-8 11.5 3.6 17C

4-9 美 濃 灰 釉 皿 底 部 L-8  表土 16 ～ 17C

4-10 L-8  表 土

4--11 底 部 H-8 6.6

4-12 美 濃 灰 釉 皿   口 縁 部 M-8  表土 12.3 16c

伊 万 塁 口 翻 L-9  表土 18 ～ 19C
唐 津 表 採 17 ～ 18C

4-16 美 濃  灰  釉 ' 皿 H_O  II 層 12.4 7.0 3.0 16 ～ 17C 17

4-15 伊 万 里 M-9  表 土 18C
4-19 著 L-9 表 土 ヨ昌2量   8.5

4-17 美 濃 の 灰 釉 M-9  表  土

4--18 皿   口縁部 表 採 16 ～ 17C

5-8 嘗  津 K-9  ■ ′曽 17 ～ 18C

5-6 唐 津 底 部 表 採 10.8 17 -18C
5-7 唐  津 口縁部 0-9 21.8 17 ～ 18C

唐 津 碗 口 脚 M-9  表  土

5-5 唐  津 L-8 表 土 17 ～ 18C
唐  津 F-7   1 層 16～ 17C 34

唐  津 M-9  表 土

5--10 伊  万 里 碗  底部 -7   1 層 18C
5-9 伊 万 里 碗   底部 表 採 18C
5--12 伊  万  里 底 部 K-9 4.5 17C
5-11 伊 万  里 L-13 4.1 18C
5--13 伊 万 里 碗   日 縁 部 H-7 18C
5--14 伊  万  里 K-9  1 層 17C
6-1 伊  万  里 M-9  表 土 18C 42

6-13 41!  イ■  J皇  ■■ ? L―-8   表  土 14.9 18C
6--15 す り鉢 M― q  寿  + 17～  19C
6--14 I-7  1 層 17～  19C
6--17 す り鉢 L二 9  表 土 (古手 ) 64

銭古

図 No. P L No. 名 称 出土地点・層位
計測 値 (単位 :cm)

登録貼 .

外 径 内 径 厚 さ

23--6 7-6 天 聖 通 宝 H-7 表 土 2.52 0.68 0.16 2

23--2 7-2 元 祐 通 宝 H-7  表 土 2.32 0.65 0.14 3

23--11 7--11 洪 武 通 宝 I-6 1 層 2.31 0.61 0.17

23--26 7--26 盲  づk  l面  室 E-7 2.30 0.64 0.13

23--30 7--30 寛 永 通 宝 E-9   1 層 2.34 0.62 0.12

23--29 7--28 書  泉   1露  幸 表  採 2.30 0.60 0.10

23--28 7--29 寛 永 通 宝 K-8 2.43 0.55 0.11

23--27 7--27 寛 永 通 事 M-9  表  土 2.14 0.64 0.09 34

23--23 7--23 寛 永 (通)(宝 ) 【-7   表  土 2.29 0.80 0.16

23--22 7--22 〇 〇 通 宝 H-7  表 土 2.37 0.60 0.11

鋼 製 品

図 No. P L No. 名 称 出土地点・層位 遺存状態 大 き さ 重量 g 登剛 o.

24--3 7--46 管煙 M-9 存 全長 7.飩cm   幅 1.21cm 16.0 4

-56-



品製鉄

図 M. P L No. 名 称 出土地点・層位 遺存状態 大 き さ 重 量 登録
No.

刀 子 K-9 確認面 刀 部 1部残 存 現存 長 2.9cm 幅 1.82cm 厚 さ0.32cm

楔 M-9 先 端 部 欠 損 3177f尋 6.25cln 市目1.75cln 層害さ0.92cln

表  土 長 さ 5.90cm幅 3.28m厚 さ1.33cm

石器・石製品

図 No. P L No. 名  称 出土地点・層位
計  測  値 (単位 :cln・ g,

登録 No.
最大長 最大幅 最大厚 重  量

24--23 硯 表 採 /7.50 51.5 9

25--4 7--55 紙 石 H-7 1 層 10.64 3.47 245.8 4

24--21 砥  石 M-9 差  十 23.7 8

24--20 石 匙 G-7 1 層 4.80 12.3 3

9.調査のまとめ

この度の調査の主目的は,公園整備計画区域内である花輪館の一郭,北館 (通称桜山)の試

掘調査を実施 し,公園整備計画の基礎資料を得ることであった。試掘 (ト レンチ)の設定にあ

たっては,郭全体の解明に留意 したが,民有地.テ ニスコー ト等の関係で,西部の調査密度が

薄いものとなった。

試掘調査は,計 920ぽ について実施されたが,そ の結果,竪穴遺構18基,配石遺構 7基,土

渡 5基,溝 1条,他多数の柱穴を検出した。また,遺構内外より, 200点弱の陶磁器類,34点

の古銭,25点の鉄製品, 4点の銅製品, 9点の石器・石製品を出土した。

遺構は,A・ B・ D・ F・ H・ Iト レンチ,A区及びB区で検出された。対象地北部,北東

部に位置するBト レシチゴヒ端部,Dト レンチ、 Eト レンチでは遺構の検出,遺物の出土はみら

れなかったが,肖」土の痕跡があり,そ のために消失 した可能性もある。遺構の分布密度からみ

ると,本郭中央より若干西寄 りのA区から,南部のDト レンチやB区からの検出が多く,遺物

の出土も多い。特にB区からは多数の柱穴が検出され,大規模な建物跡の存在が予想された。

その北傾1に近接する第17号竪穴遺構は,そ の形態,規模及び出土遺物の豊富さより,特異な遺

構と考えられる。

これらの遺構の時期については,時期推定可能な出土遺物が少なく,明確にできない。出土

遺物の大部分が中世以降の遺物であること,安政 3年の花輪館之図にはすでにこれらの遺構が

ないことから,中～近世 (1856年以前)に位置づけられると考えられる。
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10.ゆ るぎ館調査概要

ゆるぎ館周辺は従来杉林であったが,昭和弘年 7月 の全面に及ぶ伐採後,東側斜面の崩壊が

少しずつ起こり,昭和55年の大雨と雪解けで,こ の崩壊が大幅に進み,崖下の通学路にまで及

ぶようになった。このため,土砂 くずれによる道路及び民家への危険を除去することを目的に

ゆるぎ館の土取 りが計画された。

緊急を要するため,正式な発掘調査はできなかったが,市教育委員会では埋蔵文化財保護の

立場から,周辺の地形測量及び写真記録,郭上面の遺物の収集,遺構の確認を目的に,昭和55

年8月 11日 ～12日 の2日 間の調査を実施 した。

この結果,郭上面から2基の竪穴遺構 と1基の屋外炉が検出された。調査期間の関係で,精

査には至らず,詳細は不明であるが,竪穴遺構は 5.4× (5.3)m及び 6.0× 5.9mの方形を

呈し,主軸方向はいずれもN-10=Eで ある。また屋外炉は,20× 19cmの規模の台形の石囲炉

で,4～ 8m大の自然石11個 を「コ」字状に配している。炉内より若干の炭化物,焼土粒が確

認されたのみで,日 常的な炉とは考えられない。

ごれらの遺構の時期については,精査に至らず明確にはできないが,遺構の配置及び主軸方

向より,同時期あるいは近い時期と考えられる。また屋外炉覆土中より土師器甕破片が出土 し

第26図

Q

ゆるぎ館遺構配置図



たこと,遺構外からは縄文時代後期と考えられる土器片と土師器,須恵器が出土したのみで,

中 。近世に位置づけられる遺物は出土していないことから,平安時代にまで遡る可能性がある。

‖.南館調査概要

南館の東及び南東側の一部は,畑地拡大や宅地造成のため,明治20年.昭和53・ 57年の 3度

の土取りが行なわれている。昭和57年,土取 りが行なわれているとの連絡を受けた市教育委員

会は,た だちに現地踏査をし,土地所有者に工事の中止を要請するとともに,届出書類の提出

を指導,残存部の発掘調査を実施することとした。

調査は57年 11月 30日 , 125ぽ について行ない, 1点の無文銭と掻器及び9点の近代の陶磁器

片を出土した。また,対象地内には遺構のないことが確認 された。      (秋 元信夫)
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花輪館跡遠景 (黒土館より)

PL2花 輪

111,ブ菫書,まε革彗おrを,姜三去し  1薔諄・11‖ 1111111壼 1

館 跡 現
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第 2,4号竪穴遺構 ,第 2号土境 第 2号竪穴遺構古銭出土状況

第 7,8号 竪穴遺構 第 12,13号 竪穴遺構

第14,15号竪穴遺構 第 3号配石遺構

Dト レンチビット群 ,第 1号溝

PL3 第 2・ 4・ 7・ 8・ 12～ 15号竪穴遣構 ,
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第 4号配石遺構

第 3・ 4号配石遺構



B区柱穴群

第 17・ 18号竪穴遺構

第 17・ :8号竪穴遺構遺物出土状況

PL4 B区 柱穴群 。第 17・ 18号竪穴遺構と遺物出土状況
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PL7陶 磁 器 類 (3)
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下 沢 連屋

所  在  地  鹿角市花輪宇下沢田 1他

調 査  期 間  昭和 58年 6月 20日 ～28日  7月 i4日 ～ 8月 12日

発掘調査対象面積  956話

発 掘 調 査 面 積  836耐
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l.遺跡の位置と現況

下沢田遺跡は,秋田県鹿角市花輪字下沢田 1他に所在し,国鉄花輪線陸中花輪駅より東方 1

km,花輪古館団地 (鹿角四十二館の一つで,遺跡名白山堂遺跡)の南方 0.2 kmの 所にあり,北

緯40度 11分30秒 ,東経 140度48分10秒の地点である。

本遺跡は鹿角盆地の東側に連座する標高1000m前後の急峻な山容を呈する奥羽山脈の山麓の

裾に,同盆地のほぼ中央を南北に流れる米代川と,皮投岳 (標高1122m)に 源を発し,こ れに

流れ込む支流の一つである福士川によってつくられた「花輪高位段丘」と呼ばれる西側に張り

出した標高 177m前後の段丘の先端部に位置する。

調査区は,以前果樹園・畑地として使用されていたが,現在はアカシヤ,カ ヤなどの生い茂

る雑本林,荒地となっていた。さらに本市においても近年,直接に遺跡破壊につながる開発工

事などが多く,本遺跡も第29図 に示した如く,そ の難を逃れる事ができず。遺跡の存在する台

地先端と隣接する孫右工門館遺跡の一角が破壊されている。 (藤井安正)

第28図 下沢田遺跡の位置と周辺の遺跡

み、́f



第 9表 下沢田遺跡周辺遺跡一覧表

肛 遺 跡 名 所 在 地 考備物遺構遺跡の樫順 1時 代・時 期 遺

１

２
‐

３

４

５

６

７

８

９

１０

　

■

　

１２

　

‐３

　

‐４

　

‐５

‐６

‐７

‐８

”

”

　

２．

２２

　

８

Ｚ

２５

　

２６

２７

２８

２９

３０

３．

３２

３３

鋒

３５

３６

３７

３８

３９

４０

　

４‐

４２

４３

４５

　

４６

″

４８

44

御 休 堂

自 山 堂

花 輸 館

案 内 I

明 堂 長 根

王 内 館

清 水 向

館

神

Ｉ

Ｉ

平

Ⅲ
牛

Ⅱ

Ｉ

Ａ

瀬

の
沢

将
牛

［

　

時

中

曲

高

妻

深

乳
乳

妻

乳

妻

妻
大

大 曲 B

苗 圃  I

水 の 目

猿 ヶ 平 Ⅱ

Ｉ

森
ケ 平

一月

猿

天

館

馬

敷

土

　

曜

黒

陣

日

館

Ⅱ

Ａ

工
内

山

右孫

案

東

Ｂ

Ｃ

Ｂ

　

Ａ

Ｃ

Ｄ

　

Ａ

Ｂ

崎

　

蕗

森

山
山
坂
　
坂
蝉
坤
　
静勢
の　
　
木

東

東

赤

　

赤

産

産

　

産
産

中

　

甘
柏

平

平

　

一百

万
家

モ

角

　

塚

塚

在

光

光

下

六

　

一二
三

東

内玉

Ｂ

岡

田

鋼
葛
沢

下

上

下

花輸字浦館 28・ 29

花輸字妻の神61

花輪字深沢51

花輸字乳牛平51

花輸字乳牛平

花輸字妻の神

花輸字 乳牛

花輪字妻の神

花輪字妻の神

花輪字大曲

花輪字大曲

花輪字国有林苗畑

花輪宇水の目3

花輸字猿 ヶ平

花輪字猿 ヶ平

花輪字陣馬142

花輪字陣馬39-113

花輪字陣場

花輸字陣場

花輸字陣場

花輪字福士′|ツ6-28の 2

花輪字中花輪88～ 109,76～

79,荒屋敷10の 1～ 148

花輪字孫右 ェ門館

花輪字案内

花輸字案内

花輪字案内

花輸字赤坂

花輸字赤坂

花輸字赤坂

花輪字赤坂

花輸字百合沢

花輪字百合沢

花輸字赤坂∞の内

花輸字赤坂30の 内

花輪字中の崎

花輸字甘蕗

花輸字柏本森

花輪字明堂長根

Ft去沢字下モ平

尾去沢字六角平

尾去沢東在家39の 2

尾去沢東在家119の 40

尾去沢東在家117

八幡平玉内39

八幡平上玉内 7 13 16
17・ 37・ 46 ″・部の 1

八幡平下菖岡46～49

八幡平上高岡

花輪字下沢田 1他

八幡平清水向

(秋田県遺跡地名表 より作成 )
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2.周辺の選跡

a 館について

下沢田遺跡は,東側山地から流れでる福士川上流の左岸,火附森 222.9メ ー トル高地の西麓

台地北端を占めている。この遺跡のすぐゴヒ側には,同 じく222.9メ ー トル高地の北麓から舌状

に伸びる孫右工門館が,福士り||に そうて横たわっている。

遺跡の西側は,沢田川の細流によって開けた狭い谷合の水田地である。この田地に面する台

地西縁は,数力所に浅い小沢が入りこみ。やや複雑な出入 りをつ くっている。またこの田地を

へだてた対岸は,花輪館につらなる荒屋敷台地であり,遺跡からの距離はわずか 100メ ー トル

余にすぎない。

遺跡および孫右衛門館の北, 150メ ー トルほどを隔てた福士川右岸には,花輪古館,詣館 (守

館)が並び。その1ヒ西に広がる陣場平台地南縁には御休堂遺跡や黒土館の連郭が続いている。

このように福士川をはさんで,指呼の間に多くの集落跡や館群の存在をみるのは, 古代から中

世にかけての古い花輪村の主要部は,福士川に沿 う台地一帯に分布 し発達していたことをあら

わしている。

下沢田遺跡ののる台地と,北に隣接する孫右工門館は,上記のように222.9メ ー トル高地の

第29図 遺

工事などによる破壊地区

跡 の 現 況
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Jヒ麓において地続きであることから,集落と館という関連で,あ る時期,連繋的な機能を果し

ていたものと思われる。孫右工門館については,近接の花輪館,黒土館などが中世館として鹿

角四十二館のうちにかぞえられていることと対照的に,文献にも伝承にもまったくその由縁を

伝えていない。今は孫右工門館が.館遺構として多くの要素を具えていることと,文献・伝承

に伝わないこと自体館の古さを示 していると思われること, とくにこの地域に例の少い孫右エ

門という人名を冠 していることから,そ の館主に名 (み よう)主的農民のイメージをもたざる

を得ないことなどに,わずかな推測の糸をつなぐほかはない。

(1)遺跡周辺の台地

下沢田遺跡ののる台地は,火附森低山地の西麓を占め,西流する福士川と,南側頭無台地か

らでて福士川低地につながる沢田川の谷合にはさまれ,およそ三角形状をなしている。遺跡は

その1ヒ西先端部に所在する。台地面の標高 173メ ー トル,比高18メ ー トル,平坦面は畑地と果

樹園に利用され,東へよるに従い西への傾斜がつよまる。

台地の北側,孫右工門館との間に,幅の狭い小沢が入りこみ,遺跡真下夕の沢日から奥の沢

頭まで 350メ ー トル.沢回の幅約30メ ー トル,東へ分け入るに従がい幅を狭める。遺跡のこの

沢に面する斜面中段に,狭い段築の痕跡がうかがわれる。台地への作場道は,遺跡面を西から

南へからむような形で,狭い切通し坂状に台上へ登る。台上を東山裾へのびるこの作場道の南

縁には土塁が延々とつづいているが,お そらく道を掘り下げた際の盛土の列であろう。なお,

遺跡,東倶1に 発見された空堀状遺構が,作場道の切通しで消えていることからみて,こ の作場

道自体かなり古いものであろうと思われる。作場道の台上へ登 りつめた南側,す なわち遺跡と

作場道をはさんで向い狽1に ,面積ほぼ 4,500平方メー トル,南側を台地へ切 りこむ小沢によっ

て裁られた整々たる一郭がある。現在林地と畑地に利用されているこの郭は, あるいは古い時

期に館としての機能をそなえていたかもしれない。郭の入口は,台地南縁から100メ ー トル台

上へ入った作場道から分岐している。その入口付近はやや低 く陰湿な状態であることから, も

と孫右工門館側の沢と南傾1小沢を結んでこの郭を独立させる空堀のあった可能性を考えること

ができる。郭の南斜面から西側斜面へかけて,郭上面から2～ 3m下 に幅 2メ ー トル前後の段

築が続き,大走 り状に郭をめぐっている。

この郭と,幅20メ ー トル前後の小沢を隔てた南側に,さ らに一郭がある。面積約 6,500平方

メー トルで,果樹園となっている。この郭も三方が沢合にかこまれて,独立性が強く,北傾1小

沢に面する斜面には段築の痕跡が認められる。

(2)孫右工門館

福士川の左岸に沿い,あ たかも花輪古館に対峙する形で位置する。

火附森 222.9メ ー トル高地の北麓から西へのびる舌状台地を巧みに利用し,そ の全長およそ
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400メ ー トル
`郭

上面の幅50～ 70メ ー トル,比高約15メ ー トルを,二条の空堀により,三つの

郭に分けている。西端の郭の面積約 5,000平方メー トル,中の郭の面積もほぼ 5,000平方メー

トル。両郭をへだてる空堀は長さ65メ ー トル,上幅12.3メ ー トル,下幅9メ ー トル.深さ4メ

ー トルである。西の郭の福士川狽1に崩崖がみられ,そ の崩崖 と空堀との間に一部段築が残る。

東の郭は,南北の幅50メ ー トルと狭まり,面積約 6,000平方メー トル。その東端は山地 との

間に入る小沢で切れ,斜面に二段の段築をもつ。中の郭を隔てる空堀は,長さ50メ ー トル,上

幅14メ ー トル,下幅12メ ー トル,深さ3～ 6メ ー トルを測る。

東の郭の東端山際から,小沢に面する郭南斜面を,上面より2メ ー トル下位に幅 2メ ー トル

の段築が設けられ,東の郭から中の郭西端空堀まで犬走 り状通路となって続いている。この大

走 りは西の郭へ渡らず,空堀の底へ消え,空堀の北側斜面を縫い福士川狽1へ下りる小径へ合す

るもののようである。

西の郭は,昭和40年代に福士川からポンプアップして畑地を水田に転換 した際上面は殆ど攪

乱され, さらに同57年 から道路造成のため西端部が大きく肖」りとられてしまった。 (安村二郎)

b その他周辺の遺跡

秋田県北東部に位置する鹿角市は,縄文時代から中世までにわたる 440ヶ 所以上の遺跡が河

岸段丘の先端部及び,平坦部に所せまし′と存在 しており:今回調査した下沢田遺跡もその中の

一つである。

第28図 は,下沢田遺跡の周辺遺跡を中心として主要な遺跡をPick― upし てみたが,優に50ヵ

所以上にのぼる。

さて下沢田遺跡の周辺遺跡を各時代,時期ごとに概観 してみると,縄文時代早期では,猿ヶ

平Ⅱ遺跡,柏木森遺跡などがあり,赤御堂式と呼称される表裏縄文土器の破片が出土しており,

早期末から前期初頭に位置づけられる。また,一本杉遺跡からは量的には極めて少量であるが

貝殻文土器の破片が出土 しており,草倉」期までさかのぼる可能性がある。前期においては秋田

県内で初めて縄文時代の住居跡が確認され,円筒下層 d式の良好 な資料 を出土 した清水向遺

跡が存在する。中期においては,住居跡 140棟,配石遺構21基 と中期中葉から末葉の土器を多

数に出土 した天戸森遺跡ほか,御休堂遺跡など多くの遺跡が存在する。後期は同市における縄

文時代各時期を通じて調査,発見例の最も多い時期であり,初頭の土器片と土墳が検出された

御休堂遺跡,中葉の住居跡を確認 した案内 I遺跡,後葉の住居跡を確認 した案内Ⅱ遺跡がある

ほか,特別史跡「大湯環状列石」が存在する。晩期では,清水向遺跡 と同じ台地に存在する玉

内遺跡が知られ,中葉の土器とともに所謂「日時計形」の配石遺構が確認されているほか,玉

内遺跡の位置する台地と米代川を扶んでの対岸には東存家遺跡が存在する。

弥生時代の遺跡は縄文時代の遺跡数と比べてその数は少なく本遺跡の周辺では,天王山式類
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似の土器が出土している猿 ヶ平 I遺跡があげられる。

歴史時代の遺跡も近年その調査例を増やし,本遺跡周辺では,一本杉遺跡,中 ノ崎遺跡など

から数多くの住居跡のほか,土師器 。須恵器が出土 している。中世においては「鹿角四十二館」

あるいは「四十八館」に該当するもの,及び無名の館跡が存在し,本遺跡からも東に孫右工門

館遺跡,西に花輪館,北に古館,黒土館などを望むことができる。      (藤 井安正)

3.調査に至るまでの経過

下沢田遺跡の位置する台地先端部は,従来果樹園・畑地として不1用 されていたが,昭和55年 ,

土地所有者が土取 りを計画,台地先端より作業を開始し,50mほど掘 り進んだ所で住居跡と思

われる落ち込みが確認された。市教育委員会では埋蔵文化財の重要性を説明,工事の中止を要

請,土地所有者は工事を中止,残存部を再度畑地として利用していた。

昭和58年 2月 ,本遺跡に近接する孫右工門館跡先端部が破壊されているという県文化財パ ト

ロール員からの通報があり,市教育委員会では早急に現地踏査等を行なった。その結果,本工

事は東北縦貫自動車道花輪サービスエリアの取 り付け道路建設工事であり。その事業主体は鹿

角市建設課であることが判明した。このため,市教育委員会では建設課から本工事ルー ト図面

を入手,ルニ ト付近の分布調査を実施 した。調査の結果,工事によりほぼ消失する下沢田遺跡

956ゴ の発掘調査の必要性を再確認,市教育委員会が7月 14日 から8月 10日 の予定で調査を行

なうこととなった。 (秋元信夫 )

4.調査要項

1.遺跡名

2.所在地

3.調査期間

4.発掘調査対象面積

5.発掘調査面積

6.調査主体者

7.調査担当者

8.事業主体者

9.調査参カロ者

調査指導員

調 査 員

下沢田遺跡

鹿角市花輪字下沢田 1他

昭和58年 6月 20日 ～28日 , 7月 14日 ～8月 12日

956ぽ

836ぽ

鹿角市教育委員会

秋元信夫 (鹿角市教育委員会 社会教育課)

鹿角市建設課

富樫泰時  (秋田県教育庁 文化課)

安村二郎  (鹿角市史編さん委員)

鎌田健一  (十和田高校 教諭)
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藤井安正  (鹿角市教育委員会埋蔵文化財調査員)

調査補助員   佐藤樹,菊池明,三ケ田睦子,藤井富久子

作 業 員   石本田クラ,石井ユキ,相川タマ,佐々本ヒサ,泉谷サナ,

木村テル.川又ソヨ,根本キワ。兎沢松江,村木雅子

10.社会教育課

課  長    工藤次郎

課長補佐    安田孝司

文化財係長   柳沢悦郎  (庶務担当)

主  事    秋元信夫  (調査担当)

臨  職    目時キミ子

11.調査協力機関   秋田県教育委員会,鹿角市都市計画課,秋田県埋蔵文化財セ

ンター

5.調査の方法

調査区は,東北縦貫自動車道のサービスエリアヘ通じる道路敷地内に存在する。そこで調査

予定地内に鹿角市建設課で設定した道路中心杭である。No13杭 (D-5グ リッド杭)と No14杭

(H-5グ リッド杭)を 結ぶ直線とその延長線を基線として,こ れに直交する線を設定し, 5

m× 5mの グリッドを発掘調査予定地内に組んだ。グリッドの名称は,北東から南西ヘアラビ

ア数字で 1～ 13ま で,同 じく北西から南東へはアルファベッドでA～ Fを 付 し,両者を組み合

わせてA-1グ リッドのように呼び.グ リッド西隅の交点をグリッド名称とした。

測量と実浪1は調査区内に設定したグリッドを使用し, さらに lm× lmの小グリッドを遺構

の大きさに即して設定する遣 り方測量に依った。竪穴創唇跡・土獲はスを,炉・カマ ドなどの微

細図についてはスを,遺構配置図はあ00を 原則として使用した。

遺構の発掘に関しては住居跡など大型の遺構の発掘には4分割法を,土渡など小型の遺構な

どには 2分割法を原則として使用した。遺構番号は性格別に確認順に番号を付 したが,調査の

結果遺構でないものも存在し欠番としたものもある。

写真撮影は実測図と同様に記録保存の要であることから,35mm半」小型カメラ (ア サヒペンタ

ックス)2台 を使用し,モ ノクロと, リバーサル用に使い分けた。

(藤井安正)

6.調査の経過

本遺跡の調査は,昭和58年 6月 20日 から同月28日 までの 8日 間と, 7月 14日 から8月 12日 ま
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での24日 間の計32日 に渡って発掘調査を行なった。調査概略は以下の通りである。

6月 20日 藤井調査員ほか7名 は,調査区内の刈り払いを行なう。

21日 遺跡の先端部より表土除去作業を行なう。

22日  グリッド設定後,随時表土除去を行ない。C-5グ リッドより縄文土器片が出土

する。

27日  D-7・ 8グ リッド,第 V層黄褐色土地山上面において, S108の一部を布鶴礼

28日 遺跡西端部の表土除去を一応終え,ま た花輪北館の発掘調査が多忙 となった為本

遺跡の調査を一時中止し,花輪北館の調査に全力をあげる。

7月 14 El 秋元調査員ほか全員で再度本遺跡の発掘調査に取 りかかる。

16日  住居跡 4棟,土渡 3基,堀 1条 を確認 し,随時各遺構の調査を行なう。

25日  S108・ 09は その大半が調査区外に存在する為,地権者の承諾を得,そ の全

容を明らかにするとともに精査を行なう。

30日 鎌田氏が調査に参加し,地質の調査を行なう。また本日までに住居跡 6棟,土墳 4

基の調査を終える。

8月 8日  富樫・安村氏調査に参加する。

9日  富樫氏,現場指導 を行 ない,助言 を受ける。本 日より拡張区の埋 め戻 しを行

なう。

10日  住居跡11棟,土墳 9基,堀 1条 の調査と遺構の写真撮影を行ない発掘調査のすべ

てを終える。

12日  発掘用具,機材の運搬を行なう。               (藤 井安正)

7.遺跡の層序  (第 30図 )

基本層序は,東北縦貫自動車道のサービスエリアまで通 じる道路中心杭であるNo.13杭 (D

-5)と動.14杭 (D-7)を結んだ線と,こ の延長線に沿って設定した土層観察用ベル トの壁

面にあらわれた土層堆積状況を色彩,混入土とその割合などから分層した。基本となる層は,

表土から地山までの I～ V層で概ね次の通りである。

第I層 黒褐色土 (10Y焉る  調査以前は雑木林,荒地として放置されていた為,本の根,

竹等の植物の根が多く混入している。さらにそれ以前は呆樹園,畑地として使用されてい

た為C-5グ リッド以東では耕作による攪乱が第V層 まで達っしている。

第Ⅱ層 明黄褐色浮石質火山灰 (10Y R%) 十和田火山の降下火山灰と思われる浮石質堆

積層である。堆積状況は良好とは言えず,部分的に認められたにすぎない。

第Ⅲ層 黒褐色土 (10Y R%)調査区北倶1に広く堆積しているが,そ の他の地域では存在し

-75-



Lev:177092m― ――●

V

C-4

V

C-5

V
C-6

V

O-7

I黒掲色土 (10YR2//0耕作土

工 明黄褐色土 (10YR7/0大潟浮石堆積層
Ⅲ 黒掲色土 (10YR2/η
Ⅳ 暗褐色土(10YR3//31
V黄掲色土 (10YR5/61地山・遺構確認面

C-9   c_10 
。          lm

第30図 遺 跡 の 層 序
なくなる。

第Ⅳ層 雌 土 COY R%)第Ⅲ層と同様に調査区北佃1に 広 く堆積しておりS106, S

K06な どは本層上面において確認された。 これらから本層上面がこの遺跡の生活面と考

えられる。

第V層 艶 土 αOYRり0 地山層である。本層は第Ⅳ層とともに遺構確認面であり,す

べての住居跡及び土墳は,本層を20～ 50cmほ ど掘 り下げて構築 されている。また本層下に

は,にぶい黄褐色の大形の浮石を含んだ灰白色土がつづ く。 (藤井安正)
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8.検出遺構と出土遺物

a 縄文時代の検出遺構と出土遺物

発掘調査区内において竪穴住居跡などその他の遺構は確認されなかった。縄文土器はすべて

破片で少量出土しており,C-6グ リッド第Ⅳ層中及び,第 7号竪穴住居跡貼床内よりある程

度まとまって出土 したほかは各グリッドより散在して出土 した。これら土器については, 9考

察において述べる。

b 歴史時代の検出遺構と出土遺物

発掘調査区内において検出され,調査された歴史時代の遺構は竪穴住居跡11棟,土渡 9基 .

堀 1条の計21遺構であり,そ のうち土砂の採取などによって破壊されたものは3遺構である。

以下各遺構 とも観察項目をもうけ,そ れに従って述べていく。

ア 竪穴住居跡

第 1号竪穴住居跡  (第32・ 33図,PL9)

(形態 。規模〉 平面形は東西に長い長方形を呈す。壁長は東壁250cm,西壁270cm,南壁

“

2

cm,北壁 438 cmを 測り,占地面積11.78『 で主軸方向はN-12=wで ある。

(壁・床〉 壁高は地山面からの測定であるが,東壁18cm,西壁20cln,南 壁18cm.北壁18～30

mを測る。床面はP■ 1と Pit 4を 結ぶラインの西側には黄褐色上の貼床を施し,他は地山を

用いている。床全体は緩やかな起伏を示し軟かかつた。

〈カマ ド・炉〉 カマ ド構築の掘 り方においては芯材となる自然石を立てたと考えられる

ピットを2個確認したが,芯材となりうる自然石はカマ ド付近においては見当らなかった:袖

部及び天丼部の粘土は崩壊が著しく,確認できなかった。煙道部は燃焼部から約20度の角度を

もち, 長さ63cmを 測り壁外ンヘヽと立ち上がる。

(柱穴・ピット〉 住居跡床において, 9個のビットを確認した。これらのピットの位置から

判断して本住居跡の柱穴は確認できなかった。各々のビットの床面からの深さは第32図 に示し

た。

(付属施設〉 壁溝など,他の付属施設は確認されなかった。

(埋土〉 10層 に分層された。人為堆積である。

〈出土遺物〉 図化した土師器甕形土器破片 (第33図 1～ 3)と 鉄製品 (第 33図 4)が出土し

ているほか,少量の土師器破片が出土している。土師器口縁部は直立に,ま たはやや大きく外

反するものが多 く,ユ ビナデ,ヘラナデによって調整されている。 4は ピット1の底面から出

土 したもので,鎌と考えられ,現存長12cm,幅 3.4cmを 測 る。

-78-



８
＼
ｎ
“
＞
Ｐ
）「
Ｊ
撃
枢
９

０
佃
コ
劇
゛

や
＝
口
撃
菫

′＝
へ
膊
敗
↑
＼
ｏα
＞
９
）
引
Ｊ
撃
富

０

●

椰
■
へ
即
欧

（
ミ
Ｎα
＞
９
）劇

Ｊ

畔

∞

（
爵

デ

３

引

口

妻

ト

●
佃
颯

へ
引
硼
軍
枢
３
＼
Ｏ
α
＞

，
）
＝
口
澤
饗
０

マヽ
酬
「
Ｅ
ヾ
０
卜
０
卜
一
ゝ
。
コ

●

銀
に
ヽ
や
＝
綱
撃
枢

３
＼
ヽ
ビ
＞
２
）
引
硼
撃
畔

貧
＼
Ｎ
α
＞
０
こ
引
口
嘱
囃

（
く

ヽ
α
＞
８
）
引

口

駆

０
“
颯
へ
や
引
口
曜
↑
＼
ｏ
“
ン
２
）ギ
Ｊ
撃
響

０
位
掏
劇
綱
撃
枢
３
＼
Ｎ
α
＞
Ｐ
）
引
口
颯
雖

0            2m

Pitの深度計測
Pit 1 30cm Pit6 17cm

2 33cm    7 9cm
3 1lcm   8 9cm
4 33cn    9 13cnI
5 17cm

０ヽ

Lev:1765!Om
13 14  C′ ^

Ｅ

Ｏ

一
Ю

Ｏ

卜

一

，

。
コ

hl

。
|

Lev:;76510m _a→
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1晴褐色土 (10YR 373)黄 褐色土を少量含む

2黒 色 土 (10YR1 7/1)
3黒褐色土 (2 5YR 72)粘 質土

4黒褐色土 (10YR 2/3)焼 土を少量含む

5黒褐色土 (10YR γ2)黄褐色土を少量含む

6黄掲色土 (25Y74)浮 石

:重 屋」躍 堀
琶圭し響b黄

掲
糧馨 i‖ま111)等

彗む

島曇鱈雹圭‰孫ζT)鶴色土、LIL樗翠霜盤講ざ5%8複壁
土

を含む

11黒 褐色土 (10YR γ2)焼土、炭化物を含む

12掲 色 土 (7 5YRダ 3)炭化物を含む

第32図 第 1号竪穴住居跡・ カマ ド実測図
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第33図 第 1号竪穴住居跡出土遺物

〈備考〉 本住居跡は当初平面プラン確認時点において 2棟からなるものとして調査 を行なっ

た。土層断面には明確ではないが,壁と考えられる立ち上がりが観察 されるが,カ マ ドの有無
.

ピット・柱穴の位置から判断 して重複 によるものとは考えられない。

第 2号竪穴住居跡  (第 34・ 35図 ,PL9)

(遺構の位置 と確認〉 D・ E-4・ 5グ リッド第V層黄褐色土地山上面において,黒褐色土

の落ち込みを確認 した:本住居跡は土砂採取により削除を受け,以前より崖にその断面の一部

が確認 されていた。

(形態・規模〉 平面形は方形を呈す。東壁414 cm,西壁推定400 cm,南壁312 cm,北壁 280

cmを測る。占地面積は推定13.5ポ ,主軸方向N-77=Wを指す。

(壁・床〉 壁高は地山面から東壁12cm。 西壁15cm,南壁12～ 14cm,北壁24cmを浪1る 。床は地

山面を掘り下げ床として使用しており,若干の起伏を示し堅くしまっている。

(カ マド・炉〉 東壁北寄りに位置する。カマド本体は,芯材,架構材として長形の偏平な自

然石を用い, さらに,こ れらににぶい黄褐色粘土又は黒褐色粘質土を貼り付けて構築されてい

る。煙道音5は壁とともに立ち上がる。

〈柱穴・ピット〉 住居跡内から2個のビットを確認した。床面からの深さは第34図 に示した。

(付属施設〉 確認されなかった。

(埋 十〉 9層に分層された。

(出土遺物) 土師器甕形土器破片が少量出土しており,特にカマド内から比較的まとまって

出土した。第35図 1～ 4は いずれも口縁部破片で,ユビナデ.ヘラナデ,ハ ケメによって調整

されている。
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1黒褐色土 (10YR 27/3)浮石粒 を含む

2黒掲色土 (10YR η2)浮石粒 を含む

3黒掲色土 (10YR ν3)炭化物、焼土 を含

む

4掃 色 土 (10YRグ4)粘土・袖部

5暗褐色土 (7 5YR γ3)炭化物 灰 を含

む

6褐 色 土 (7 5YR″ 4)粘土・袖部

7黒掲色土 (7 5YR3/72)浮 石粒 を含む

8黒 色 土 (10YR η )

9にぶい黄褐色土 (10YR ν3)粘土・袖部

10暗 褐色土 (10YR ν3)

11にぶい赤褐色土 (5 YR4/41灰 質・焼土

粒を多量含む

12暗 福色土 (10YR γ3)浮石粒 を含む
13暗褐色土 (7 5YR3/3)焼 土粒 を含む
14黒 色 土 (10YR″ )灰 を含む
15掲 色 土 (10YR″ 4)

:6褐 色 土 (7 5YR4/4)
17黒褐色土 (75YR γ2)

0            1m

＼

第34図

-81-



「《

O                     10Cm

第35図 第 2号竪穴住居跡出土遺物

(備 考〉 本住居跡のカマ ドと重複 して 7号土墳が存在す る。新旧関係は 7号土渡→ 2号住

居跡である。

第 3号竪穴住居跡  (第 36・ 37図 , PL9)

〈遺構の位置と確認〉 台地の東側斜面にほぼ接 したB・ C・ D-5・ 6グ リッドに位置し,

第Ⅲ層黒褐色土上面において,浮石粒を含む黒褐色土の落ち込みを確認した。なお調査の結果

重複,及び拡張によるもので 3棟からなり,新 しい順にA・ B・ cを付 し観察項目に従って述

べていく。

(形態 。規模〉 3-A号 住居跡 平面形は方形を呈する。壁長は東壁 724 cm,西壁 693 cm,

南壁 600 cm,北壁 570 cmを 測る。占地面積は41.8ぷ ,主軸方向はN-15｀ Wを 指す。 3-B号

住居跡 平面形は方形を呈する。南壁は3-A号住居跡拡張の為存在しないが,推定を含めて

東壁 485 cm,西壁 470 cm,南壁 595 cm.北壁 570 cmを 浪1る 。占地面積は推定28.0ゴ 前後である。

3-C号住居跡 平面形は方形を呈する。壁長はいずれも推定であるが,東壁 420 cm,西壁

393 cm,南壁 597 cm,北壁 560 cmを 測る。

(壁・床) 3-A号 住居跡 壁高は確認面より,東壁 6～10cm,西壁10～13cm,南壁10cm,

北壁 6～ 12mを 測 り,床面よりやや開きぎみで立ち上がる。床は緩やかな起伏を示し, 3-A

号住居跡内には暗褐色土の貼床が施されていた。 3-B号住居跡 南壁は3-A号住居跡拡張

時に削除されており,残存する壁は 5 cm前後と浅い。この他の壁は,東壁13～15cm,西壁10～

15cm,北壁11～ 15cmを 測る。床面は緩やかな起伏をもち,堅 くしまっている。 3-C号住居跡

壁は,東壁及び西壁 に部分的 にではあるが見 られ,重複・拡張が行なわれていることか

ら,壁高は,はっきりとしない。また床面においても同様である。

(カ マ ド・炉〉 3-A号 住居跡 住居跡南壁東側の壁よりやや離れて床面に構築される。カ

〓
ガ
ー

ヘラナ一〒′１

２
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Pitの深度計測

Pit 1   53 5cm  Piti 1  45 0cm

2  27 0cm    i2 51 0cm
3  45 0cm    13 39 0cm
4  44 0cn    14 30 0cm
5  35 2cm    15 54 0cm
6  59 0cn    16 30 0cm
7  28 0cm    17 48 0cm
8  50 0cm    18 34 0cm
9  36 0cm    19 40.Ocm
10 34 0cm   20 21 0cnl

Pit2 1 67 0cm
22 35 0cn
23 35 0cm
24 50 0cm
25 14 0cm
26 51 0cm
27 30 0cm
28 29 0cm
29 55 0cn
30 48 0cm

0               2m

l黒褐色土 (10YR2/3)浮 石粒 を少量含む

2黒褐色土 (10YR3/2)浮 石粒・炭化物 を含む

3暗掲色土 (10YR3/3)黄 褐色土 を含む

4黒 色 土 (10YR2/1)
5黒福色土 (10YR2/2)
6暗掲色± 00YR3/4),貼 床

7暗褐色土 (10YR3/4)黄 褐色土を含む

第36図 第 3号竪穴住居跡実測図
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1黒掲色土 (10YR2/3)
2黒褐色土 (10YR3/2)浮 石若干含む

3暗赤褐色土 (5 YR3/2)焼 土粒粘土 を若千含む

4黒掲色土 (10YR2/2)
5にぶい黄褐色土 (10YR5/4)粘 土・ 袖部

6黒掲色土 (7 5YR2/2)焼 土・粘土粒を含む

7褐 色 土 (7 5YR4/4)焼 土を多量に含む

8赤掲色土 (5 YR4/6)焼土

9暗掲色土 (10YR4/3)黄 褐色土 を含む

10黒掲色土(10YR5/→ 黄褐色土を含む
11::ぶ い黄欅色土 (10YR5/4)粘 土で焼土化が進む、袖部

12暗褐色土 (10YR3/4)粘 土粒を含む

13黒 褐色土 (10YR2/3)黄 掲色土を含む
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マ ド本体は,部分的に自然石を芯材として使用 し,粘土及び粘質土を貼 り付け,ま たは重ね合

せて「U」 字状に構築 したものである。なお本住居跡のカマ ドには,煙道部は構築されていな

かった。

〈柱穴・ピット〉 各住居跡の床・壁沿いに30個のビットを確認 した。各住居跡の柱穴の組み

合せは次のように考えられる。 3-A号 住居跡 各壁の壁に沿って等間隔に4つのビットを

穿つものPit l～ 5, 7～ 15。  3-B号 住居跡 各壁の壁に沿ってほぼ等間隔に4つ のビッ

トを穿つものPit 12～ 16,18,21,22。  3-C号 住居跡 各壁の壁に沿って等間隔に3つ の

ピットを穿つものと考えられるが,南東 。南西壁隅のPitは確認できなかった。Pit 6,19,

24, 28, 30。

(付属施設〉 確認されなかった。

(埋土〉 7層に分層された。1～ 5層 は3-A号住居跡の埋土, 6層 は貼床である。

(出土遺物〉 出土遺物は, 殆どが第 3-A号 住跡からのもので, その量は少ない。土

師器甕形土器 (第37図 1～ 4),鉄製品 (第37図 5～ 8)の代表的なものを図化した。土師器

破片はカマド付近よりややまとまった量で出土した。鉄製品 5は小刃, 6・ 7は紡錘車で住居

跡東側床直上から出土した。

(備考〉 本住居跡は,こ のほかに5号 。10号土渡と重複している。新旧関係は,第 3-c号

住居跡→第3-B号住居跡→ (第 5号土墳)→第3-A号住居跡である。

第 4号竪穴住居跡  (第 38・ 39図, PL9)

(遺構の位置と確認〉 C-7・ 8,D-8グ リッド第V層黄褐色土地山上面において,浮石

粒の混入する黒褐色土の落ち込みを確認した。

(形態・規模〉 平面形は方形を呈す。壁長は,東壁推定325 cm,西壁262 cm,南壁推定 380

cm,北壁 304 cmを 測る。占地面積は9・ 95ぽ ,主軸方向はN-17咀Wを指す。

(壁・床〉 壁高は地山面から東壁17.lcm,西 壁19～26cm,南 壁20～26.5cm,北壁20cmを 測り

床面よりやや急角度で立ち上がる。床面は平坦で堅くしまる。

〈カマ ド・炉〉 住居跡中央よりやや東寄り,壁より離れて存在する。30cm～ 40cm大の偏平な

自然石を用い「A」 字状に配列 したもので縄文時代の石組炉的様相を示すものである。カマ ド

の石組は,焚口部と燃焼部に長めの自然石を埋め込み区画している。カマ ド石組には粘土など

は貼り付けられておらず,自 然石自体が強力な火力により赤変していたり,ス ス状炭火物が付

着しており,確認 した状態のまま使用されていたものと考えられる。

(柱穴・ピット〉 床面において2個のビットを検出した。床面からの深さは第38図 に示した。

(付属施設〉 南壁東寄りと東壁に連続して,幅16～20cm,深さ4～ 7 cmの壁溝が確認された。
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〈埋土〉 5層に分層された。 1・ 2層 においては浮石粒の混入が見られる。

(出土遺物〉 土師器・鉄製品が出土 した。第39図 1は住居跡南東壁際床面より, 3は カマ ド

内より出土した。 4は穂摘み具と考えられるもので。片端には目釘穴が存在し,日 釘によって

木製の柄に着装されたものであろう。

:露娼[圭 1:こ電 あ
1浮

石多量に含む

4褐 色 土 (10YR4/4)黄 掲色土を多量に含む

5暗橘色土 (10YR3/4)

Pitの深度計測
Pit i 47 11cm Pit2 35.Ocn
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1暗掲色± 00YR3/3)黄 褐色土少量含む

2にぶい黄褐色土 (10YR4/3)炭化粒を含む

3にぶい黄掲色土 (10YR5/3)黄掲色土多量に

含む

4暗福色土 (7 5YR3/3)炭 化粒・焼土粒 を含

む

5にぶい 黄橙色±00YR6/4)
6にぶい黄福色土 (10YR5/4)黄掲色土 を多量

に含む

フ赤褐色土 (5 YR4/6)焼土

8掲色土 (7 5YR4/4)明 黄褐色土 を多量に含む

4′ 暗掲色土 (10YR3/3)第 4層 よ IJl混入が小 さ

く量的にも少ない

0                 1m

可

第38図 第 4号竪穴住居跡・ カマ ド実測図
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1黒褐色土 (10YR 2/3)黄 掲色土を含む
2黒褐色土 (10YR 2/2)浮 石 を多量に含む
3黒褐色土 (10VR η3)

4暗褐色土 (10YR γ3)黄 撮色土 を含む

Pitの 深度計測
Pit 1 12cln Pit 2 26cm
Pit 3 16cm
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Lev:!76634m  _

o            2m

第40図 第 5号竪穴住居跡実測図

O                10cm

第41図 第 5号竪穴住居跡出土遺物

第 5号竪穴住居跡  (第40・ 41図 ,P L10)

〈遺構の位置と確認〉 C・ D-7・ 8グリッド第V層黄褐色土地山上面において,地山土を

や
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◎

-87-



含む黒褐色土の落ち込みを確認した。

(形態・規模〉 平面形は方形を呈す。壁長は東壁260cm,西壁248cm,南壁192cm,北壁212cln

を測る。占地面積は4.64ざ ,主軸方向はN-23=Wを指す。

(壁・床〉 壁高は地山上面から東壁 7 cFn,西壁12～26cln,南壁 5～ 10cm,北壁17clnを 測り,

床面からの立ち上がりは急角度である。床面は平担で堅くしまる。

(カ マド・炉〉 住居跡南壁東寄りに数個の自然石の集まりと,コ ブシ大の灰白色粘土を確認

したが,そ の下部付近にカマド施設として判断できる焼土などを確認できなかった。

(柱穴・ピット〉 床面に3個のビットを確認した。床面からの深さは第40図 に示した。

(付属施設) 確認されなかった。

(埋土〉 4層 に分層され,多 くの浮石粒を混入する層も存在する。

(出土遺物〉 埋土中より土師器甕形土器破片十数点出土した。第41図 3は把手部破片である。

(備考〉 カマドなどの生活施設を持たないことから性格上竪穴遺構とするべきであろう。

第 6号竪穴住居跡 (第 42・ 43図 , P L10)

(遺構の位置と確認〉 B-3・ 4グ リッド第Ⅳ層暗褐色土上面において,浮石を合む暗褐色

土の落ち込みを確認 した。

(形態・規模〉 平面形は方形を呈する。壁長は東壁推定 342 cm,西壁 326 cm。 南壁 320 cm,

北壁推定 320 cmを 浪1る 。占地面積は9。 14ぽ っ主軸方向はN-120-Eを 指す。

(壁・床〉 台地北側の縁に構築される為,北壁は確認できなかったが壁高は東壁35.5cm,西

壁b4cm,南壁34clnを 測 り,地山面よりほぼ垂直に掘 り込まれる。床は北側にゆるやかな傾斜を

示すが,堅 くしまる。

(カ マ ド・炉〉 西壁の北寄りに位置し,著 しく崩壊されている。燃焼部・煙道部に存在する

焼土を確認 しただけである。煙道部は壁とともに立ち上がる。住居跡中央に焼土範囲 (40× 90

cm)が確認された。

(柱穴・ピット〉 住居跡隅よりやや離れて3個のビットが確認された。位置からみて柱穴と

考えられる。床面からの深 さは第42図に示 した。

(付属施設〉 住居跡南隅に深さ23clnの 掘り込み部分がある。

(埋土〉 4層 に分層された。

(出土遺物〉 埋土中より土師器破片十数点が出土したほか,ピ ット1付近の床直上から数点

出土した。

(備考〉 南壁において9号土墳と重複する。新旧関係は9号土墳→第6号竪穴住居跡である。
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第42図  第 6号竪穴住居跡・ カマ ド実別 図
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第43図 第 6号竪穴住居跡出土遺物

第 7号竪穴住居跡  (第 44～ 46図 ,P L10)

(遺構の位置と確認) A-2・ 3,B-2・ 3,C-2・ 3・ 4グ リッド黄褐色土地山上面

において,にぶい黄褐色土が多量に混入する黒褐色上の落ち込みを確認 した。本住居は土砂採

取により削除を受け以前より崖にその断面が確認されていたのである。

土焼轟
轟
警

!台

ll
l

l面

住居跡土色説明
黒色土 (10YR 2/1)寿 +
暗召色土 (10YR 3/3)黄召己土浮石若千含む

にぶい黄謁色土 (10YR 5μ )・xH
黒薔色土 (10YR 3/2)

炭化物少量,黄謡色土を多量に含む

カマ ド土色説明
:黒負 +(10VR 2/1)

i轟鮒;1鰤
6灰責褐色土(loYRグ2)鮭 を含む

Pitの深度計測

Pit l  ll cn

2 10 cm
3 29 cn

く
l
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(形態 。規模) 平面形は方形を呈するものと思われる。確認された壁は東・北壁のみで他は

土砂採取の為破壊されているが東壁740 cm,北壁 762 cmを 測る。推定面積は56ぽ で,主軸方向

はN-23=Eを手旨す。

(壁・床〉 西 。南壁は土砂採取の為破壊されているが,確認された壁の高さは,東壁32cm,

北壁で43cmでぁる。床は平坦で軟弱である。また床東側には貼床が施されてあった。

(カ マド・炉〉 南壁東寄りに位置するカマド構築前の掘り方において,芯材となる自然石を

立てたと考えられるピットと,カ マド埋生から自然石を3個検出したが,芯材かどうかは判断

できたかった。また袖部の粘土等は観察不足の為,調査中に削除してしまった。煙道部は長さ

◎
肺

1田 |∞
1 にぶい黄褐色土 (10YR 5/4)黒 褐色土 を少量含む
2暗 福色土 (10YR γ3)黒褐色・黄褐色土 を含む
3掲 色 土 (10YRダ4)黒褐色・黄掲色土 を多量に含む
4黒 褐色土 (10YR γ2)黄 褐色土 を多量に含む
5黒 褐色土 (10YR〃 2)

6褐 色 土 (10YRグ4)黒掲色土、黄掲色上を多量に含む
フ 黒 色 土 (10YR η l)浮石 を少量含む
8黒 褐色± 00YR ν3)

9暗 褐色土 (loYR3/3)黒 色土 を含む
10暗褐色土 (10YR 3/4)黄 褐色土プロックを多量に含む
11黒掲色土 (10YR η3)黒色土・責褐色土 を多量に含む

12に ぶい黄掲色土 (10YR4/o
13褐 色 土(loYR4/4)

14掲 色 土 (10YR 4/6)黒 褐色土を多量に含む

Pたの深度計測
Pit i 60 0cm Pit 4 85 0cm

2 73 5cn1      5 83 0cm

3 55 0cm      6 18 0cm

Ｆｏ≦
一劇Ｎ
〇
一〇ヨ　　　　晰は』ハ．

Pit 2

9    2,

第44図 第 7号竪穴住居跡実測図
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第46図 第 7号竪穴住居跡出土遺物

:黒鴨●+(10YR 3/2)

2黄鴨色土 (2.5YR 5/6)粘土

3明霧色土 (7 5YR 5/8)棒+

4明褐色土 (7.5YR 5/8)
+黒謡色土 (10YR 2/2)

5暗霧色土 (10YR 3/3)

6薇籠生土(10YR 4/4)

7褐色土 (7.5YR 4/4)

8黒■+(10YR t7/1)

9明黄謁色土 (10YR 6/6)
袖部粘出

:0黄掲色土 (2 5YR 5/4)粘土

11にぶい黄謁色土 (10YR 4/3)

12黒ら+(10YR 2//1)

,3明謁色土 (7 5YR 5/8)焼土

14謁色土 (10YR 4/4)

i5黄肇誼L上 (10YR 5/6)

16謁色土 (7_5YR″4)

:7暗赤謁色土 (2_5YR 3/6)焼土

:8赤謁色■ (2.5YR 4/8)焼土

19明赤謁色土 (5γR 5/8)焼土

20明謁こ土 (7_5YR 5/8)焼土

21謁色土 (10YR 4/6)

1

-
4
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75cmを 測り,燃焼部から緩やかな角度で壁外へと立ち上がる。

(柱穴・ピット〉 住居跡隅から1～ 2個のピットを確認した。ピットの位置から判断して,

Pl～ 3の一時期とP4・ 5の一時期の計2時期。または建て替えが行なわれている。しかし

Pl～ 3と P4・ 5に相対するピットは確認 されなかった。各々のピットの床面からの深さは

第44図 に示 した。

(付属施設〉 幅8～20cm,深 さ12～16cmで ,東・北壁に沿って壁溝が確認された。

(埋土〉 14層 に分層された。埋土中には地山土と同様の土砂が多量に含まれており,人為に

よる堆積であろう。

(出土遺物) 住居跡より縄文土器,土師器,鉄製品が出土 している。縄文土器破片は埋土,

または貼床内より出土している。土師器は埋土及びカマ ド内より出土しているが図化 (第46図

1～ 3)で きたのは,すべてカマ ド内出土のものである。鉄製品もカマ ド内からの出土で,紡

錘車である。またカマ ド内より導 (第60図 1)の破片が出土 している。

〈備考〉 本住居跡は,土砂採取の為,住居跡南東隅から北西隅にかけての西半分が破壊され

ている。本遺跡中最も大きい住居跡である。

第 8号竪穴住居跡  (第 47・ 48図 , P L10)

〈遺構の位置と確認〉 DoE-7・ 8グ リッド第V層黄褐色土地山面で,平面形が方形を呈

する。自色浮石粒を含んだ暗褐色上の落ち込みを確認 した。

(形態 。規模〉 平面形は方形を示す。壁長は,東壁 282 cm,西壁 314 cm,南 壁 398 cm,北壁

342 cmを 測る。占地面積は11.56ぽ ,主軸方向はN-16生 Eで ある。

(壁・床〉 壁高は地山面からの測定で,東壁19～36cm,西壁22.5cm,南壁24.Ocm,北壁24cm

を測る。床面は平坦で堅くしまるが,わずかに東側に傾いている。これは第10号住居跡埋土

(ま たは貼床か ?)が踏みかためられたことによるものと考えられる。

(カ マ ド・炉〉 南壁南西寄りに位置する。カマ ドは偏平な自然石,ま た導を芯材・架構材と

して用い,黄褐色粘土,黒褐色粘質土を被覆して構築されている。煙道部は幅50cm,長 さ35cm

の「U」 字状に掘り下げており,燃焼部から急な角度で立ち上がる。また焚口部は平坦で,そ

の前部には径 100 cm,深 さ3～ 4 cmほ どの灰掻き出し部と考えられるピットが確認され,ピ ッ

ト中には焼土粒,炭化物が多く堆積されていた。

(柱穴・ピット〉 床面においてPl～ 3を確認した。柱穴は北東・北西隅に確認されたPl

・2と 考えられるが,こ れに相対する柱穴は確認できなかった。柱穴・ピットの各 の々床面か

らの深さは第47図に示した。

〈付属施設〉 カマ ドが構築された壁の一ヶ所を除き,各壁に沿い幅10～ 25cm,深 さ2～ 5 cm
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1黒謁色土(10YR〃 3)

Pitの深度計測

Pit1 33 0cm
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3 33 0cm
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Si 08カマ ド土色説明

1黒謁色土(10YR 2/3)黒色・黄褐色土を多量に含み,

浮石を少量含む。

2黒褐色土 (10YR 2/3)

3黒 色 土 (10YR 2/)炭 化物層

4謁 色 土 (10YR 3/4):こぶい黄橙色を含む。粘土

5黒謁色土 (10YR 2/3)焼土 を少量含む。

6黒 色 土 (10YR 2/)自 色浮石を含む。

7謁 色 土 (10YR 3/3)黄 褐色土の小プロックを含む。

8黒褐色土 (10YR 2/2)責褐色土,炭化物を含む。

9灰および炭化物層

10にぶい責橙色土 (:OYR 7/3)粘土

11暗謁色土 (10YR 3/3)

12黄 弔に土 (10YR 5/6)袖部粘土

i3謁 色 土 (7 5YR 4/4)焼土化がすすんでいる。

14黒謁色土 (10YR 3/2)

15赤鴨色土 (5YR 4/6)焼 土

16暗謁色土 (10YR 3/3)焼土,炭化物を含む。

17黒褐色土 (10YR 2/3)。| 。|

Lev:176610m   
一

第47図 第 8号竪穴住居跡・カマ ド・第 5号土墳実測図
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第48図 第 8号竪穴住居跡出土遺物
5 cm

第48図 第 8号竪A~住居跡出主這物     

―
の壁溝が確認されたが,攪乱。または掘 りすぎにより確認できない力所もある。

〈埋土〉 4層 に分層され, 1・ 4層中には自色浮石粒子が混入していた。人為堆積である。

(出土遺物〉 カマド内より円筒型の土製支脚 (第48図)の破片が出土した。出土遺物はすべ

て土師器甕形土器の破片で,そ の殆んどがカマ ド内からの出土である。またカマ ド袖部の芯材

として使用 された導 (第60図 2)が出土 している。

(備考〉 本住居は,第 10号住居跡と重複する。新旧関係は第10号住居跡→第 8号住居跡 で

ある。

第 9図竪穴住居跡  (第 49・ 50図  P L10)

(遺構の位置と確認〉 発掘調査予定区外に存在するもので,E・ F-6・ 7グ リッド第V層

黄褐色土地山上面において,浮石を含む暗褐色土の落ち込みを確認した。

(形態 。規模〉 平面形は方形を呈する。壁長は東壁342 cm,西壁 342 cm,南 壁426 cm,北壁

404 cmを 浪1る 。占地面積は13.7ぽ ,主軸方向はN-10=Eを指す。

(壁・床〉 壁は地山面よりほぼ垂直に掘り下げられ,壁高は東壁 17～24m,西壁22～ 28帥
,

南壁22cm,北壁22cmを 測 る。床面はカマ ドに向け緩やかに傾斜 し堅 くしまる。

(カ マド・炉〉 南壁の東寄りに位置する。崩壊が著しく,右側袖部粘土の一部と,燃焼部焼

土を確認しただけである。

(柱穴・ピット〉 南・北壁に沿って,相対するピットを8個確認した。床面からの深さは第

49図 に示 した。
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1黒褐色土 (10YR″ 2)

黄褐色士,浮石粒 を含む
2暗褐e土 (10YR 3/3)
黄掲色土・浮石粒を含む

3黒色土 (10YR 2/)
4黒褐色土 (7 5YR3/2)

Pにの深度計測
Pit i 10cn

2 17cm
3  16cm

4 18cm
5  15cm

6 13om
7 111cm

8 13cm

A′

Lev:176510m

1暗褐色土 (10YR γ4)

焼土・ 浮石少量含む

2黒掲色土 (10YR η2)

浮石 を含む

3明赤褐色土 (5 YR5/8)
焼土

4にぶい赤褐色土 (5YR 4/4)
焼土

5黒掲色土 (10YR γ2)

浮石 をほんの少 し含む

6黒褐色土 (10YR 3/2)
焼土 を含む

7黒色土 (10YR η l)

8暗褐色土 (7 5YR3/3)
9掲 色 土 (7 5YR″ 3)

iO黒 褐色土 (10YR ν3)

11黒 掲色± 00YR 2/3)
灰 を含む

12黒 掲色土 (10YR η3)

浮石 を含 む

13暗 褐色土 (10YR γ3)

浮石 を含む

14暗 褐色土 (10YR γ4)

i5にぶし、黄掲色土 (10YR5/3)
粘土

16暗 褐色土 (10YR γ4)

17明赤褐色土 (5 YR5/8)
焼土

ILev― h

第49図 第 9号竪穴住居跡・ カマ ド実測図
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3

2

(付属施設〉 住居跡南西隅に,

(埋土〉 4層 に分層された。

第50図 第 9号竪穴住居跡出土遺物

径90cm,深 さ10cmの 暗褐色土の落ち込みを確認 した。

(出土遺物) 埋十中より,土師器甕形土器のほか,把手付土器,手控ね土器が出土した。

(備考〉 本住居跡カマド煙道部が,第 11号住居跡の北壁を切って構築されていた。新旧関係

は第11号住居跡→第 9号住居跡である。

第10号竪穴住居跡 (第51図 , P L10)

〈遺構の位置と確認〉 DoE-7・ 8グ リッドに存在する第8号竪穴住居の床面調査時に,

本住居の西側壁の掘り込み部分を確認 した。

〈形態 。規模〉 平面形は方形を呈する。壁長は東壁 260 cm,西壁 304 cm,南壁 306 cm.北壁

300 cmを 測る。占地面積は9.02ゴ ,主軸方向はN-8LEを 指す。

〈壁・床〉 住居跡南東隅は,後世の攪乱により破壊されて存在しない。壁高は第 8号竪穴住

居,ま たは地山面からの測定で,東壁32.5cm,西壁13.4cm,南壁26.5cm,北壁 9.l cmを 測る。

床面は住居跡西側は平坦であるが他は若千の起伏がある。全体的に堅 くしまる。

(カ マド・炉〉 南壁の中央より西寄りに位置する。黄褐色粘土,黒褐色粘質土を用い袖部を

構築している。煙道部は幅60cm,長 さ50cmの 「U」 字状に掘り込まれたもので,燃焼部から壁

外へ緩やかに立ち上がる。

(柱穴・ピット〉 床面において3個のビットを確認した。しかしピットの位置から半∫断して

柱穴となりうるものは存在しなかった。床面からの深さは第51図に示した。

(付属施設) 西壁に沿い幅10～ 20cln,深さ4～ 5 cmの壁濤が確認された。住居跡構築当初は

住居跡内を一巡していたものであろう。

(埋土〉 本住居跡が廃棄されたのち第8号竪穴住居が構築された為,本住居跡の埋土は1層
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A′

Pitの深度計測
Pit 1 68cm

2 19cn

3 13cn

Lev:176610m ___.a′

)               2m

類肥暫翻易
47図 を参照のこと

1黒褐色土(10YR2/3)
炭化物・黄掲色土 を含む

2明褐色土 (10YR 6/6)
カマ ド天丼部 ?

3黒褐色土 (10YR 273)
黄褐色土 を含む

4褐色土 (10YR 76)粘土
5褐灰色土 (10YR4/1)灰 層
6黒掲色土 (10YR η2)

炭化物・焼土 を含む
7黄掲色土 (10YR 5/6)
袖部粘土

8明赤褐色土 (5 YR5/6)
焼土

9暗褐色土 (10YR 3/4)
焼土 を含む

10にぶい黄褐色土 (10YR 73)
焼土を含む

11明褐色土 (7 5YR 78)焼 土
12明 褐色土 (7 5YR 76)

焼土化がすすむ

13黒 褐色土 (10YR 2/2)
14黄 褐色土 (10YR 5/6)
わずかに赤変する

‐ヽコ
「ｌ
ε
。

．。
。
卜
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。
|

。
|

第51図 第 10号竪穴住居跡・カマ ド実測図

im0
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のみである。人為堆積であろう。

(出土遺物〉 本住居跡からは出土しなかった。

〈備考〉 本住居は第8号住居跡と第5号土渡と重複,ま たは切り合っている。新旧関係は,

本住居跡→第8号竪穴住居跡・第5号土渡である。

第 11号竪穴住居跡  (第 52・ 53・ 54図 ,P L10)

(遺構の位置と確認〉 E・ F-6・ 7・ 8グリッドの第V層地山上面において白色浮石を含

んだ黒褐色土の落ち込みを確認 した。

(形態・規模〉 平面形は方形を呈するものと考えられる。住居跡南半分は道路工事の為,壁

が完全に存在する所は北壁のみである。壁長は北壁で 562 cmを 測る。主軸方向はN-88生Wで

ある。

(壁・床〉 壁は地山面からほぼ垂直に掘り下げられ,壁高は確認された部分については,東

壁58.Ocm,西壁57.Ocm.北壁63.Ocmを 測る。床面は平坦で堅 くしまる。またカマ ド南側には明

黄褐色粘土の貼床が施されていた。

(カ マ ド・炉) 東壁北寄りに位置する。カマ ド本体は芯材として,コ ブシ大の自然石,土師

器破片を使用して構築される。袖部は黒色土,黒褐色の粘質土,ま たはこれらの土砂に自色浮

石,明黄褐色粘土を混ぜ,重ね合せてつ くり出している。煙道部は燃焼部から緩やかに立ち上

がり,長 さ 123 cmを測る。また燃焼部から煙道部にかけての壁は強力な火熱により赤変化が著

しい。袖部に存在するSlは人手によって整形されたもので,同様なものは第 8号竪穴住居にお

いても出土 しているも

〈柱穴・ピット〉 床面から2個のピットを確認した。いずれのビットも深く,ま た位置から

みて柱穴となるものであろう。床面からの深さは第52図 に示した。

〈付属施設〉 北壁・西壁に沿って幅16～22cm,深 さ3～ 1lcmの 壁溝が確認された。

〈出土遺物〉 埋土・カマ ドから土師器が出土 したが,そ の多くはカマ ド内からのものである。

カマ ド袖部の芯材として用いられた把手付小型甕形土器 (第54図 2)・ カマ ド周辺からフイゴ

羽口,埓の破片 2点 (第60図 2～ 4)が出土した。

〈備考〉 本住居跡は,第 9号住居跡カマド煙道部とわずかであるが重複している。新旧関係

は第11号住居跡→第 9号住居跡である。
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第52図 第 11号竪穴住居跡実測図

0            2m

Pれ の深度計測
Pit 1 67 cm

2 78cm
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Lev:176 493rn

1黒褐土 (10YR η3)浮石・黒色土 を少量含む  フ明黄掲色土 (10YR γ8)天丼部粘土

2黒褐色土 (10YR η2)粘質±         8極 暗掲色土 (7 5YR η3)焼土

3黒褐色土 (10YR η2)浮石・暗福色土 を多 く含む 9黒掲色± 00YR η3)

4暗掲色土 (10YR γ4)黄 掲色土を多 く、浮石 を少量含む 10黒 掲色土 (10YR γ2)浮石 を多 く含む

5黒色土 (10YR η )粘質±          11暗 褐色土 (10YR γ4)粘質土

6黒褐色土(10YR γl)わ ずかに灰を含む    12黒 褐色土(10YR 2/3)焼 土・粘土を含む

0                1m

13黒 色 土 (10YR 2/1)炭 化物を含む

14黒掲色± 00YR η2)粘質土

15褐 色 ± 00YR ν6)

16黒褐色土 (10YR ν3)

17黒 褐色土 (10YR 3/2)

第53図 第11号竪穴住居跡カマ ド実測図

第54図 第 11号竪穴住居跡出土遺物

0           1° Cm
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イ.土 墳

第 1号土墳  (第 55図 , P L10)

(遺構の位置と確認〉 E-5グ リッド第V層黄褐色土地山上面において,自色浮石粒を合む

黒褐色土の落ち込みを確認した。また本土墳と第3・ 4号土渡は東西方向に配置されていた。

(形態・規模〉 平面形は方形を呈す。長軸は南北方向で162 cm,短軸145 cm,面 積は1,75ぽ

である。

(壁・床〉 壁高は地山面から東壁28cm,西壁31cm,南壁30cm,北壁32cmを測り底面よりほぼ

垂直に立ち上がる。底面は平坦で軟かかった。

(埋土〉 6層に分層された。自然堆積と考えられる。

(出土遺物〉 埋土中より土師器甕形土器破片2点が出土した。

(備考〉 底面南西隅に小範囲であるが炭化物を確認した。

第 2号土墳

〈遺構の位置と確認〉 E-6グ リッド第V層黄褐色土地山上面において確認した。その後掘

り下げ調査した結果・後世の攪舌Lであることが判明した。

第 3号土渡  (第55図 , P L10)

(遺構の位置と確認〉 E-5グ リッド第V層黄褐色土地山上面において,暗褐色の落ち込み

を確認した。本土渡は第 1号土療と第4号土墳の中央に位置する。

(形態 。規模〉 平面形は方形を呈す。長軸は東西方向で98cm,短 軸74cmを浪1る 。面積は0.54

ぽである。

〈壁・床〉 壁高は地山面から,各壁とも12～15cmを浪1り ,底面からわずかにひらいて立ち上

がる。底面は平坦で軟かい。

(埋土) 2層 に分層された。自然堆積である。

(出土遺物) 出土しなかった。

第 4号土墳  (第 55図 )

(遺構の位置と確認) E-5グ リッド第V層黄褐色土地山上面において,自色浮石粒を含ん

だ黒褐色上の落ち込みを確認した。

(形態・規模) 平面形は方形を呈す。長軸は東西方向にわずかに長く144 cm,短 軸 142 cmを

測る。面積は1.70ぽ である。

(壁・床〉 壁高は西壁がわずかに他壁より浅く16cm,他壁は19～21cmを測る。底面は緩やか
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な起伏を示し軟かかった。

(埋土) 2層 に分層された。

(出土遺物〉 埋土中より土師器甕形土器破片を1点出土した。

第5号土環  (第 47図 )

(遺構の位置と確認〉 E-7・ 8,F-7・ 8グ リッド第V層黄褐色土地山上面において黒

褐色土の落ち込みを確認 した。

(形態・規模〉 平面形は方形を呈す。長軸は東西方向で 131 cm,短軸 128 cmを 浪1る 。面積は

1.02fで ある。

〈壁。床〉 壁高は西壁がやゃ深く18cmを 測るが,他壁は15～ 16crnを 測る。壁は底面よりやや

開 くように立ち上がる。底面は平坦で軟かい。

(埋土〉 単 1層の堆積である。埋土中に多くの地山粒を含み,入為による埋め戻しが行なわ

れたものであろう。

(出土遺物〉 西壁より土師器甕形土器破片が出土した。

(備考〉 本土渡は,第10号住居跡のカマ ド煙道部 を切って構築 されている。また第10号住居

跡は第 8号住居跡 とも重複 しており, 3遺遺の新旧関係は第10号住居跡→第 8号住居跡 。第 3

号土渡である。

第 6号土壌  (第55図 , P Lll)

〈遺構の位置と確認〉 B-4・ 5グ リッド第Ⅳ層暗褐色土上面において黒色土の落ち込みを

確認 した。

(形態・規模) 平面形は楕円形を呈す。長軸は東西方向を指し150 cm,短軸 130 cmを測る。

面積は6.88ゴ である。

(壁・床〉 壁高は各壁とも一様でなく。西・北壁は60～ 61cm,東 。南壁で64～ 67 cmを 測り

第Ⅳ層上面よりほぼ垂直に掘り下げられている。底面は緩やかな起伏を示し軟かかった。

(埋土〉 6層に分層された。人為による埋め戻しである。

(出土遺物〉 埋土中より土師器甕形土器破片が5点出上した。

(備考〉 確認面から35cmの 深さの所,お よび底面において炭化物・粒の小さな範囲を確認し

た。

第 7号土蠣  (第 55図 , P Lll)

(遺構の位置と確認〉 DoE-3・ 4グリッド,第 2号住居跡カマドの下で確認した。
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〈形態 。規模〉 平面形は方形を呈す。長軸は南北方向を指し150 cm,短軸 133 crnを 測る。面

積は1・ 72ぽ である。

(壁・床〉 壁高は確認面からの深さは一様で,40～ 42cmを 測り,底面からややひらくように

立ち上がる。底面は緩やかな鍋底状を示し軟かい。

(埋土〉 10層 に分層された。埋土上部は焼土が黒褐色土を決みながら堆積している。

〈出土遺物〉 出土しなかった。

(備考〉 本土墳は第2号住居跡と重複しており,新旧関係は第7号土墳 → 第2号住居

跡である。

第 8号土渡  (第 55図 ,P Lll)

(遺構の位置と確認〉 C・ D-5・ 6グ リッド,第 3-B号住居跡床面において白色浮石

粒の混入する黒褐色土の落ち込みを確認した。

(形態・規模〉 平面形は略円形を呈す。長軸は東西方向にやや長く146 cm,短軸 140 cnlを 汲1

る。面積は1.22ぽ である。

〈壁・床〉 壁高は57～65cmを測り,北壁が他の壁よりもやや浅い。また底面からの立ち上が

りは東壁がやや大きくひらくのに対して他はほぼ垂直に立ち上がる。

(埋土〉 6層 に分層された。

〈出土遺物〉 埋土中より土師器甕形土器破片 5点 を出土した。

(備考〉 本土壌は第3-A～ C号住居跡と重複しているが新旧関係は確認できなかった。

第 9号土渡  (第 55図 )

〈遺構の位置と確認〉 C-4グ リッド第Ⅳ層暗褐色土上面において黒褐色上の落ち込みを確

認 した。

(形態・規模〉 平面形は楕円形を呈すものと考えられる。規模および面積は測定できなかっ

た。

(壁・床〉 残存する壁・底面から観察した結果,壁高は10～1lcmを浪1る 。底面は平坦で軟か

かった。

(埋土〉 単 1層である。

(出土遺物〉 埋土中より土師器甕形土器破片3点 を出土した。

(備考〉 底面中央において炭化物・粒の小さな範囲が確認された。また本土獲は第6号竪穴

住居跡によって切られている。
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第iO号土壊  (第 55図 )

(遺構の位置と確認〉 C-6グ リッド,第 3-BoC号竪穴住居跡南壁に接して,第 3-C号竪

穴住居跡の床面上において自色浮石粒を含んだ黒褐色土の落ち込みを確認した。

(形態・規模〉 平面形はやや辺のふくらむ長方形を呈する。長軸は東西方向を指し219 cm,

短軸 150 cmを 測る。面積は2.47ぽ である。

(壁・床〉 壁高は23cm～ 38cmと 大きな差がある。これは南壁が地山上面から,ま たは第3-

C号住居跡の壁と接している為であり/,地山上面からの計浪1値である為である。底面は緩や

かな起伏を示し軟かい。

(埋土〉 単 1層である。

(出土遺物〉 出土しなかった。

(備考〉 本土獲は第 3-c号住居跡と重複しているが,新旧関係をつかむことができなか

った。

ウ .堀

第 1号堀跡  (第 56図 , P Lll)

(遺構の位置と確認〉 C・ D-9・ 10グ リッド第 V層黄褐色地山上面において調査区を 2分

する黒褐色土の帯状の落ち込みを確認 した。

(形態・規模〉 平面形は帯状を呈すものと考えられる。濤の幅は530 cm～ 730 cm,最大深328

cmを浪」る。

〈壁・床〉 壁の断面形は「Y」 字状を呈す。底面は幅50cmほ どで狭く,やわらかかった。

(埋土) 21層 に分層された。人為堆積である。

(出土遺物〉 土師器甕形土器破片2点,縄文土器破片1点を出土した。

(備考〉 本遺構は確認した所が狭い為,そ の全容を明らかにすることができなかったが遺跡

の存在する台地を2分するように北東方向から南西に向け構築されているものと考えられる。

(藤井安正)
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⑬ 306
SK09

F′

SK07
1 暗謁色土 (7 5YR3/41
2明赤謁色土 (5YR5/8)焼土

3黒謁色土 (7 5YR3/2)
4明赤謁色土 (5YR5/6)焼土

5橙 色 土 (7 5YR6/6)灰を含む

6黒 色 土 (10YR 2/)炭 化物を含む

7褐 色 土 (10YR 4/4)
8黒 rla土 (10YR 2/0浮 石を含む

9にぶい褐色土 (7 5YR6/0
lo褐 色 土 (7 5YR4/0

SK09

1黒謁色土 (10YR2/2)炭 火物を含む

黒褐色土 (10YR2/2)
浮石を含む

にぶい

黄褐色土 (10YR5μ )

浮石層
黒 色 土(10YR2/1)
黒負土 (10YR2/1)浮右 を含
暗褐色土 (10YR3/3)
黒褐色土 (10YR3/2)
暗掲色土 (10YR3/3)

C′

SK04

Lev:176610m

SK08
1黒褐色土 (10YR 2/2)浮石を含む

2暗褐色土 (10YR 3/3)
黄謁色土を多く含む

3謁 色 土 (10YR4/4)
4黒謁色土 (10YR3/2)
5謁 色 土 (10YR 4/6)
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0            2m
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1暗掲色土 (10YR3β )

2晴掲色土 (10YR3/3)浮 石を含む

teⅥ 176 620m二

SK04
1黒褐色土 (loYR 2/2)

自色浮石を含む

2黒褐色土 (loYR 2/3)

C

黒褐色土 (10YR2/2)黄褐色土を含む

黄褐色土 (10YR5/4)
黒 色 土 (10YR2/1)炭 化物を含む
にぶい黄褐色土 (10YR6/4)浮 石層

灰オリープ色土 (5Y6/2)焼土

にぶい黄橙色土 (10YR6/3)

G

０７
ビ一　　　　　　　』一

SK10

第55図
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A
A′

Lev:176.967m

1黒褐色土 (10YR 27/3)

2黒褐色土 (10YR η2)

3暗掲色土 (10YR 3/4)

4黒掲色土 (10YR 2/3)
5黒福色土 (10YR 2/3)

6黒褐色土 (10YR η2)

7黒褐色土 (10YR 2/3)

8黒 褐色土 (10YR ν2)

9暗掲色± 00YR3/3)

10黒 色 土(10YR ηl)

浮石粒子 を含む

地山粒子 を含む

地山ブロックを

多く含む

地山粒子、黒色土

を含む

にぶい黄橙色土

を含む

地山粒子・にぶ

い黄橙色土を多
く含む

11褐色土 (10YRダ4)地山粒子を多 く含む

12黄 褐色土 (10YR 5/6)地 山プロック

13黒 掲色土 (10YR 2/2)地 山粒子を多く含む

14暗 褐色土 (10YR 3743)地 山粒子を多く含む

15黒色± 00YR 2/1)地 山粒子 を多 く含む

16褐 色土 (10YR 4/6)地 山プロック

17黄 掲色土 (10YR 5/6)地 山プロック

18暗 掲色土 (10YR γ3)地 山粒子・黒色土を

多く含む

19灰 白色土 (10YR 8/2)地 山プロック

20に ぶい黄橙色土 (10YR 6/3)地 山粒子・黒

色土を多く含む

21に ぶい黄橙色土 (10YRげ4)地 山粒子を含む

22t褐色土 (10YR 76)地 山

23灰 自色土 (10YR ν2)地 山

第56図 第 1号堀跡土層断面図  L=====‐ =====
9.考 察

a 縄文時代

ア .縄文土器  (第 57・ 58図 )

本遺跡より出土 した縄文土器は,すべて破片で表土,ま たは歴史時代の住居跡埋土中より出

土 した。ここでは遺構内・外出土の土器を一括 し,施文方法によって分類 した。

第 1類 (第57図 1・ 2) 幅の狭い隆起帯によって口縁部文様帯 と胴部無文帯 とに区画する。

日縁部文様帯は幅が 3 cm前後 と狭 く撚糸文を回縁 と平行 。斜位 に施文 したもので,隆起帯には

刺突文が施 される。

第 2類 (第57図 3) 胴部破片で縦位の撚糸文が施文される。

第 3類 (第 57図 4～10) 口縁部口端は肥厚 し,撚糸の圧痕,刻目の施 されたもので,こ の

ほか膨隆する口縁部に太い凹線文を施すものもある。胴部文様は 2～ 3条の沈線により胸骨文

ないし孤状文が施文 されるものである。

第 4類 (第57図11) 斜縄文施文後, 3条からなる平行沈線文が縦位に施 されるものである。

第 5類 (第57図12) 口縁に平行に巡る 2条の隆沈線文の沈線間に連続刺穴文を施 し更に沈

線による渦巻文が施文される。器形はキャリパー又は内傾するものであろう。

第 6類 (第57図 13・ 14) 直立する口縁部に隆帯を貼 り付 けたものである。

第 7類 (第58図 1～ 7) 口縁部及び,胴部破片である。 1～ 3は同一個体で,原体の違 う

縄文 を施文 している。 4～ 6は RL縄文 を, 7は LR縄文が施文 される。
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第8類 (第58図 8) 円盤状土製品で,周縁は丁寧に打ち欠いている。平行沈線によって長

方形文を画き出すものであろう。

以上,本遺跡より出土 した縄文土器を施文方法から8類 に分類 した。 1・ 2類は前期円筒下

層D式に, 3類は中期円筒上層 e式 または,泉山式に, 4・ 5類は大木 8式 に比定される。ま

た 6・ 7類は中期中葉から後葉にかけてのものに比定される。 8類は後期十腰内 I式 に比定さ

れる。

イ.石 器  (第 59図 )

本遺跡より出土 した石器は計 6点で,そ の内訳は石鏃 2点,掻器・砥石・凹石・磨石各 1点

である。いずれも縄文時代から歴史時代にかけての所産のものである。

石鏃 (第59図 1・ 2) 柳葉形,ま たは尖基式石鏃と呼ばれるもので,いずれも器先端を欠

く。剥離調整はやや粗 く雑なつくりをしている。

掻器 (第59図 3) 母岩からの剥離後,大 きな二次調整を施 し,鋭利な側縁を利用している。

下側縁には細かい刃こばれがみられる。

砥石 (第59図 4) 歴史時代の石器としては,こ の 1点のみである。砥面は 1面である。

凹石 (第59図 5) コブシ大の川原石を使用するもので,表に2個 ,裏に 1個の凹みをもつ。

磨石 (第59図 6) コブシ大の川原石を使用するもので,石のやや平坦な面を利用している。

b 歴史時代

本遺跡において確認された遺構は,前述の通 りであり,こ こでは住居跡,土渡,遺物につい

てまとめて行きたい。

ア.竪穴住居跡

本遺跡で確認された住居跡は,建て替えを含めて13棟である。以下確認状況,規模 (平面形

・法量・主軸方向・柱穴)カマ ドについて説明していく。

(確認状況〉 住居跡の確認面はすべて基本層位第IV層暗褐色土上面,ま たは第V層黄褐色土

上面においてである。しかし住居跡確認時点の観察では,すべて埋土中に大湯浮石粒が混入し

ていたことから本来は,第 Ⅱ層浮石層を掘り下げて構築されたものと考えられる。

観模〉 (平面形)長方形を呈する1号住居跡を除き,他のものは方形を呈する。いずれも

他の遺跡から確認される当該時期の平面形態と趣を異にするものではない。

(法量)最大のものは7号住居跡のように壁長が7mを越えるものと,10号住居跡のように3

弱]の ものとが存在するが壁長が3.4～ 4.4mの範囲に集中する。面積においては最大56ポ ,

―-109-



最小 9.3ご であり,そ の多くは9.3ピ ～15ピ に集中する。

(主軸方向)カ マ ドの両袖の中心を求め,こ れに直交する線を住居跡の主軸方向とした。本遺

跡の場合は磁北を中心として,東側に23° 未満傾 くもの 4棟,西側に17° 未満傾 くもの 3棟があ

る。

(柱穴)柱穴の配置から観察 して,次のように分類された。

分類 1 対角線上隅よりやや離れて柱穴が存在するもの。

分類 2 住居跡の各壁隅に柱穴が存在するもの。

分類 3 住居跡の壁に沿って, 3～ 5個の柱穴が存在するもの。

(カ マ ドとその類似施設〉 住居跡13棟中,カ マ ド及び,そ の類似施設が存在し,調査された

ものは11棟である。その結果構築方法を知ることができるものは6基である。なおここで述べ

る (カ マ ド)と は従来把握されてきたものであり,(類似施設)と はカマ ドを構成している施

設の一つが欠除しているものを指す。

(カ マ ド)い わゆる従来把握されてきたものである。袖部は偏平な自然石,又は土師器破片を

芯材,ま たは天丼部の架構材として使用するもので,こ れらを設置した後粘土及び粘質土を貼

り付けたものである。燃焼部及び前庭部は,わずかに窪められており,煙道部は壁とともに立

ち上がるものと,地山土を「U」 字状に掘り下げて壁外へ大きく突出させた「半地下式」のも

のが存在する。カマ ドの構築される位置は,南壁又は見かけの南壁に構築されるものが7棟 ,

北壁に構築されるものは 1棟存在する。

(類似施設)3。 4号住居跡のものがこれにあたる。 3号住居跡のものはカマ ドと構築方法を

同じくするが,壁に接して構築されていないこと,さ らに煙道部が存在しないことで異なる。

4号住居跡のものは偏平な自然石を使用し「U」 字状に組み,そ の内部に自然石を立て並べて

2分するものであり,従来のカマ ドとは内部が区分けされることと,粘土などが貼り付けてな

いことが異なる点である。 これらの構築 される位置はいずれも南壁東狽1の 壁よりやや離れ

て床面上に構築されている。

以上,住居跡について各々項目をもうけてまとめてきた。本遺跡において確認され,調査さ

れた13棟の住居跡の,確認状況,規模,カ マ ド (類似施設を除く)は,東北縦貫自動車道建設

にともなって調査されたものを初めとし約 150棟ほどにのぼるものと,平面形をはじめとする規模

やカマ ドの位置 。構築方法など,趣を大きく異にするものではない。しかしこのなかで注目さ

れるのは,カ マ ドに類似する施設が存在することである。本例はカマ ドと同様に「火」を使う

という点では共通しているが,一般的にカマ ドのように煮炊き及び暖房を主目的としているも

のは,そ の付近より日常什器として使用された土師器甕 などを出土するのに対し,鉄製品 。鉄

滓のほか製鉄と関係深いフイゴ羽口,把手付土器が出土 していることは,本来のカマ ドとは多
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少違った使用目的を持ったものではないかと考えることができる。 しかしこのような施設は,

その報告lpjが極めて少なく,今後の類lallの 増加をまち検討されるべきものであろう。

次に住居跡の構築時期である。ここでは確認状況と大湯浮石を中心に考えてみたい。本遺跡

では,時期決定のための大きな鍵層である,大湯浮石がプライマリーな状態では確認されなか

った。しかし住居跡の埋土中には多くの浮石粒が混入しており,こ のような状態は,高市向館

遺跡で分
埋 ン

た,分類 3に該当するものであり,大湯浮石降下以後に浮石層を掘り込んで構築

されたものと思われる。この大湯浮石の降下年代は,西暦1100年 前後と推浪1さ れるに至ってお
洒三2

り,降下以後に構築又は廃棄されたものであろう。

O注 1 秋元・藤井ほか「高市向館跡発掘調査報告書」 鹿角市教育委員会 昭和57年

第Ⅳ章 小結 1 大湯浮石層と遺構との関連について

分類 1 浮石層の混入 。堆積のみられないもの

2 覆土中に浮石粒が凸レンズ状に堆積し,層 をなしているもの

3 覆土中に浮石粒が混入するもの

以上のように分類 し,分類 1-2-3と いう浮石の堆積及び混入の移行を考えた。

○注 2 富樫泰時  「大湯浮石と鹿角盆地の遺跡」 『どるめん』19号 1978

イ .土 坂

本遺跡において確認 された土墳 は 9基である。土墳の平面形・規模について要約すると次

の通 りである。

(平面形〉 円形を呈するものは,径 150 cm,深 さ60cm,底 面積 1.6ぽ を演1る 。また方形のも

のは最大のものと最小のものとの差が大きく,最大のものは 219 cm× 150 cm,最 小のもので98

cm× Zcmで ぁるが大旨 140 cm× 130 cmの規模に集中する。深さは円形のものと比べ比較的浅 く

12cm～ 35cmを測る。

(そ の他〉 これら9基の土墳のうち, 7・ 10号土渡のように住居跡の南壁に接 して掘り込ま

れるもの, 1・ 3・ 4号土渡のように列状に並べるものなどの特徴を示すとともに,土渡内に

炭化物を敷きつめた状態のものや,焼土を充填したものなどがある。また炭化物・焼土の確認

されたもの,及び平面形態の違いは土墳の使用目的の違いによって生じるものであろう。

ウ.歴史時代の出土遺物

本遺跡から出土 した歴史時代の遺物は, リンゴ箱 2箱 と少ないが,器種は多様にわたってお

り,細分すると次の通りである。
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土師器

土製品

甕形土器

把手付土器

手控ね土器

土製支脚

導

フイゴ羽口

・紡錘車など

遺物全体の 7割強

5点

1点

1点 (接合資料 )

5点

数点 (小破片のため,図化及び説明を行なっていない0

20J黒鉄製品 。小刃

甕形土器

本遺跡より出土した遺物全体の約 7害1以上が土師器の甕形土器で占められる。このうち復元

。図化できたものは8点 とわずかであるが,こ れらの土器とある程度の形態的移行を考えるう

えで年代的分類の基準になりそうな口縁部破片を用いて分類 していく。

分類 1 器高23cm.口縁部径16cm以上のもので最大径を胴部中半から上部にもつ大型の甕形

土器である。日縁部形態は多様で強く,ま たは緩 く外反するもの 。直立 。内傾するも

のなどがあり,断面形は先細りのものとやや:巴厚するものがある。調整は口縁部内外

面とも横方向へのユビナデ,胴部内面には刷毛目,外面には底部から口縁部に向けて

のヘラナデが施されるほか,胴部外面下半にヘラケズリが施されるものが数例存在す

る。本類の調整は全体的にみて,雑で粗い調整が施される。

分類 2 器高19cm,日縁部径13cmと 分類 1に比べてやや小型のもので最大径は胴部上半にも

つ。日縁部形態は直立。または内傾するもののほか,頸部で一度緩やかに内傾 し,そ

の後直立するものがある。断面形は先細りのものが大半を占める。調整は各部とも分

類 1と 同様の技法を用いているが,本類においては丁寧に施されているのが特徴とい

える。稀に胴部外面に部分的であるが刷毛目を施すものも存在する。

把手付土器

本遺跡において出土 した把手付土器は計 5点で,把手部のみの破片 2点,あ る程度.器形,

調整の知れる接合資料 3点であり,すべて住居跡の床面,ま たはカマ ド内から出土している。

大まかな特徴を捕えることのできる接合資料 3点から次のように分類される。

I類  7号・11号住居跡より出土した2点である。器形は胴部のやや張る小型のもので,把

手は土器の最大径 を測 る胴部中ほどに貼 りつけられる。調整は口縁部内外面にユビナ

デ,胴部内面に刷毛目を,外面にヘラナデを施 しており,調整は丁寧に行なわれている

のが特徴である。
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Ⅱ類 4号住居跡より出土 した 1点である。器形は底部の小さな中型の甕形土器に類似する

ものと考えられる6把手は胴部中央に外面から貼り付けたものである。調整は胴部外面

に雑で粗いヘラナデ・ヘラケズリを,内面に刷毛目を施 している。

以上,本遺跡出土の把手付土器について分類 しその特徴を述べてきた。近年この手の土器の

出土例は増加しており,本遺跡のほかに次の15遺跡から出土している。

秋田県鹿角市  高市向館跡  妻の神遺跡

同 小坂町  はりま館遺跡

青森県碇 ヶ関村 永野遺鴫 大面遺跡,古館遺跡

同 黒石市  板留 (二)遺跡 高館遺跡

同 本造町  石上神社遺跡

同 大鰐町  砂沢平遺跡

同 鰺ヶ沢町 大館森山遺跡

同 浪岡町  源常平遺跡

同    五輪堂遺跡

同    築本館遺跡

岩手県水沢市  膳性遺跡

把手付土器を出土する遺跡は青森県西側に位置する岩木山東側周辺に多く分布し,特に大館

森山遺跡,古館遺跡,石上神社遺跡など鍛冶施設・製練施設の存在する遺跡,ま たはこれに関

連する遺物であるフイゴ羽口 。鉄滓の出土する遺跡から多く出土 していることが知られてい

る。本遺跡においても,フ イゴ羽口,鉄滓とともに出土していること, 3点の資料とも把手の

反対側の残存部が二次焼成を受けて色調が変化 し,破損 していることなどから鍛冶施設及びそ

の作業に使用される道具であると考えられる。更に器形の違いや,大小の違いがみられること

は鍛冶・製練の工程の違いからくるものと考えられる。

手捜ね土器

9号住居跡より出土した 1点のみである。器高 2.l cm,口 径 3.5 clnを 測る。調製は内外面と

も指の押圧による。胴部は密,焼成は良好で,色調は明掲色を呈す。

土製支脚

8号住居跡より2点,11号住居跡より3点の支脚破片が出土 した。これらは,いずれもカマ
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ド内からの出土であり。第48図 1は これらの接合資料である。器形は底径のやや開いた円筒形

を呈するもので,口縁部はやや内反し,底縁部はほんのわずかに外反する。調整は口縁部及び

底縁部内外面にユビナデを,胴部外面にヘラナデ,内面に刷毛目を施す。

士専 (第59図 )

7号住居跡より1点, 8号住居跡より1点,11号住居跡より3点の計 5点 が出土 した。これ

i S1 07カ マド出土資料
2 S108:lカ マド出土接合資料

3・ 4 Si OIIカ マド出土資料

9                   29cm

第60図 第7・ 8・ 11号竪穴住居跡カマド袖部芯材←専)実測図
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らの出土地点はすべてカマ ド内で袖部の芯材。または天丼部の架構材として使用されていた。

出土 した 5点のうち完全に復元できたものはないが,推定される器形は長方形を呈すもので所

謂, 長方埓,条導と呼ばれるものである。法量は幅16.5cm～ 22cm,厚 さ6～ 7 cmを 沢1る が長さ

は不明である。製作方法は長方形に型を整えた後 (型枠に入れたものか。手によって型を作り

だしたものか不明)に ,金属性の工具を使用し,四面に3～ 5 cmの 幅で鋭 く,かつ丁寧なケズ

リ調整を行なうものである。ケズリに使用される工具は刃央がわずかに孤を画くようであり,

ケズリの中央がやや窪んでいた。胎土は精選された良質の粘土を使用している。色調はカマ ド

内及び,袖部などから出土していることから,二次火熱を受けて変色 していることが考えられ

るが,赤褐色又は煤状炭化物が付着し,黒色を呈するものもある。 `この導は鹿角地方及び,県

北部においては初めての出上であり,秋田県内においては秋田城跡と払田柵跡の城柵官衛関係
,主 1 ,主 2

の遺跡から出土しているにすぎない。また埓の性格上,建物などの施設の構築材として使用さ

れたものであろうが,出土″」があまりにも少ないこと, さらに他遺跡における出土地点にもバ

ラツキがあることからその性格を把握することができなかった。やはりこれも今後の類例の増

加をまち検討すべきものであろう。

注 1 53年度秋田城跡発掘調査において, S E 406井 戸跡の底面から66点 もの多量の導が出

土しており,そ の中には人物・竜の絵を墨書したものが存在する。

注 2 払田柵跡,第 47次調査において西脇殿とされた建物とその周辺よりまとまって出土 し

ている。

以上,土師器・土製品 。鉄製品について簡単に分類 し説明を加 えてきた。 ここでは土師器

甕形土器と把手付土器についてその編年を考え,あ わせて住居跡の構築時期を考えていきたい。

甕形土器の編年基準となるものは口縁部形態と調整技法であろう。本遺跡出土のものは短頸

で,日縁部が直立するもの,ま たは緩 く外反するものが多く,調整においては雑なものが多い

という特徴をもっており,更に本遺跡より出土 した土師器の器種は前述したように甕形土器,

把手付土器であるが,甕形土器がその殆んどを占め,こ のほかの器種である不・皿形土器,及

び須恵器は皆無である。,こ のような現象は時代が下だるにつれて土師器不の出土量が極端に,

または皆無になるという現在の認識から,平安時代後期,土師器の終末期の様相を呈するもの

であろう。またネ,及び皿形土器の減少・消滅はこの時期になると容器の素材が粘土だけの時

代からロクロ技術や製練・鍛冶技術の普及・発達から木製・鉄製へと移行してきたものと考え

えられる。把手付土器は,製練・鍛冶施設,ま たはその道具であろうことは他遺跡の報告例や

本遺跡においてもその施設の一部であるフイゴ羽回の出土や鉄滓の出土からみてほぼまちがい
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がないであろう。この土器の時期の上・下限をみると,岩手県水沢市膳性遺跡において国分寺

下層の不と伴出するものを下限とし,青森県源常平遺跡において桜井氏の編年する第Ⅱ型式終

末期の土器と伴出するものを上限とするが,そ の多くは桜井氏の編年である第Ⅱ型式に多くみ

られる。なお本遺跡から出土したものは.甕形土器の特徴から桜井氏の第Ⅱ型式に位置づけら

れよう。またこれらの土器は,平野部では全 くみられないこと, さらに分布する地域が,桜田

氏が注目している「底面に砂粒を付着させる甕形土師器」いわゆる砂底甕形土器の分布する地

域とイ以かよっていることが注目される。 (藤井安正)

10。 まとめ

下沢田遺跡は,秋田県鹿角市花輪字下沢田 1他に位置 し,奥羽山脈西側の山裾に広がる標高

177m前後の段丘の西端に存在する。

この度の発掘調査において確認 された遺構は,歴史時代の住居跡11棟・土渡 9基・掘 1条で

ある。出土遺物 は,縄文土器・土師器・土製品 。鉄製品がある。このように遺構・遺物は発掘

対象面積が狭いわりには数量は多い。

縄文時代の遺構は確認 されなかったが,縄文時代前期末葉から後期初頭 にかけての土器が出

土 した。

歴史時代の住居跡の使用・廃絶された時期は,住居跡内から出土する土師器の特徴と,年代決

定の大きな鍵層といわれる大湯浮石層 (降下推定年代西暦1100年 前後)を 掘り込んで構築され

ていることから,平安時代後半を中心として営まれたものと考えられ,お そらく土渡もこの時

期のものであろう。出土遺物である土師器および土製品には特徴をもつものが存在する。なか

でも把手付土器・土製支脚・葺など出土例・類似例の極めて少ないものも含まれており貴重な

資料が得られた。さらに、カマド類似施設の存在とその異質性.製鉄用具と考えられる把手付土

器。フイゴ羽回の出土,製品である小刃・紡錘車の出土から, 3・ 4号住居跡は鉄製品製作の

工房跡の可能性が考えられる。

本遺跡の周辺には数多くの館跡が存在することから,調査当初,館 との関連が考えられた。

しかし館と関連のあるものと思われる時期不明の掘が 1条確認されただけであり,そ の他,館

としての機能を想定させるような遺構 。遺物も確認されておらないことから,館の機能そのも

のよりも,集落地としての機能を有していたものと考えられる。

今回の発掘調査は,数多くの考古学資料を得るとともに, わずかではあるが地域先住民の生

活や文化を復原 し,鹿角の歴史を辿る上で,大変貴重な成果を上げたものと考えられる。
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遺跡近景 (孫右工門館より)
遺跡近景 (W>E)

第 1号竪穴住居跡 。第 1・ 3号土塘 (N>S) 第 7号竪穴住居跡 (S>N)

第 3号竪穴住居跡 (W>E)

第 4号竪穴住居跡 (w>E)

PL9 下沢田遺跡近景・第 1～ 4号竪穴住居跡
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第 3号竪穴住居跡カマ ド類似施設 (N>S)

第 4号竪穴住居跡カマ ド類似施設 (N>S)



第 5号竪穴住居跡 (N>S) 第 6号竪穴住居跡 (SW>NE)

第 7号竪穴住居跡 (N>S) 第 8号竪穴住居跡 (N>S)

第 8号竪穴住居跡カマ ド 第 9。 1,号竪穴住居跡 (N>S)

第 8・ :0号竪穴住居跡 (N>S)          第 :・ 3号土境 (S>N)
P L10 第 5～ 11号竪穴住居跡 。第 i・ 3号土壌
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第 6号土塘 (NE>SW) 第 7号土垢 (s>N)

■11:霧 |

(S>N) 第 1号堀 (SW>NE)

調 査 終 了 (SE>NW) 調 査 参 加 者

第 6～ 8号土塘 。第 1号堀・調査終了 。出土遺物 1
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2(土師器・把手付土器 手捏ね土器・石製品。鉄製品 )
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